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はじめに
本ガイドは、お使いいただいている CS/CJ シリーズ EtherNet/IP ユニット（内蔵ポート）および
Ethernet ユニットをセキュリティ強化した機種に置き換える方法を記載しています。本ガイドには
安全に関する注意事項を含め、使用する際の詳細内容については記載していません。実際の置き換え
にあたっては必ず置き換え元および置き換え先機種のユーザーズマニュアルをお取り寄せいただき、
安全に関する注意事項を含め、使用する際の詳細内容をお読みいただき、十分に動作確認を行ったう
えでご使用ください。
また、本ガイドは、CS/CJ シリーズ PLC の知識を有し、製品を使用した装置設計の経験を持たれて
いる方を対象としています。操作手順については、「関連マニュアル (P.15)」に記載のマニュアル、
技術資料を参照してください。

対象となる読者の方々
本ガイドは、電気の知識（電気工事士あるいは同等の知識）を有する、次の方を対象に記述していま
す。
• FA 機器の導入を担当される方
• FA システムを設計される方
• FA 機器を設置、接続される方
• FA 現場を管理される方

また、本ガイドは、CS/CJ シリーズ PLC の知識を有し、製品を使用した装置設計の経験を持たれて
いる方を対象としています。操作手順については、「関連マニュアル (P.15)」に記載のマニュアル、
技術資料を参照してください。

対象となる製品
本ガイドは以下の製品を対象にしています。

置き換え元機種:
• CJ シリーズ CJ2 CPU ユニット内蔵 EtherNet/IP ポート

形 CJ2H-CPU6£-EIP、形 CJ2M-CPU3£
• CS/CJ シリーズ EtherNet/IP ユニット

形 CJ1W-EIP21、形 CS1W-EIP21
• CS/CJ/CS1D シリーズ Ethernet ユニット

形 CJ1W-ETN21、形 CS1W-ETN21、形 CS1D-ETN21D

置き換え先機種:
• CJ シリーズ CJ2 CPU ユニット

形 CJ2H-CPU6£、形 CJ2M-CPU1£
• CS/CJ シリーズ EtherNet/IP ユニット

形 CJ1W-EIP21S、形 CS1W-EIP21S

はじめに
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マニュアルの読み方

ページ構成
このマニュアルの各ページの構成は次のとおりです。

4 - 9

4   設置と配線

NJ シリーズ　CPUユニット ユーザーズマニュアル　ハードウェア編（SBCA-358）

4-3  ユ
ニ
ッ
ト
の
取
り
付
け

4

4-3-1  ユ
ニ
ッ
ト
同
士
の
接
続

4-3 ユニットの取り付け

ユニット同士は、それぞれのコネクタをかみ合わせ、スライダをロックするだけで接続可能です。右
端のユニットには、エンドカバーを接続します。

1 コネクタをきちんとかみ合わせて、ユニット同士を接続します。

2 上下に付いている黄色のスライダを「カチッ」と音がするまでスライドさせ、ロックします。

安全上の要点

電源ユニットや CPU ユニット、I/O ユニット、高機能 I/O ユニット、CPU 高機能ユニットを
接続するときは、ユニット間コネクタを結合後、上下のスライダをカチッと音がするまでスラ
イドさせて、確実にロックしてください。

4-3-1 ユニット同士の接続

コネクタ　
フック フック用穴

ロック

解除

スライダ

スライダをカチッと音がするまで 
背面側へスライドさせます。 

マニュアル名称

注記、補足、参照先

現在のページの章／
節／項タイトルをそれ
ぞれ示します。

操作手順を示します。

注記、補足、参照先など
の各項目を、アイコンによ
って示しています。

現在のページの章
番号を示します。

章番号

章タイトル
節タイトル
項タイトル

章タイトル
節タイトル
項タイトル節タイトル

項タイトル

操作手順

（注）このページは、説明用の見本です。実際の内容とは異なります。

マニュアルの読み方
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アイコン
このマニュアルで使われているアイコンには、次のような意味があります。

安全上の要点
製品を安全に使用するために実施または回避すべきことを示します。

使用上の注意
製品の動作不能、誤動作、または性能・機能への悪影響を予防するために実施または回避すべきこと
を示します。

参考
必要に応じて読んでいただきたい項目です。
知っておくと便利な情報や、使用する上で参考となる内容について説明しています。

バージョン関連情報
対象となる製品やサポートソフトウェアの、バージョンによる性能や機能の違いについて説明してい
ます。

マニュアルの読み方
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マニュアルの読み方
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ご承諾事項
「当社商品」について特別の合意がない場合には、お客様のご購入先にかかわらず、本ご承諾事項記載
の条件を適用いたします。

定義
本ご承諾事項中の用語の定義は次のとおりです。
•「当社商品」：「当社」の FA システム機器、汎用制御機器、センシング機器、電子・機構部品
•「カタログ等」：「当社商品」に関する、ベスト制御機器オムロン、電子・機構部品総合カタログ、そ

の他のカタログ、仕様書、取扱説明書、マニュアル等であって電磁的方法で提供されるものも含み
ます。

•「利用条件等」：「カタログ等」に記載の、「当社商品」の利用条件、定格、性能、動作環境、取り扱
い方法、利用上の注意、禁止事項その他

•「お客様用途」：「当社商品」のお客様におけるご利用方法であって、お客様が製造する部品、電子基
板、機器、設備またはシステム等への「当社商品」の組み込み、または利用を含みます。

•「適合性等」：「お客様用途」での「当社商品」の(a)適合性、(b)動作、(c)第三者の知的財産の非侵
害、(d)法令の遵守および(e)各種規格の遵守

記載事項のご注意
「カタログ等」の記載内容については次の点をご理解ください。
• 定格値および性能値は、単独試験における各条件のもとで得られた値であり、各定格値および性能

値の複合条件のもとで得られる値を保証するものではありません。
• 参考データはご参考として提供するもので、その範囲で常に正常に動作することを保証するもので

はありません。
• 利用事例はご参考ですので、「当社」は「適合性等」について保証いたしかねます。
•「当社」は、改善や当社都合等により、「当社商品」の生産を中止し、または「当社商品」の仕様を

変更することがあります。

ご利用にあたってのご注意
ご採用およびご利用に際しては次の点をご理解ください。
• 定格・性能ほか｢利用条件等｣を遵守しご利用ください。
• お客様ご自身にて｢適合性等｣をご確認いただき、｢当社商品｣のご利用の可否をご判断ください。｢当

社｣は｢適合性等｣を一切保証いたしかねます。
• ｢当社商品｣がお客様のシステム全体の中で意図した用途に対して、適切に配電・設置されているこ

とをお客様ご自身で、必ず事前に確認してください。
• ｢当社商品｣をご使用の際には、(i)定格および性能に対し余裕のある｢当社商品｣のご利用、冗長設計

などの安全設計、(ii)｢当社商品｣が故障しても、｢お客様用途｣の危険を最小にする安全設計、(iii)利
用者に危険を知らせるための、安全対策のシステム全体としての構築、(iv)｢当社商品｣および｢お客
様用途｣の定期的な保守、の各事項を実施してください。

•「当社」は DDoS 攻撃（分散型 DoS 攻撃）、コンピュータウイルスその他の技術的な有害プログラ
ム、不正アクセスにより、「当社商品」、インストールされたソフトウェア、またはすべてのコンピ
ュータ機器、コンピュータプログラム、ネットワーク、データベースが感染したとしても、そのこ
とにより直接または間接的に生じた損失、損害その他の費用について一切責任を負わないものとし
ます。

ご承諾事項
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お客様ご自身にて、①アンチウイルス保護、②データ入出力、③紛失データの復元、④「当社商品」
またはインストールされたソフトウェアに対するコンピュータウイルス感染防止、⑤「当社商品」
に対する不正アクセス防止についての十分な措置を講じてください。

• ｢当社商品｣は、一般工業製品向けの汎用品として設計製造されています。従いまして、次に掲げる
用途での使用は意図しておらず、お客様が｢当社商品｣をこれらの用途に使用される際には、｢当社｣
は｢当社商品｣に対して一切保証をいたしません。ただし、次に掲げる用途であっても「当社」の意
図した特別な商品用途の場合や特別の合意がある場合は除きます。
a) 高い安全性が必要とされる用途（例：原子力制御設備、燃焼設備、航空・宇宙設備、鉄道設備、

昇降設備、娯楽設備、医用機器、安全装置、その他生命・身体に危険が及びうる用途）
b) 高い信頼性が必要な用途（例：ガス・水道・電気等の供給システム、24 時間連続運転システム、

決済システムほか権利・財産を取扱う用途など）
c) 厳しい条件または環境での用途（例：屋外に設置する設備、化学的汚染を被る設備、電磁的妨害

を被る設備、振動・衝撃を受ける設備など）
d) ｢カタログ等｣に記載のない条件や環境での用途

• 上記の(a)から(d)に記載されている他、｢本カタログ等記載の商品｣は自動車（二輪車含む。以下同
じ）向けではありません。自動車に搭載する用途には利用しないで下さい。自動車搭載用商品につ
いては当社営業担当者にご相談ください。

保証条件
「当社商品」の保証条件は次のとおりです。
• 保証期間　ご購入後 1 年間といたします。
（ただし「カタログ等」に別途記載がある場合を除きます。）

• 保証内容　故障した「当社商品」について、以下のいずれかを「当社」の任意の判断で実施します。
a) 当社保守サービス拠点における故障した「当社商品」の無償修理

（ただし、電子・機構部品については、修理対応は行いません。）
b) 故障した「当社商品」と同数の代替品の無償提供

• 保証対象外　故障の原因が次のいずれかに該当する場合は、保証いたしません。
a)「当社商品」本来の使い方以外のご利用
b)「利用条件等」から外れたご利用
c) 本ご承諾事項「ご利用にあたってのご注意」に反するご利用
d)「当社」以外による改造、修理による場合
e)「当社」以外の者によるソフトウェアプログラムによる場合
f) 「当社」からの出荷時の科学・技術の水準では予見できなかった原因
g) 上記のほか「当社」または「当社商品」以外の原因（天災等の不可抗力を含む）

責任の制限
本ご承諾事項に記載の保証が、「当社商品」に関する保証のすべてです。

「当社商品」に関連して生じた損害について、「当社」および「当社商品」の販売店は責任を負いませ
ん。

輸出管理
「当社商品」または技術資料を、輸出または非居住者に提供する場合は、安全保障貿易管理に関する日
本および関係各国の法令・規制を遵守ください。お客様が法令・規則に違反する場合には、「当社商
品」または技術資料をご提供できない場合があります。

ご承諾事項
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安全上の注意

安全に使用していただくための表示と意味
本マニュアルでは、CS/CJ シリーズ プログラマブルコントローラの置き換え元と置き換え先機種を
安全に使用していただくために、注意事項を次のような表示と図記号で示しています。
ここで示した注意事項は、安全に関する重大な内容を記載しています。必ず守ってください。
表示と意味は次のとおりです。

警 告

注 意

正しい取り扱いをしなければ、この危険のために、軽傷・中程
度の傷害を負ったり万一の場合には重傷や死亡に至ったりする
おそれがあります。また、同様に重大な物的損害をもたらすお
それがあります。

正しい取り扱いをしなければ、この危険のために、時に軽傷・
中程度の傷害を負ったり、あるいは物的損害を受けたりするお
それがあります。

図記号の説明
¡に斜線の記号は、禁止を意味しています。
具体的な内容は、¡の中と文章で示します。
左図の場合は、「分解禁止」を表します。

r 記号は、注意（警告を含む）を意味しています。
具体的な内容は、r の中と文章で示します。
左図の場合は、「感電注意」を表します。
r 記号は、注意（警告を含む）を意味しています。
具体的な内容は、r の中と文章で示します。
左図の場合は、「一般的な注意」を表します。
l 記号は、強制を意味しています。
具体的な内容は、l の中と文章で示します。
左図の場合は、「一般的な強制事項」を表します。

安全上の注意
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警告

警告

警告の内容については、以下のマニュアルを参照してください。

置き換え元機種

シリーズ ユニット名称 形式 マニュアル名
CJ シリー
ズ

CJ2 CPU ユニッ
ト内蔵
EtherNet/IP ポー
ト

形 CJ2H-
CPU6£-EIP
形 CJ2M-
CPU3£

• 『CJ シリーズ CJ2 CPU ユニット ユーザーズマニュア
ル ハードウェア編（SBCA-349）』

• 『CJ シリーズ CJ2 CPU ユニット ユーザーズマニュア
ル ソフトウェア編（SBCA-350）』

• 『CS/CJ シリーズ EtherNet/IP ユニット ユーザーズマ
ニュアル（SBCD-342）』

CS/CJ シ
リーズ

EtherNet/IP ユニ
ット

形 CJ1W-
EIP21
形 CS1W-
EIP21

『CS/CJ シリーズ EtherNet/IP ユニット ユーザーズマニ
ュアル（SBCD-342）』

CS/CJ シ
リーズ

Ethernet ユニッ
ト

形 CJ1W-
ETN21
形 CS1W-
ETN21

• 『Ethernet ユニット ユーザーズマニュアル 基本ネットワ
ーク構築編（SBCD-329）』

• 『Ethernet ユニット ユーザーズマニュアルアプリケーシ
ョン構築編（SBCD-330）』

CS1D シリ
ーズ

CS1D 用
Ethernet ユニッ
ト

形 CS1D-
ETN21D

『CS シリーズ CS1D 用 Ethernet ユニット ユーザーズマ
ニュアル（SBCD-332）』

置き換え先機種

シリーズ ユニット名称 形式 マニュアル名
CJ シリー
ズ

CJ2 CPU ユニッ
ト

形 CJ2H-
CPU6£
形 CJ2M-
CPU1£

• 『CJ シリーズ CJ2 CPU ユニット ユーザーズマニュア
ル ハードウェア編（SBCA-349）』

• 『CJ シリーズ CJ2 CPU ユニット ユーザーズマニュア
ル ソフトウェア編（SBCA-350）』

CS/CJ シ
リーズ

EtherNet/IP ユニ
ット

形 CJ1W-
EIP21S
形 CS1W-
EIP21S

『CS/CJ シリーズ EtherNet/IP ユニット ユーザーズマニ
ュアル（SBCD-342）』

注意

注意
注意の内容については、「警告 (P.12)」に示すマニュアルを参照してください。

安全上の注意
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安全上の要点
安全上の要点の内容については、「警告 (P.12)」に示すマニュアルを参照してください。

安全上の要点
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使用上の注意
使用上の注意の内容については、「警告 (P.12)」に示すマニュアルを参照してください。

使用上の注意
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関連マニュアル
本製品と関連するマニュアルは下表のとおりです。併せてご覧ください。

マニュアル名称 Man.No. 形式 用途 内容
CX-Programmer
Ver.9.£ オペレーシ
ョンマニュアル

SBCA-337 形 CXONE-AL£
£D-V4

Windows パソコン
用プログラミングツ
ール CX-
Programmer の操作
方法について知りた
いとき。

CX-Programmer の操作方法について説
明しています。

CX-One セットアッ
プマニュアル

SBCA-346 形 CXONE-AL£
£D-V4/LT££
£-V4

CX-One からソフト
ウェアをインストー
ルするとき。

FA 統合ツールパッケージ CX-One の概
要、CX-One のインストール方法につい
て説明しています。

CX-Integrator
CS/CJ/CP/NSJ シ
リーズ用ネットワー
クコンフィグレーシ
ョンツールオペレー
ションマニュアル

SBCA-347 形 CXONE-AL£
£D-V4

ネットワーク構築
（データリンク、ルー
チングテーブル、通
信ユニット設定な
ど）について知りた
いとき。

CX-Integrator の操作方法について説明
しています。

CS/CJ シリーズ
EtherNet/IP™ユニ
ット
ユーザーズマニュア
ル

SBCD-342 形 CS1W-EIP21
形 CJ1W-EIP21
形 CJ2H-
CPU6£-EIP
形 CJ2M-
CPU3£
形 CS1W-
EIP21S
形 CJ1W-
EIP21S

EtherNet/IP ユニッ
トの使用方法につい
て知りたいとき。

CS/CJ シリーズ CPU ユニットに接続す
る EtherNet/IP ユニットの使用方法につ
いて説明しています。基本設定、タグデー
タリンク、および FINS 通信について説明
しています。

CJ シリーズ
ユーザーズマニュア
ル
セットアップ編

SBCA-312 形 CJ1H-CPU£
£H-R
形 CJ1G/H-
CPU££H
形 CJ1G-CPU£
£P
形 CJ1M-CPU£
£

形 CJ1G-CPU£
£

CJ シリーズの概要
／設計／取付／保守
などの基本的な仕様
について知りたいと
き。

CJ シリーズの PLC 本体に関して、以下
の内容を説明しています。
• 概要／特長を知りたい
• システム構成を設計したい
• 取付／配線をしたい
• I/O メモリの割付を知りたい
• トラブル時の対処方法を知りたい

『ユーザーズマニュアル プログラミング
編（SBCA-313）』と併せて使用してくだ
さい。

CJ シリーズ
CJ2 CPU ユニット
ユーザーズマニュア
ル
ソフトウェア編

SBCA-350 形 CJ2H-
CPU6£-EIP
形 CJ2H-
CPU6£
形 CJ2M-CPU£
£

CJ2 シリーズ PLC
のソフトウェアに関
する機能と使用方法
を知りたいとき。

CJ2 CPU ユニットに関して、以下の内容
を説明しています。
• CPU ユニットの動作について知りた

い
• 内部メモリについて知りたい
• プログラムについて知りたい
• 各種設定について知りたい
• CPU 内蔵機能について知りたい

『ユーザーズマニュアル ハードウェア編
（SBCA-349）』と併せて使用してくださ
い。

関連マニュアル
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マニュアル名称 Man.No. 形式 用途 内容
CJ シリーズ
CJ2 CPU ユニット
ユーザーズマニュア
ル
ハードウェア編

SBCA-349 形 CJ2H-
CPU6£-EIP
形 CJ2H-
CPU6£
形 CJ2M-CPU£
£

CJ2 シリーズ PLC
のハードウェアに関
する機能と使用方法
を知りたいとき。

CJ2 CPU ユニットに関して、以下の内容
を説明しています。
• 概要／特長を知りたい
• 基本システムの構成を知りたい
• 各部の名称と機能を知りたい
• 取り付けと設定方法を知りたい
• トラブル時の対処方法を知りたい

『ユーザーズマニュアル ソフトウェア編
（SBCA-350）』と併せて使用してくださ
い。

CS シリーズ
ユーザーズマニュア
ル
セットアップ編

SBCA-301 形 CS1G/H-
CPU££H

CS シリーズの概要
／設計／取付／保守
などの基本的な仕様
について知りたいと
き。

CS シリーズの PLC 本体に関して、以下
の内容を説明しています。
• 概要／特長を知りたい
• システム構成を設計したい
• 取付／配線をしたい
• I/O メモリの割付を知りたい
• トラブル時の対処方法を知りたい

『ユーザーズマニュアル プログラミング
編（SBCA-313）』と併せて使用してくだ
さい。

CS/CJ/NSJ シリー
ズ
ユーザーズマニュア
ル
プログラミング編

SBCA-313 形 CS1G/H-
CPU££H
形 CS1G/H-
CPU££-V1
形 CS1D-CPU£
£HA/H
形 CS1D-CPU£
£SA/S
形 CS1D-CPU£
£P
形 CJ1H-CPU£
£H-R
形 CJ1G/H-
CPU££H
形 CJ1G-CPU£
£P
形 CJ1M-CPU£
£

形 CJ1G-CPU£
£

形 NSJ£-£££
£(B)-G5D
形 NSJ£-£££
£(B)-M3D

CS/CJ/NSJ シリー
ズの各種機能につい
て知りたいとき。

CS/CJ/NSJ シリーズの PLC 本体に関
して、以下の内容を説明しています。
• プログラミングをしたい
• タスク機能を知りたい
• ファイルメモリ機能を知りたい
• 各種の機能を知りたい

『ユーザーズマニュアル セットアップ編』
（CS シリーズ: SBCA-301、CJ シリー
ズ: SBCA-312）と併せて使用してくださ
い。

CS1D デュプレック
スシステム
ユーザーズマニュア
ル
セットアップ編

SBCA-318 形 CS1D-CPU£
£HA/H
形 CS1D-CPU£
£SA/S
形 CS1D-
DPL01/02D
形 CS1D-PA/PD
£££

CS1D デュプレック
スシステムの概要／
設計／取付／保守な
どの基本的な仕様、
および二重化に関す
る事柄について知り
たいとき。

CS1D デュプレックスシステムに関し
て、以下の内容を説明しています。
• 概要／特長を知りたい
• システム構成を設計したい
• 二重化システムを設計したい
• 取付／配線をしたい
• I/O メモリの割付を知りたい
• トラブル時の対処方法を知りたい
また、ユニットのオンライン交換に関する
プログラミングコンソールの操作方法に
ついて説明しています。『ユーザーズマニ
ュアル プログラミング編（SBCA-313）』
と併せて使用してください。

関連マニュアル
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マニュアル名称 Man.No. 形式 用途 内容
Ethernet ユニット
ユーザーズマニュア
ル
基本ネットワーク構
築編

SBCD-329 形 CS1W-
ETN21
形 CJ1W-
ETN21

Ethernet ユニットを
使用するとき。

Ethernet ユニットに関して記述していま
す。基本設定、FINS 通信について記述し
ています。FINS 通信サービス機能を使
用した CS/CJ シリーズ CPU ユニット
宛の FINS コマンドの詳細については、

『通信コマンドリファレンスマニュアル
（SBCA-304）』を参照してください。

Ethernet ユニット
ユーザーズマニュア
ル
アプリケーション構
築編

SBCD-330 形 CS1W-
ETN21
形 CJ1W-
ETN21

Ethernet ユニットを
使用するとき。

メール送信機能、メール受信機能、ソケッ
トサービス機能、時計情報自動調整機能、
FTP サーバ機能、FINS 通信の上位アプリ
ケーション作成について記述しています。

CS シリーズ
CS1D 用 Ethernet
ユニット
ユーザーズマニュア
ル

SBCD-332 形 CS1D-
ETN21D

Ethernet ユニットを
使用するとき。

Ethernet ユニットに関して記述していま
す。基本設定、FINS 通信について記述し
ています。
FINS 通信サービス機能を使用する場合:
CPU ユニット宛の FINS コマンドの詳細
については、『通信コマンドリファレンス
マニュアル（SBCA-304）』を参照してく
ださい。

CJ シリーズ
EtherNet/IP™ユニ
ット
ユーザーズマニュア
ル
NJ シリーズ接続編

SBCD-355 形 CJ1W-EIP21
形 CJ1W-
EIP21S

EtherNet/IP ユニッ
トを使用するとき。

EtherNet/IP ユニットを NJ CPU ユニッ
トに接続して使用する場合について説明
します。
基本設定、タグデータリンク、その他の機
能について記述しています。

『ユーザーズマニュアル ハードウェア編
（SBCA-466）』／『ソフトウェア編
（SBCA-467）』と併せて使用してくださ
い。

関連マニュアル
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マニュアル改訂履歴
マニュアル改訂記号は、表表紙・裏表紙に記載されている Man.No.の後尾に付記されます。

SBCA-135C

改訂記号

改訂記号 改訂年月 改訂理由・改訂ページ
A 2023 年 7 月 初版
B 2024 年 10 月 CX-Programmer による設定の引き継ぎ支援機能の追加に伴う改訂
C 2025 年 4 月 • 形 CJ1W-EIP21S の CP1H CPU ユニットへの接続対応に伴う改訂

• 形 CJ1W-EIP21S の電源ユニットの接続制約に関する改訂
• ハードウェアリビジョンに関する記述の追加

マニュアル改訂履歴
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1
置き換え元と置き換え先機種

この章では、置き換え元、置き換え先機種、およびサポートソフトについて説明して
います。

1-1 置き換え元機種........................................................................................................1-2
1-2 置き換え先機種........................................................................................................1-4

1-2-1 CJ2 CPU ユニット内蔵 EtherNet/IP ポートを使用したシステム................. 1-4
1-2-2 形 C£1W-EIP21 を使用したシステム............................................................... 1-8
1-2-3 形 C£1W-ETN21 を使用したシステム............................................................. 1-9
1-2-4 形 CS1D-ETN21D を使用したシステム..........................................................1-10

1-3 サポートソフト......................................................................................................1-13
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1-1 置き換え元機種
置き換え元機種を以下に示します。また、置き換え元機種ごとの、本ガイドでの置き換え情報の参照
先を以下に示します。

置き換え元 置き換え情報の参照先
シリーズ ユニット名称 形式 備考 置き換え先機種 置き換え方法
CJ シリ
ーズ

CJ2 CPU ユ
ニット内蔵
EtherNet/IP
ポート*1

形 CJ2H-
CPU6£-
EIP
形 CJ2M-
CPU3£

― 「1-2-1 CJ2 CPU
ユニット内蔵
EtherNet/IP ポート
を使用したシステム
(P.1-4)」

「第 2 章 CJ2 CPU ユ
ニット内蔵
EtherNet/IP ポートを
使用したシステムの置
き換え (P.2-1)」

CS/CJ
シリーズ

EtherNet/IP
ユニット*1

形 CJ1W-
EIP21
形 CS1W-
EIP21

形 C£1W-EIP21 を以下の
CPU ユニットに装着している
場合を本ガイドの対象としま
す。
• 形 CJ2H-CPU££
• 形 CJ2H-CPU££-EIP
• 形 CJ2M-CPU££
• 形 CJ1G-CPU4£P
• 形 CS1G-CPU££H
• 形 CS1H-CPU££H
• 形 CS1D-CPU££HA/H
• 形 CS1D-CPU££SA/S
• 形 CS1D-CPU££P
• 形 CP1H-X40D£-£
• 形 CP1H-XA40D£-£
• 形 CP1H-Y20DT-D

「1-2-2 形 C£1W-
EIP21 を使用したシ
ステム (P.1-8)」

「第 3 章 形 C£1W-
EIP21 を使用したシス
テムの置き換え
(P.3-1)」

CS/CJ
シリーズ

Ethernet ユニ
ット

形 CJ1W-
ETN21
形 CS1W-
ETN21

形 C£1W-ETN21 を以下の
CPU ユニットに装着している
場合を本ガイドの対象としま
す。
• 形 CJ2H-CPU££
• 形 CJ2H-CPU££-EIP
• 形 CJ2M-CPU££
• 形 CJ1G-CPU4£P
• 形 CS1G-CPU££H
• 形 CS1H-CPU££H
• 形 CS1D-CPU££HA/H
• 形 CS1D-CPU££SA/S
• 形 CS1D-CPU££P
• 形 CP1H-X40D£-£
• 形 CP1H-XA40D£-£
• 形 CP1H-Y20DT-D

「1-2-3 形 C£1W-
ETN21 を使用した
システム
(P.1-9)」

「第 4 章 形 C£1W-
ETN21 を使用したシ
ステムの置き換え
(P.4-1)」

CS1D シ
リーズ

CS1D 用
Ethernet ユニ
ット

形 CS1D-
ETN21D

― 「1-2-4 形 CS1D-
ETN21D を使用し
たシステム
(P.1-10)」

「第 5 章 形 CS1D-
ETN21D を使用した
システムの置き換え
(P.5-1)」

*1. 本ガイドでは、CJ シリーズ CJ2 CPU ユニット内蔵 EtherNet/IP ポートおよび CS/CJ シリーズ EtherNet/IP ユニッ
トを総称して、“EtherNet/IP ユニット（内蔵ポート）”と表記します。

1 置き換え元と置き換え先機種
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参考

NJ シリーズ CPU ユニットに装着された形 CJ1W-EIP21 から形 CJ1W-EIP21S への置き換
えについては、『CJ シリーズ EtherNet/IP ユニット ユーザーズマニュアル NJ シリーズ接続編

（SBCD-355）』を参照してください。

以降、置き換え元機種に対する置き換え先機種を説明します。

1 置き換え元と置き換え先機種
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1-2 置き換え先機種
ここでは、置き換え元機種のシステムごとに置き換え先機種を説明します。

使用上の注意

置き換え元機種や使用条件によって、置き換えにより外形寸法、各種仕様、プログラム／設定
などに変更が発生する場合があります。詳細は本ガイドと、置き換え元および置き換え先機種
のユーザーズマニュアルを参照してください。

1-2-1 CJ2 CPU ユニット内蔵 EtherNet/IP ポートを使用したシステム
ここでは、形 CJ2H-CPU6£-EIP および形 CJ2M-CPU3£を置き換え元機種とした場合の置き換え先
機種を説明します。形式ごとに説明します。

形 CJ2H-CPU6£-EIP を使用したシステム

置き換え元 置き換え先 備考
形 CJ2H-CPU6£-
EIP*1

形 CJ2H-CPU6£*1

+
形 CJ1W-EIP21S

ネットワーク変数を使用している場合、CPU ユニットは、
Ver.1.6 以降を使用してください。

*1. CPU ユニットの形式のワイルドカード“£”は、プログラム容量やデータメモリ容量によって異なり、4 か
ら 8 の数字となります。置き換え先機種は、置き換え元機種と基本的に同じ数字の形式を選択してくださ
い。
例: 形 CJ2H-CPU68-EIP は形 CJ2H-CPU68 に置き換えます。

形CJ2H-CPU6*-EIP

形CJ2H-CPU6* 形CJ1W-EIP21S

内蔵EtherNet/IPポート

EtherNet/IPポート

置き換え

1 置き換え元と置き換え先機種
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置き換えの例を以下に示します。

形CJ2H-CPU64-EIP

UNIT

 No.

EIP21S

NODE

 No.

x16
0

x16
1

01

23456789ABCDEF
01

23456789ABCDEF

MS

NS

100M

10M

COMM

100BASE-TX

10BASE-T

 IP    ADDRESS

 SUBNET    MASK

装着

置き換え

形CJ2H-CPU64と形CJ1W-EIP21S

形 CJ1W-EIP21 を装着している場合は、形 CJ1W-EIP21S に置き換えてください。
置き換え先機種に対応するサポートソフトウェアについては、「1-3 サポートソフト (P.1-13)」を参
照してください。

形 CJ2M-CPU3£を使用したシステム

置き換え元 置き換え先 備考
形 CJ2M-
CPU3£*1

形 CJ2M-
CPU1£*1

+
形 CJ1W-EIP21S

ネットワーク変数を使用している場合、CPU ユニットは、Ver.2.2 以降
を使用してください。
シリアルオプションボードを使用している場合は、「シリアルオプション
ボード使用時の置き換え (P.1-7)」を参照してください。

*1. CPU ユニットの形式のワイルドカード“£”は、プログラム容量やデータメモリ容量によって異なり、1 か
ら 5 の数字となります。置き換え先機種は、置き換え元機種と基本的に同じ数字の形式を選択してくださ
い。
例: 形 CJ2M-CPU35 は形 CJ2M-CPU15 に置き換えます。

1 置き換え元と置き換え先機種
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形CJ2M-CPU3*

形CJ2M-CPU1* 形CJ1W-EIP21S

置き換え

内蔵EtherNet/IPポート

EtherNet/IPポート

置き換えの例を以下に示します。

1 置き換え元と置き換え先機種
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形CJ2M-CPU35

UNIT

 No.

EIP21S

NODE

 No.

x16
0

x16
1

01

23456789ABCDEF
01

23456789ABCDEF

MS

NS

100M

10M

COMM

100BASE-TX

10BASE-T

 IP    ADDRESS

 SUBNET    MASK

装着

置き換え

形CJ2M-CPU15と形CJ1W-EIP21S

形 CJ1W-EIP21 を装着している場合は、形 CJ1W-EIP21S に置き換えてください。ただし、形
CJ2M-CPU1£に装着可能な形 CJ1W-EIP21S の台数は 2 台までです。
置き換え先機種に対応するサポートソフトウェアについては、「1-3 サポートソフト (P.1-13)」を参
照してください。

l シリアルオプションボード使用時の置き換え
置き換え元の形 CJ2M-CPU3£で、シリアルオプションボード（形 CP1W-CIF££）を使用して
いる場合は、構成の変更が必要となります。
以下に置き換える CPU ユニットでの構成の変更を示します。

置き換え元 構成の変更
形 CP1W-CIF01

（RS-232C）
形 CJ2M-CPU1£の内蔵 RS-232C インタフェースを使用します。

形 CP1W-CIF11
（RS-422A/485（非絶縁））

形 CJ2M-CPU1£の内蔵 RS-232C インタフェースに RS-422A 変換アダプ
タ（形 CJ1W-CIF11）を直接接続する構成に変更します。

形 CP1W-CIF12
（RS-422A/485(絶縁)）

形 CJ2M-CPU1£の内蔵 RS-232C インタフェースと RS-232C/RS-422A
変換ユニット（形 NT-AL001）をケーブルで接続する構成に変更します。

1 置き換え元と置き換え先機種
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CJ2 シリーズ CPU ユニットのシリアルポートへの接続についての詳細は、『CJ シリーズ CJ2
CPU ユニット ユーザーズマニュアル ハードウェア編（SBCA-349）』の付録にある「CPU ユニッ
トのシリアルポートへの接続」を参照してください。

1-2-2 形 C£1W-EIP21 を使用したシステム
形 CJ1W-EIP21 および形 CS1W-EIP21 を置き換え元機種とした場合の置き換え先機種を以下に示
します。

置き換え元 置き換え先
形 CJ1W-EIP21 形 CJ1W-EIP21S
形 CS1W-EIP21 形 CS1W-EIP21S

置き換え

形CJ1W-EIP21S

EtherNet/IPポート

形CJ1W-EIP21

EtherNet/IPポート
置き換え

形CS1W-EIP21S

EtherNet/IPポート

形CS1W-EIP21

EtherNet/IPポート

CJシリーズ
CPUユニット

CJシリーズ
CPUユニット

CSシリーズ
CPUユニット

CSシリーズ
CPUユニット

UNIT

 No.

EIP21S

NODE

 No.

x16
0

x16
1

01

23456789ABCDEF
01

23456789ABCDEF

MS

NS

100M

10M

COMM

100BASE-TX

10BASE-T

 IP    ADDRESS

 SUBNET    MASK

置き換え
UNIT

 No.

EIP21

NODE

 No.

x16
0

x16
1

01

23456789ABCDEF
01

23456789ABCDEF

MS

NS

100M

10M

COMM

100BASE-TX

10BASE-T

 IP    ADDRESS

 SUBNET    MASK

形CJ1W-EIP21 形CJ1W-EIP21S

NODE

NO.
1

´160

0

´161

UNIT

NO.

100BASE-TX

10BASE-T

0

EIP21

MS

NS

COMM

100M

10M

 IP    ADDRESS

 SUBNET    MASK

置き換え
NODE

NO.
1

´160

0

´161

UNIT

NO.

100BASE-TX

10BASE-T

0

EIP21S

MS

NS

COMM

100M

10M

 IP    ADDRESS

 SUBNET    MASK

NODE

NO.
1

´160

0

´161

UNIT

NO.

100BASE-TX

10BASE-T

0

EIP21S

MS

NS

COMM

100M

10M

 IP    ADDRESS

 SUBNET    MASK

形CS1W-EIP21S形CS1W-EIP21

1 置き換え元と置き換え先機種
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置き換え先機種に対応するサポートソフトウェアについては、「1-3 サポートソフト (P.1-13)」を参
照してください。

使用上の注意

形 C£1W-EIP21S は以下の CPU ユニットで使用できます。そのため、以下と異なる CPU ユ
ニットに装着された形 C£1W-EIP21 は形 C£1W-EIP21S に置き換えできません。
• 形 CJ2H-CPU££
• 形 CJ2H-CPU££-EIP
• 形 CJ2M-CPU££
• 形 CJ1G-CPU4£P
• 形 CS1G-CPU££H
• 形 CS1H-CPU££H
• 形 CS1D-CPU££HA/H
• 形 CS1D-CPU££SA/S
• 形 CS1D-CPU££P
• 形 CP1H-X40D£-£
• 形 CP1H-XA40D£-£
• 形 CP1H-Y20DT-D

1-2-3 形 C£1W-ETN21 を使用したシステム
形 CJ1W-ETN21 および形 CS1W-ETN21 を置き換え元機種とした場合の置き換え先機種を以下に
示します。Ethernet ユニットは、セキュリティ強化された EtherNet/IP ユニットに置き換えます。

置き換え元 置き換え先
形 CJ1W-ETN21 形 CJ1W-EIP21S
形 CS1W-ETN21 形 CS1W-EIP21S

置き換え

形CJ1W-EIP21S

EtherNet/IPポート

形CJ1W-ETN21

Ethernetポート
置き換え

形CS1W-EIP21S

EtherNet/IPポート

形CS1W-ETN21

Ethernetポート

CJシリーズ
CPUユニット

CJシリーズ
CPUユニット

CSシリーズ
CPUユニット

CSシリーズ
CPUユニット

1 置き換え元と置き換え先機種
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100BASE-TX

10BASE-T

 IP    ADDRESS

 SUBNET    MASK

形CJ1W-ETN21 形CJ1W-EIP21S

EIP21S

MS

 IP    ADDRESS

 SUBNET    MASK

EIP21S

MS

 IP    ADDRESS

 SUBNET    MASK

形CS1W-EIP21S形CS1W-ETN21

置き換え 置き換えNODE

NO.
1

×160

0

×161

UNIT

NO.

100BASE-TX

10BASE-T

0

ETN21

RUN

ERC

SD

RD

LINK

100M

ERH

TCP

FTP

HOST

UNIT

 No.

ETN21

100BASE-TX

10BASE-T

NODE

 No.

x16
0

x16
1

RUN ERC SD RD

ERH TCP FTP HOST100M

LINK

（注）形 CJ1W-ETN21 の外観は、ユニット Ver.1.5 以降で記載しています。ユニット Ver.1.4 以前の外観は、
『Ethernet ユニット ユーザーズマニュアル 基本ネットワーク構築編（SBCD-329）』を参照してください。

置き換え先機種に対応するサポートソフトウェアについては、「1-3 サポートソフト (P.1-13)」を参
照してください。

使用上の注意

• 形 C£1W-EIP21S は以下の CPU ユニットで使用できます。そのため、以下と異なる CPU
ユニットに装着された形 C£1W-ETN21 は形 C£1W-EIP21S に置き換えできません。
a) 形 CJ2H-CPU££
b) 形 CJ2H-CPU££-EIP
c) 形 CJ2M-CPU££
d) 形 CJ1G-CPU4£P
e) 形 CS1G-CPU££H
f) 形 CS1H-CPU££H
g) 形 CS1D-CPU££HA/H
h) 形 CS1D-CPU££SA/S
i) 形 CS1D-CPU££P
j) 形 CP1H-X40D£-£
k) 形 CP1H-XA40D£-£
l) 形 CP1H-Y20DT-D

• 形 C£1W-ETN21 がサポートするメール送受信および WEB 機能を、形 C£1W-EIP21S は
サポートしていません。置き換え元の形 C£1W-ETN21 を使用したシステムで、メール送受
信および WEB 機能を使用している場合は、置き換えできません。

1-2-4 形 CS1D-ETN21D を使用したシステム
形 CS1D-ETN21D を置き換え元とした場合の置き換え先機種を以下に示します。CS1D 用
Ethernet ユニットは、セキュリティ強化された EtherNet/IP ユニットに置き換えます。

置き換え元 置き換え先
形 CS1D-ETN21D 形 CS1W-EIP21S

1 置き換え元と置き換え先機種
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Ethernetポート
置き換え

形CS1W-EIP21S×2台

形CS1D-ETN21D×2台

Ethernetポート

CS1D

CPUユニット

CS1D

CPUユニット

EtherNet/IPポートEtherNet/IPポート

EIP21S

MS

 IP    ADDRESS

 SUBNET    MASK

EIP21S

MS

 IP    ADDRESS

 SUBNET    MASK

形CS1W-EIP21S形CS1D-ETN21D

置き換えNODE

NO.
10

×161

UNIT

NO.

100BASE-TX

10BASE-T

0

ETN21D

RUN

ERC

SD

RD

LINK

100M

ERH

TCP

DPL

×160

置き換え先機種に対応するサポートソフトウェアについては、「1-3 サポートソフト (P.1-13)」を参
照してください。
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使用上の注意

形 CS1D-ETN21D がサポートするネットワークの二重化機能を、形 CS1W-EIP21S はサポー
トしていません。ネットワークの二重化をしている形 CS1D-ETN21D を形 CS1W-EIP21S
に置き換える場合、ネットワークの二重化用のプログラムを作成する必要があります。
置き換え前の二重化のシステム仕様を満たすように、プログラムを作成してください。置き換
え後、二重化のシステム評価を十分に行い、二重化のシステム仕様を満たしているかどうかを
確認してください。
ネットワークの二重化用プログラムの作成については、「通信二重化プログラムの作成
(P.5-16)」を参照してください。サンプルプログラムについては、「A-1 通信二重化サンプル
プログラム (P.A-2)」を参照してください。

1 置き換え元と置き換え先機種
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1-3 サポートソフト
置き換え先機種に対応かつ、置き換えで使用するサポートソフトの対応バージョンは以下のとおりで
す。Ver.4.61 より前のバージョンの CX-One を持っている場合は、2023 年 7 月以降にオートアップ
デートしてください。これにより、Ver.4.61（DVD）に同梱される周辺ツールのバージョンと同じ状
態にアップデートできます。

サポート
ソフト名

対応バー
ジョン 備考

CX-One 4.61 CX-One は、オムロン製 PLC、コンポーネントの周辺ツールを統合的に提供する統合ツ
ールパッケージです。
PLC のプログラミングを中心に、ネットワーク設定、タッチパネル画面作成、サーボ、
インバータ、温調などの各設定ツールから構成されます。本ガイドの置き換えで使用す
る CX-Programmer Ver.9.81 や Network Configurator for EtherNet/IP Ver.3.74a
などが同梱されています。

さらに、CX-One を 2024 年 10 月以降にオートアップデートすることにより、CX-Programmer の
形 C£1W-EIP21S への設定の引き継ぎ支援機能が使用可能となります。設定の引き継ぎ支援機能と
は、I/O テーブル上で EtherNet/IP ユニット（内蔵ポート）、形 C£1W-EIP21 または形 C£1W-
ETN21 の高機能ユニット設定のファイルを形 C£1W-EIP21S へインポートすることにより、設定を
引き継ぐ機能です。

使用上の注意

サポートソフトを Windows10 より前の OS のパソコンにインストールした場合、以下の制約
があります。
• EIP21S ユーザ管理ツールがインストールされません。
• CX-Programmer および PLC バックアップツールでセキュア通信（Secure Comm）を選択

できません。

また、サポートソフトを Windows10 で 1803 未満のバージョンのパソコンにインストールし
た場合、以下の制約があります。
• セキュア通信（Secure Comm）によるオンライン接続ができません。
• セキュア通信に依存するユーザ認証機能および操作ログ機能が使用できません。
セキュア通信（Secure Comm）によるオンライン接続および、セキュア通信に依存する機能を
使用するには、Windows10 で 1803 以降のバージョンのパソコンにインストールしてくださ
い。

1 置き換え元と置き換え先機種
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2
CJ2 CPU ユニット内蔵 EtherNet/IP
ポートを使用したシステムの置き換え

この章では、CJ2 CPU ユニット内蔵 EtherNet/IP ポートを使用したシステムの置き
換えフローや置き換え方法について説明しています。
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2-1 仕様や機能などの差異
ここでは、CJ2 CPU ユニットの内蔵 EtherNet/IP ポートを使用したシステムにおける置き換え元と
置き換え先機種の仕様や機能などの差異、および制約事項を示します。置き換え元と置き換え先機種
の仕様や機能などの差異、および制約事項を確認し、置き換え元のシステムに対するハードウェア、
ユーザプログラム、およびアプリケーションに対する影響を確認します。
下表に従って確認してください。

置き換え元 置き換え先 参照先
形 CJ2H-CPU6£-
EIP

形 CJ2H-CPU6£ + 形
CJ1W-EIP21S

「2-1-1 形 CJ2H-CPU6£-EIP を使用したシステム
の差異 (P.2-2)」

形 CJ2M-CPU3£ 形 CJ2M-CPU1£ + 形
CJ1W-EIP21S

「2-1-2 形 CJ2M-CPU3£を使用したシステムの差
異 (P.2-8)」

なお置き換え先 CPU ユニットの形式のワイルドカード“£”は、置き換え元機種と同じ数字を選択し
ていることを前提とします。

2-1-1 形 CJ2H-CPU6£-EIP を使用したシステムの差異
形 CJ2H-CPU6£‐EIP の形 CJ2H-CPU6£と形 CJ1W-EIP21S への置き換えによる仕様や機能な
どの差異、および制約事項を示します。以下の項目ごとに説明します。

項目 参照先
ユニット機能と仕様の差異 「ユニット機能と仕様の差異 (P.2-2)」
EtherNet/IP ポートのメモリ割付の差異 「EtherNet/IP ポートのメモリ割付の差異 (P.2-7)」
制約事項 「制約事項 (P.2-7)」

ユニット機能と仕様の差異
差異がある機能と仕様および影響を以下に示します。

l ハードウェアの仕様

項目
置き換え元 置き換え先

置き換えの影響
形 CJ2H-CPU6£-EIP 形 CJ2H-CPU6£ + 形

CJ1W-EIP21S
質量 280g 以下*1 281g 以下*1 合計で 281g 以下より、質量が 1g 増加します。

増加が影響するかどうかを確認してください。
消費電流 DC5V 0.82A DC5V 1.07A 合計で DC5V 1.07A となり、0.25A 増加しま

す。電源ユニットの供給が不足する場合は、電
源ユニットの交換または増設装置を使用したシ
ステム構成の変更が必要となります。
詳細については、「2-3-7 電源ユニットの選定と
外形寸法の確認 (P.2-30)」を参照してくださ
い。

*1. エンドカバーとバッテリの質量を含みます。

l CPU ユニットの機能と仕様
置き換え元と置き換え先の CPU ユニットの差異を以下に示します。
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項目
置き換え元 置き換え先

置き換えの影響
形 CJ2H-CPU6£-EIP 形 CJ2H-CPU6£ + 形

CJ1W-EIP21S
変数の種類 ネットワーク

変数（タグ）
使用可能 ユニットバージョン

Ver.1.6 以降: 使用可能
ユニットバージョン
Ver.1.5 以前: 使用不可

置き換え元でネットワーク変数を
使用している場合は、ユニットバー
ジョン Ver.1.6 以降の CJ2H CPU
ユニットを入手してください。

自己診断・復
旧機能

運転継続異常
検知機能：タ
グメモリ異常
検知機能

接続できるユ
ニット数

CPU 高機能
ユニット

最大 15 台 最大 16 台 影響ありません。

割込機能の使
用可能な位置

CPU 装置のスロット 0
～3

CPU 装置のスロット 0
～4

l EtherNet/IP ポートの機能と仕様
置き換え元の CPU ユニット内蔵 EtherNet/IP ポートと、置き換え先の形 CJ1W-EIP21S の差異を
以下に示します。

項目
置き換え元 置き換え先

置き換えの影響
形 CJ2H-CPU6£-EIP 形 CJ2H-CPU6£ + 形

CJ1W-EIP21S
CPU ユニッ
トでの占有エ
リア

CPU 高機能
ユニット割付
リレーエリア

ソケットサービス用の機
能なし

ソケットサービス用の機
能あり

占有エリアのサイズに差異はあり
ません。ただし、置き換え元の予約
エリアや未使用エリアに、ソケット
サービス用の機能が追加されてい
ます。割付や影響の詳細について
は、「EtherNet/IP ポートのメモリ
割付の差異 (P.2-7)」を参照し
てください。

CPU 高機能
ユニット割付
DM エリア

EtherNet/IP のユニット設定
およびタグデータリンク設定
の格納先

内蔵 EtherNet/IP ポー
ト内の不揮発性メモリ

EtherNet/IP ユニット内
の不揮発性メモリ

形 CJ1W-EIP21S に、これらの設
定を再度、設定してください。詳細
は、「2-3-9 形 C£1W-EIP21S の
設定 (P.2-37)」および

「2-3-13 タグデータリンクの設定
(P.2-42)」を参照してください。

CIP 通信サー
ビス機能: タ
グデータリン
ク（サイクリ
ック通信）

ユニット許容
通信帯域

• 12000pps（内蔵
EtehrNet/IP ポートの
Ver.3.0 以降）

• 6000pps（内蔵
EtehrNet/IP ポートの
Ver.2.1 以前）

12000pps 影響ありません。

CPU ユニッ
ト 1 サイクル
あたりにリフ
レッシュ可能
なデータサイ
ズ

出力／送信（CPU→
EtherNet/IP）時:
6432CH
入力／受信

（EtherNet/IP→CPU）
時: 6432CH

（ただし、割付リレーエリ
アのレイアウトをユーザ
設定で使用時は、入力、
出力ともに 6368CH）

出力／送信（CPU→
EtherNet/IP）時:
6432CH
入力／受信

（EtherNet/IP→CPU）
時: 6432CH

（ただし、割付リレーエリ
アのレイアウトをユーザ
設定で使用時は、出力は
6172CH、入力は
6236CH）

割付リレーエリアのレイアウトを
ユーザ設定で使用時は、データサイ
ズが減ります。最大数を超える場
合は、CPU ユニットとのリフレッ
シュは複数サイクルにまたがりま
す。通信性能に対する影響を確認
してください。

2 CJ2 CPU ユニット内蔵 EtherNet/IP ポートを使用したシステムの置き換え

2-3CS/CJ シリーズ 置き換えガイド EtherNet/IP および Ethernet ユニットからセキュリティ強化機種へ (SBCA-135)

2-1 仕
様

や
機

能
な

ど
の

差
異

2

2-1-1 形
C

J2H
-C

P
U

6
£

-EIP
を

使
用

し
た

シ
ス

テ
ム

の
差

異



項目
置き換え元 置き換え先

置き換えの影響
形 CJ2H-CPU6£-EIP 形 CJ2H-CPU6£ + 形

CJ1W-EIP21S
FINS 通信サ
ービス機能

サポートする
FINS コマン
ドの種類

ソケットサービス用のコ
マンドなし

ソケットサービス用のコ
マンドあり

影響ありません。

FINS/UDP
サービスを使
用する／使用
しない設定と
デフォルト

• 設定機能: なし
• デフォルト:

FINS/UDP サービス
を使用する

• 設定機能: あり
• デフォルト:

FINS/UDP サービス
を使用しない

• 設定の引き継ぎ支援機能を使用
して置き換える場合: 影響あり
ません。

• 手動で置き換える場合: FINS 機
能を使用する場合は、

［FINS/UDP サービスを使用す
る］に設定する必要があります。
詳細は、「A-2-1 CJ2 CPU ユニ
ット内蔵 EtherNet/IP ポートを
使用したシステムの置き換えの
場合の設定 (P.A-6)」を参照
してください。

FINS/TCP サ
ービスを使用
する／使用し
ない設定とデ
フォルト

• 設定機能: なし
• デフォルト:

FINS/TCP サービス
を使用する

• 設定機能: あり
• デフォルト:

FINS/TCP サービス
を使用しない

• 設定の引き継ぎ支援機能を使用
して置き換える場合: 影響あり
ません。

• 手動で置き換える場合: FINS 機
能を使用する場合は、

［FINS/TCP サービスを使用す
る］に設定する必要があります。
詳細は、「A-2-1 CJ2 CPU ユニ
ット内蔵 EtherNet/IP ポートを
使用したシステムの置き換えの
場合の設定 (P.A-6)」を参照
してください。

Keep-alive
監視時間の設
定

Keep-alive 機能有効時、
5 分に固定

［TCP/IP］タブで時間の
設定可能。デフォルトは
5 分。

影響ありません。

FTP サーバ
機能

あり（内蔵 EtherNet/IP
ポート部の Ver.2.0 以
降）

あり 影響ありません。

FTP を使用
する／使用し
ないのデフォ
ルト

デフォルト: FTP を使用
する

デフォルト: FTP を使用
しない

• 設定の引き継ぎ支援機能を使用
して置き換える場合: FTP 機能
を使用する場合は、［FTP を使用
する］に設定する必要がありま
す。詳細は、「2-3-9 形 C£1W-
EIP21S の設定 (P.2-37)」を参
照してください。

• 手動で置き換える場合: FTP 機
能を使用する場合は、［FTP を使
用する］に設定する必要がありま
す。詳細は、「A-2-1 CJ2 CPU
ユニット内蔵 EtherNet/IP ポー
トを使用したシステムの置き換
えの場合の設定 (P.A-6)」を
参照してください。
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項目
置き換え元 置き換え先

置き換えの影響
形 CJ2H-CPU6£-EIP 形 CJ2H-CPU6£ + 形

CJ1W-EIP21S
ユーザ名／パ
スワード

• ユーザ名（1～12 字）
デフォルト:
CONFIDENTIAL

• パスワード（1～8 字）
デフォルト: －（設定
なし）
入力された文字を表示

• ユーザ名（1～16 字）
デフォルト: －（設定
なし）

• パスワード（8～16
字）
デフォルト: －（設定
なし）
入力された文字を伏字
で表示

• 設定の引き継ぎ支援機能を使用
して置き換える場合: FTP 機能
を使用する場合は、パスワードの
再設定が必要です。詳細は、

「2-3-9 形 C£1W-EIP21S の設
定 (P.2-37)」を参照してくだ
さい。

• 手動で置き換える場合: FTP 機
能を使用する場合は、ユーザ名

（ログイン名）／パスワードの再
設定が必要です。詳細は、

「A-2-1 CJ2 CPU ユニット内蔵
EtherNet/IP ポートを使用した
システムの置き換えの場合の設
定 (P.A-6)」を参照してくだ
さい。

時計情報自動調整機能 あり（内蔵 EtherNet/IP
ポート部の Ver.2.0 以
降）

あり 影響ありません。

BOOTP クラ
イアント機能

電源の投入ま
たはリスター
トするごと
に、IP アドレ
スを BOOTP
サーバから取
得する

なし あり 影響ありません。

簡易バックア
ップ機能

EtherNet/IP
ポート部のバ
ックアップの
データ容量

459K バイト 364K バイト 影響ありません。

SNMP/SNMP トラップ あり（内蔵 EtherNet/IP
ポート部の Ver.2.0 以
降）
コミュニティ名: 入力さ
れた文字を表示

あり
コミュニティ名: 入力さ
れた文字を伏字で表示

影響ありません。

IP アドレス CIDR 機能 あり（内蔵 EtherNet/IP
ポート部の Ver.2.0 以
降）

あり 影響ありません。

CIP メッセージサーバを使用
する／使用しないの設定

• 設定機能: なし
• デフォルト: 使用する

• 設定機能: あり
• デフォルト: 使用する

影響ありません。
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項目
置き換え元 置き換え先

置き換えの影響
形 CJ2H-CPU6£-EIP 形 CJ2H-CPU6£ + 形

CJ1W-EIP21S
セキュリティ
機能

セキュア通信
機能

なし あり 置き換え後、セキュリティリスク低
減のために本機能を使用すること
を推奨します。詳細は、「2-4-5 セ
キュリティ施策の実施
(P.2-53)」を参照してください。

ユーザ認証機
能

IP パケットフ
ィルタ

置き換え後、さらにセキュリティリ
スクの低減を行うために、お客さま
のシステム運用に合わせて、本機能
を使用するしないを判断ください。
詳細は、「2-4-5 セキュリティ施策
の実施 (P.2-53)」を参照してく
ださい。

ポートのオー
プン／クロー
ズ機能*1

以下のサービスに対する
ポートのオープン／クロ
ーズ機能なし。
• FINS/UDP サービス
• FINS/TCP サービス
• CIP メッセージサーバ

以下のサービスに対する
ポートのオープン／クロ
ーズ機能あり。
• FINS/UDP サービス
• FINS/TCP サービス
• CIP メッセージサーバ

• 設定の引き継ぎ支援機能を使用
して置き換える場合: 影響あり
ません。

• 手動で置き換える場合:置き換え
前に使用しているサービスのポ
ートを使用できるように設定す
る必要があります。詳細は、

「A-2-1 CJ2 CPU ユニット内蔵
EtherNet/IP ポートを使用した
システムの置き換えの場合の設
定 (P.A-6)」を参照してくだ
さい。

操作ログ機能 なし あり 影響ありません。
ソケットサービス機能 なし あり この置き換えのケースでは影響あ

りません。
CX-One からのセキュア通信
による Ethernet/IP ポート経
由での CPU ユニットへのオ
ンライン接続

なし あり 置き換え後、セキュリティリスク低
減のために本機能を使用すること
を推奨します。詳細は、「2-4-5 セ
キュリティ施策の実施
(P.2-53)」を参照してください。

CX-One からの EtherNet/IP
によるオンライン接続

あり あり セキュリティリスク低減のため、置
き換え後の本接続方法は推奨しま
せん。

CX-One からの Ethernet
（FINS）によるオンライン接続

あり あり セキュリティリスク低減のため、置
き換え後の本接続方法は推奨しま
せん。
• 設定の引き継ぎ支援機能を使用

して置き換える場合: 影響あり
ません。

• 手動で置き換える場合: ネット
ワーク種別を［Ethernet］でオ
ンライン接続する場合、
FINS/UDP サービスを使用する
設定にしてください。ネットワ
ーク種別を［Ethernet（FINS/
TCP)］でオンライン接続する場
合、FINS/TCP サービスを使用
する設定にしてください。

*1. 以下のサービスに対するポートのオープン／クローズ機能は置き換え元と置き換え先機種でサポートしています。
• FTP サーバ、SNMP
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2-6 CS/CJ シリーズ 置き換えガイド EtherNet/IP および Ethernet ユニットからセキュリティ強化機種へ (SBCA-135)



EtherNet/IP ポートのメモリ割付の差異
CJ2 CPU ユニットの内蔵 EtherNet/IP ポート（形 CJ2H-CPU6£-EIP および形 CJ2M-CPU3£）と
形 CJ1W-EIP21S のメモリ割り付けで差異がある機能を以下に示します。差異がある機能の詳細に
ついては、『CS/CJ シリーズ EtherNet/IP ユニット ユーザーズマニュアル（SBCD-342）』を参照し
てください。

項目

置き換え元 置き換え先

置き換えの影響

CJ2 CPU ユニットの
内蔵 EtherNet/IP ポー

ト
（形 CJ2H-CPU6£-EIP,

形 CJ2M-CPU3£）

形 CJ1W-EIP21S

CPU 高機能ユニット割付リレーエリア
ユーザ設定
のエリア

n+1～n
+4CH

予約 ソケットサービス要求
スイッチ（CPU ユニッ
ト→ユニット）

割付リレーエリアのレイアウトをユーザ設
定で使用時は、置き換え元の予約エリアに
ソケットサービス用の機能が追加されてい
ます。ユーザプログラムで予約エリアを操
作していないことを確認してください。

n+16～
n
+23CH

予約 UDP ソケット No.£ス
テータスおよび TCP
ソケット No.£ステー
タス（ユニット→CPU
ユニット）

ソフトスイ
ッチ(CPU
ユニット→
ユニット）
(nCH)

ビット
10

予約 ソケット強制クローズ
スイッチ（CPU ユニッ
ト→ユニット）

置き換え先では、ソケットサービス用の機
能が追加されています。ユーザプログラム
で予約ビットを操作していないことを確認
してください。

ユニットス
テータス 2

（ユニット
→CPU ユ
ニット）（ｎ
＋ 11CH）

ビット
10

未使用 ユーザ認証設定異常（ユ
ニット→CPU ユニッ
ト）

置き換え先では、機能が追加されています。
置き換え前のユーザプログラムへの影響を
確認してください。また置き換え後、本ビ
ットを監視するようにプログラムを変更し
てください。

ビット
12、ビッ
ト 13

未使用 予約 置き換え先では、機能が追加されています。
置き換え前のユーザプログラムへの影響を
確認してください。

CPU 高機能ユニット割付 DM エリア
m+1～m+8CH 未使用 TCP ソケットＮｏ.£受

信データバイト数（ユニ
ット→CPU ユニット）

置き換え先では、ソケットサービス用の機
能が追加されています。ユーザプログラム
で該当エリアを使用している場合は、デー
タの意味が変わってしまいます。そのた
め、置き換え前に使用していたデータを別
の空いているＤＭエリアに変更するなどの
検討を行ってください。

m+9～m+16CH 未使用 TCP ソケットＮｏ.£コ
ネクション状態（ユニッ
ト→CPU ユニット）

m+17～m+96CH 未使用 ソケットサービス パラ
メータエリア£（ユニッ
ト→CPU ユニットまた
は CPU ユニット→ユ
ニット）

制約事項
置き換えに際しての制約事項を以下に示します。
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項目 内容 置き換えの影響
バック
アップ
／リス
トア

形 CJ1W-EIP21S ではセキュリティ機能の追加に伴
い、バックアップ対象のデータが形 CJ2H-CPU6£-
EIP や形 CJ1W-EIP21 よりも増えています。また形
CJ2H-CPU6£-EIP や形 CJ1W-EIP21 と同じ設定項
目でも、デフォルト値が異なっている設定があります。

簡易バックアップや PLC バックアップツールでバッ
クアップした形 CJ2H-CPU6£-EIP のバックアップ
データを、形 CJ1W-EIP21S にリストアできません。
CX-Programmer で置き換え元機種と同じように設
定し直す必要があります。

電断検
知延長
時間

形 CJ1W-EIP21S に置き換えることで、置き換え元に
使用している電源ユニットの形式によっては、電断検知
延長時間を設定できません。

電断検知延長時間の設定が必要な場合は、電源ユニッ
トの交換が必要となります。詳細については、

「2-3-7 電源ユニットの選定と外形寸法の確認
(P.2-30)」を参照してください。

電源ユ
ニット
の使用
制約

ロット 250331（ハードウェアリビジョンが「なし」）
以前の形 CJ1W-EIP21S では、電源ユニットの形
CJ1W-PD022 は使用できません。
ロット番号 250401（ハードウェアリビジョンが「A」）
以降の形 CJ1W-EIP21S では、電源ユニット形
CJ1W-PD022 は使用可能です。

左記の電源ユニットを使用している場合は、他の電源
ユニットに変更する必要があります。詳細について
は、「2-3-7 電源ユニットの選定と外形寸法の確認
(P.2-30)」を参照してください。

ユニッ
トの起
動時間

形 CJ2H-CPU6£-EIP や形 CJ1W-EIP21 と比べ、形
CJ1W-EIP21S は起動時間が長くなります。これによ
り、置き換え前のシステムと比べ、CPU ユニットの運
転開始時間が数秒遅くなります。

システムの立ち上げ動作への影響の確認が必要とな
ります。

2-1-2 形 CJ2M-CPU3£を使用したシステムの差異
形 CJ2M-CPU3£の形 CJ2M-CPU1£と形 CJ1W-EIP21S への置き換えによる仕様や機能などの差
異、および制約事項を示します。以下の項目ごとに説明します。

項目 参照先
ユニット機能と仕様の差異 「ユニット機能と仕様の差異 (P.2-8)」
EtherNet/IP ポートのメモリ割付の差異 「EtherNet/IP ポートのメモリ割付の差異 (P.2-14)」
制約事項 「制約事項 (P.2-14)」

ユニット機能と仕様の差異
差異がある機能と仕様および影響を以下に示します。

l ハードウェアの仕様

項目
置き換え元 置き換え先

置き換えの影響
形 CJ2M-CPU3£ 形 CJ2M-CPU1£ + 形

CJ1W-EIP21S
質量 190g 以下*1*2 221g 以下*1 合計で 221g 以下より、質量が 31g 増加しま

す。増加が影響するかどうかを確認してくださ
い。

消費電流 DC5V 0.70A DC5V 1.15A 合計で DC5V 1.15A となり、0.45A 増加しま
す。電源ユニットの供給が不足する場合は、電
源ユニットの交換または増設装置を使用したシ
ステム構成の変更が必要となります。
詳細については、「2-3-7 電源ユニットの選定と
外形寸法の確認 (P.2-30)」を参照してくださ
い。

*1. エンドカバーとバッテリの質量を含みます。
*2. シリアルオプションボードなしの状態です。

l CPU ユニットの機能と仕様
置き換え元と置き換え先の CPU ユニットの差異を以下に示します。
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項目
置き換え元 置き換え先

置き換えの影響
形 CJ2M-CPU3£ 形 CJ2M-CPU1£ + 形

CJ1W-EIP21S
変数の種類 ネットワーク

変数（タグ）
使用可能 ユニットバージョン

Ver.2.2 以降: 使用可能
ユニットバージョン
Ver.2.1 以前: 使用不可

置き換え元でネットワーク変数を
使用している場合は、ユニットバー
ジョン Ver.2.2 以降の CJ2M
CPU ユニットを入手してくださ
い。

自己診断・復
旧機能

運転継続異常
検知機能: タ
グメモリ異常
検知機能
オプションボ
ード異常検知
機能

あり なし ユーザプログラムで異常フラグを
監視している場合は、ユーザプログ
ラムの修正が必要となります。

接続できるユ
ニット数

CPU 高機能
ユニット

最大 15 台 最大 16 台 影響ありません。

通信機能 シリアルポー
ト部

デフォルトはシリアルポ
ートなし
以下のシリアルオプショ
ンボードを増設可能。
• RS-232C オプション

ボード: 形 CP1W-
CIF01

• RS-422A/485 オプ
ションボード: 形
CP1W-CIF11（非絶縁
タイプ、最長伝送距離
50m)

• RS-422A/485 オプ
ションボード: 形
CP1W-CIF12（絶縁タ
イプ、最長伝送距離
500m)

シリアルポートあり。
EIA RS-232C 準拠

置き換え元で、オプションボードを
使用している場合は、構成の変更が
必要です。詳細については、

「1-2-1 CJ2 CPU ユニット内蔵
EtherNet/IP ポートを使用したシ
ステム (P.1-4)」の「シリアルオプ
ションボード使用時の置き換え
(P.1-7)」を参照してください。

l EtherNet/IP ポートの機能と仕様
置き換え元の CPU ユニット内蔵 EtherNet/IP ポートと、置き換え先の形 CJ1W-EIP21S の差異を
以下に示します。

項目
置き換え元 置き換え先

置き換えの影響
形 CJ2M-CPU3£ 形 CJ2M-CPU1£ + 形

CJ1W-EIP21S
CPU ユニッ
トでの占有エ
リア

CPU 高機能
ユニット割付
リレーエリア

ソケットサービス用の機
能なし

ソケットサービス用の機
能あり

占有エリアのサイズに差異はあり
ません。ただし、置き換え元の予約
エリアや未使用エリアに、ソケット
サービス用の機能が追加されてい
ます。割付や影響の詳細について
は、「EtherNet/IP ポートのメモリ
割付の差異 (P.2-7)」を参照してく
ださい。

CPU 高機能
ユニット割付
DM エリア

EtherNet/IP のユニット設定
およびタグデータリンク設定
の格納先

内蔵 EtherNet/IP ポー
ト内の不揮発性メモリ

EtherNet/IP ユニット内
の不揮発性メモリ

形 CJ1W-EIP21S に、これらの設
定を再度、設定してください。詳細
は、「形 C£1W-EIP21S の設定方
法 (P.A-7)」および「2-3-13 タ
グデータリンクの設定
(P.2-42)」を参照してください。
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項目
置き換え元 置き換え先

置き換えの影響
形 CJ2M-CPU3£ 形 CJ2M-CPU1£ + 形

CJ1W-EIP21S
CIP 通信サー
ビス機能: タ
グデータリン
ク（サイクリ
ック通信）

コネクション
数

32 256 影響ありません。

パケットイン
ターバル（更
新周期）

1～10000msec
（0.5msec 単位）
コネクションごとに設定
可能（ノード数に依存せ
ず、設定した周期で回線
上をデータ更新）

0.5～10000msec
（0.5msec 単位）
コネクションごとに設定
可能（ノード数に依存せ
ず、設定した周期で回線
上をデータ更新）

ユニット許容
通信帯域

3000pps 12000pps

登録可能なタ
グ数

32 256

1 ノードあた
りの最大リン
クデータサイ
ズ

640CH 184,832CH

1 コネクショ
ンあたりの最
大データサイ
ズ

252CH または 640CH
*1（1 コネクション内で
のデータの同時性は保証
されます）

252CH または 722CH
（1 コネクション内での
データの同時性は保証さ
れます）

登録可能なタ
グセット数

32(1 コネクション=1
タグセット)

256（1 コネクション=1
タグセット）

1 タグセット
の最大サイズ

640CH *1（タグセットに
PLC ステータスを含め
る場合は 1CH 分を使用）

722CH（タグセットに
PLC ステータスを含め
る場合は 1CH 分を使用）

CPU ユニッ
ト 1 サイクル
あたりにリフ
レッシュ可能
なタグ最大数

出力／送信（CPU→
EtherNet/IP）時: 32
入力／受信

（EtherNet/IP→CPU）
時: 32

出力／送信（CPU→
EtherNet/IP）時: 256
入力／受信

（EtherNet/IP→CPU）
時: 256

1 サイクルでの CPU ユニットと形
CJ1W-EIP21S とで交換可能なタ
グ最大数が増えます。使用してい
るタグ数によっては、データ交換の
サイクル数が減り、通信性能が向上
します。システム性能へ影響を確
認してください。

CPU ユニッ
ト 1 サイクル
あたりにリフ
レッシュ可能
なデータサイ
ズ

出力／送信（CPU→
EtherNet/IP）時:
640CH
入力／受信

（EtherNet/IP→CPU）
時: 640CH

出力／送信（CPU→
EtherNet/IP）時:
6432CH
入力／受信

（EtherNet/IP→CPU）
時: 6432CH

（ただし、割付リレーエリ
アのレイアウトをユーザ
設定で使用時は、出力は
6172CH、入力は
6236CH）

1 サイクルでの CPU ユニットと形
CJ1W-EIP21S とで交換可能なデ
ータサイズが増えます。使用して
いるデータサイズによっては、デー
タ交換のサイクル数が減り、通信性
能が向上します。システム性能へ
影響を確認してください。

CIP 通信サー
ビス機能:
Explicit メッ
セージ（メッ
セージ通信）

UCMM（非コ
ネクション
型）

同時通信可能な最大クラ
イアント数: 16
同時通信可能な最大サー
バ数: 16

同時通信可能な最大クラ
イアント数: 32
同時通信可能な最大サー
バ数: 32

影響ありません。
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項目
置き換え元 置き換え先

置き換えの影響
形 CJ2M-CPU3£ 形 CJ2M-CPU1£ + 形

CJ1W-EIP21S
FINS 通信サ
ービス機能

サポートする
FINS コマン
ドの種類

ソケットサービス用のコ
マンドなし

ソケットサービス用のコ
マンドあり

影響ありません。

FINS/UDP
サービスを使
用する／使用
しない設定と
デフォルト

• 設定機能: なし
• デフォルト:

FINS/UDP サービス
を使用する

• 設定機能: あり
• デフォルト:

FINS/UDP サービス
を使用しない

• 設定の引き継ぎ支援機能を使用
して置き換える場合: 影響あり
ません。

• 手動で置き換える場合: FINS 機
能を使用する場合は、

［FINS/UDP サービスを使用す
る］に設定する必要があります。
詳細は、「A-2-1 CJ2 CPU ユニ
ット内蔵 EtherNet/IP ポートを
使用したシステムの置き換えの
場合の設定 (P.A-6)」を参照
してください。

FINS/TCP サ
ービスを使用
する／使用し
ない設定とデ
フォルト

• 設定機能: なし
• デフォルト:

FINS/TCP サービス
を使用する

• 設定機能: あり
• デフォルト:

FINS/TCP サービス
を使用しない

• 設定の引き継ぎ支援機能を使用
して置き換える場合: 影響あり
ません。

• 手動で置き換える場合: FINS 機
能を使用する場合は、

［FINS/TCP サービスを使用す
る］に設定する必要があります。
詳細は、「A-2-1 CJ2 CPU ユニ
ット内蔵 EtherNet/IP ポートを
使用したシステムの置き換えの
場合の設定 (P.A-6)」を参照
してください。

Keep-alive
監視時間の設
定

Keep-alive 機能有効時、
5 分に固定

［TCP/IP］タブで時間の
設定可能。デフォルトは
5 分。

影響ありません。

FTP サーバ
機能

あり（内蔵 EtherNet/IP
ポート部の Ver.2.0 以
降）

あり 影響ありません。

FTP を使用
する／使用し
ないのデフォ
ルト

デフォルト: FTP を使用
する

デフォルト: FTP を使用
しない

• 設定の引き継ぎ支援機能を使用
して置き換える場合: ［FTP を使
用する］に設定する必要がありま
す。詳細は、「2-3-9 形 C£1W-
EIP21S の設定 (P.2-37)」を参
照してください。

• 手動で置き換える場合: FTP 機
能を使用する場合は、［FTP を使
用する］に設定する必要がありま
す。詳細は、「A-2-1 CJ2 CPU
ユニット内蔵 EtherNet/IP ポー
トを使用したシステムの置き換
えの場合の設定 (P.A-6)」を
参照してください。
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項目
置き換え元 置き換え先

置き換えの影響
形 CJ2M-CPU3£ 形 CJ2M-CPU1£ + 形

CJ1W-EIP21S
ユーザ名／パ
スワード

• ユーザ名（1～12 字）
デフォルト:
CONFIDENTIAL

• パスワード（1～8 字）
デフォルト: －（設定
なし）
入力された文字を表示

• ユーザ名（1～16 字）
デフォルト: －（設定
なし）

• パスワード（8～16
字）
デフォルト: －（設定
なし）
入力された文字を伏字
で表示

• 設定の引き継ぎ支援機能を使用
して置き換える場合: FTP 機能
を使用する場合は、パスワードの
再設定が必要です。詳細は、

「2-3-9 形 C£1W-EIP21S の設
定 (P.2-37)」を参照してくだ
さい。

• 手動で置き換える場合: FTP 機
能を使用する場合は、ユーザ名

（ログイン名）／パスワードの再
設定が必要です。詳細は、

「A-2-1 CJ2 CPU ユニット内蔵
EtherNet/IP ポートを使用した
システムの置き換えの場合の設
定 (P.A-6)」を参照してくだ
さい。

時計情報自動調整機能 あり（内蔵 EtherNet/IP
ポート部の Ver.2.0 以
降）

あり 影響ありません。

BOOTP クラ
イアント機能

電源の投入ま
たはリスター
トするごと
に、IP アドレ
スを BOOTP
サーバから取
得する

なし あり 影響ありません。

簡易バックア
ップ機能

EtherNet/IP
ポート部のバ
ックアップの
データ容量

459K バイト 364K バイト 影響ありません。

SNMP/SNMP トラップ あり（内蔵 EtherNet/IP
ポート部の Ver.2.0 以
降）
コミュニティ名: 入力さ
れた文字を表示

あり
コミュニティ名: 入力さ
れた文字を伏字で表示

影響ありません。

IP アドレス CIDR 機能 あり（内蔵 EtherNet/IP
ポート部の Ver.2.0 以
降）

あり 影響ありません。

CIP メッセージサーバを使用
する／使用しないの設定

• 設定機能: なし
• デフォルト: 使用する

• 設定機能: あり
• デフォルト: 使用する

影響ありません。
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項目
置き換え元 置き換え先

置き換えの影響
形 CJ2M-CPU3£ 形 CJ2M-CPU1£ + 形

CJ1W-EIP21S
セキュリティ
機能

セキュア通信
機能

なし あり 置き換え後、セキュリティリスク低
減のために本機能を使用すること
を推奨します。詳細は、「2-4-5 セ
キュリティ施策の実施
(P.2-53)」を参照してください。

ユーザ認証機
能

IP パケットフ
ィルタ

置き換え後、さらにセキュリティリ
スクの低減を行うために、お客さま
のシステム運用に合わせて、本機能
を使用するしないを判断ください。
詳細は、「2-4-5 セキュリティ施策
の実施 (P.2-53)」を参照してく
ださい。

ポートのオー
プン／クロー
ズ機能*2

以下のサービスに対する
ポートのオープン／クロ
ーズ機能なし。
• FINS/UDP サービス
• FINS/TCP サービス
• CIP メッセージサーバ

以下のサービスに対する
ポートのオープン／クロ
ーズ機能あり。
• FINS/UDP サービス
• FINS/TCP サービス
• CIP メッセージサーバ

• 設定の引き継ぎ支援機能を使用
して置き換える場合: 影響あり
ません。

• 手動で置き換える場合: 置き換
え前に使用しているサービスの
ポートを使用できるように設定
する必要があります。詳細は、

「A-2-1 CJ2 CPU ユニット内蔵
EtherNet/IP ポートを使用した
システムの置き換えの場合の設
定 (P.A-6)」を参照してくだ
さい。

操作ログ機能 なし あり 影響ありません。
ソケットサービス機能 なし あり この置き換えのケースでは影響あ

りません。
CX-One からのセキュア通信
による Ethernet/IP ポート経
由での CPU ユニットへのオ
ンライン接続

なし あり 置き換え後、セキュリティリスク低
減のために本機能を使用すること
を推奨します。詳細は、「2-4-5 セ
キュリティ施策の実施
(P.2-53)」を参照してください。

CX-One からの EtherNet/IP
によるオンライン接続

あり あり セキュリティリスク低減のため、置
き換え後の本接続方法は推奨しま
せん。

CX-One からの Ethernet
（FINS）によるオンライン接続

あり あり セキュリティリスク低減のため、置
き換え後の本接続方法は推奨しま
せん。
• 設定の引き継ぎ支援機能を使用

して置き換える場合: 影響あり
ません。

• 手動で置き換える場合: ネット
ワーク種別を［Ethernet］でオ
ンライン接続する場合、
FINS/UDP サービスを使用する
設定にしてください。ネットワ
ーク種別を［Ethernet（FINS/
TCP)］でオンライン接続する場
合、FINS/TCP サービスを使用
する設定にしてください。

*1. 内蔵 EterNet/IP ポート部のユニットバージョン Ver.2.0 の場合は 20CH です。
*2. 以下のサービスに対するポートのオープン／クローズ機能は置き換え元と置き換え先機種でサポートしています。

• FTP サーバ、SNMP
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EtherNet/IP ポートのメモリ割付の差異
形 CJ2M-CPU3£と形 CJ1W-EIP21S のメモリ割り付けで差異がある機能は、形 CJ2H-CPU6£-
EIP での差異と同じです。差異については、「2-1-1 形 CJ2H-CPU6£-EIP を使用したシステムの差異
(P.2-2)」の「EtherNet/IP ポートのメモリ割付の差異 (P.2-7)」を参照してください。

制約事項
置き換えに際しての制約事項を以下に示します。

項目 内容 置き換えの影響
バック
アップ
／リス
トア

形 CJ1W-EIP21S ではセキュリティ機能の追加に伴
い、バックアップ対象のデータが形 CJ2M-CPU3£や
形 CJ1W-EIP21 よりも増えています。また形 CJ2M-
CPU3£や形 CJ1W-EIP21 と同じ設定項目でも、デフ
ォルト値が異なっている設定があります。

簡易バックアップや PLC バックアップツールでバッ
クアップした形 CJ2M-CPU3£のバックアップデー
タを、形 CJ1W-EIP21S にリストアできません。
CX-Programmer で置き換え元機種と同じように設
定し直す必要があります。

電断検
知延長
時間

形 CJ1W-EIP21S に置き換えることで、置き換え元に
使用している電源ユニットの形式によっては、電断検知
延長時間を設定できません。

電断検知延長時間の設定が必要な場合は、電源ユニッ
トの交換が必要となります。詳細については、

「2-3-7 電源ユニットの選定と外形寸法の確認
(P.2-30)」を参照してください。

電源ユ
ニット
の使用
制約

ロット 250331（ハードウェアリビジョンが「なし」）
以前の形 CJ1W-EIP21S では、電源ユニットの形
CJ1W-PD022 は使用できません。
ロット番号 250401（ハードウェアリビジョンが「A」）
以降の形 CJ1W-EIP21S では、電源ユニット形 CJ1W-
PD022 は使用可能です。

左記の電源ユニットを使用している場合は、他の電源
ユニットに変更する必要があります。詳細について
は、「2-3-7 電源ユニットの選定と外形寸法の確認
(P.2-30)」を参照してください。

ユニッ
トの起
動時間

形 CJ2M-CPU3£や形 CJ1W-EIP21 と比べ、形
CJ1W-EIP21S は起動時間が長くなります。これによ
り、置き換え前のシステムと比べ、CPU ユニットの運
転開始時間が数秒遅くなります。

システムの立ち上げ動作への影響の確認が必要とな
ります。

2 CJ2 CPU ユニット内蔵 EtherNet/IP ポートを使用したシステムの置き換え
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2-2 置き換えフロー
CJ2 CPU ユニット内蔵 EtherNet/IP ポートを使用したシステムの置き換えフローを以下に示しま
す。事前準備のフローと置き換えの実行フローを説明します。

2-2-1 事前準備のフロー
置き換え前の準備の内容を以下に示します。このフローで置き換えの検討や置き換え後のユニット構
成に合わせた各データを準備します。
置き換え先のユニットは、置き換えを実行する前までに入手してください。

手
順 項目 内容 参照先

1 置き換え先機種
の確認

置き換え元機種のシステム構成に対する置き換え先機種を
確認します。また置き換え先機種に対応するサポートソフ
トを確認します。

「2-3-1 置き換え先機種
の確認 (P.2-17)」

2 仕様や機能など
の差異の確認

置き換え元と置き換え先機種の仕様や機能などの差異、お
よび制約事項を確認し、置き換え元のシステムに対するハ
ードウェア、ユーザプログラム、およびアプリケーション
に対する影響を確認します。

「2-3-2 仕様や機能など
の差異の確認
(P.2-17)」

3 サポートソフト
の入手

事前準備や置き換えの実行で使用するサポートソフトを入
手します。

「2-3-3 サポートソフト
の入手 (P.2-17)」

4 データの読み出
しと保存

置き換え元のシステムから以下のデータを読み出して、保
存します。
本作業で読み出したデータを使用し、以降の作業で置き換
え先のシステムに合わせてデータの変更や設定を行いま
す。
• PLC のプロジェクトデータ
• 高機能ユニット設定のデータ
• タグデータリンクパラメータ
• ルーチングテーブル
• CPU 高機能ユニットシステム設定エリアを使用するユ

ニットの設定データ

「2-3-4 データの読み出
しと保存 (P.2-17)」

5 PLC 機種の変更 CPU ユニットの置き換えを伴うため、読み出した PLC の
プロジェクトデータを置き換え先の CPU ユニット用に変
更します。
変更によりプログラムエラーが発生した場合は、修正しま
す。また変更により、その他のプロジェクトデータが初期
化される場合があります。以降の作業で、初期化されてい
る場合は修正します。

「2-3-5 PLC 機種の変更
(P.2-24)」

6 I/O テーブルの
作成

置き換え後のユニット構成に合わせて、I/O テーブルを作成
します。

「2-3-6 I/O テーブルの
作成 (P.2-27)」

7 電源ユニットの
選定と外形寸法
の確認

置き換えにより発生する電源への制約に対し、電源ユニッ
トの変更要否を確認します。必要により電源ユニットを選
定します。
選定した結果、電源ユニットを変更または増設システムに
変更した場合は、置き換え前後のユニット構成の外形寸法
の差異を確認します。

「2-3-7 電源ユニットの
選定と外形寸法の確認
(P.2-30)」

8 CPU ユニットの
設定

置き換え後のユニット構成で、CPU ユニットの設定を行い
ます。

「2-3-8 CPU ユニットの
設定 (P.2-35)」

9 形 C£1W-
EIP21S の設定

置き換え後のユニット構成で、形 C£1W-EIP21S の設定を
行います。

「2-3-9 形 C£1W-
EIP21S の設定
(P.2-37)」

10 その他のユニッ
トの設定

置き換え後のユニット構成で、CPU ユニットおよび形 C
£1W-EIP21S 以外のユニットの設定を行います。

「2-3-10 その他のユニ
ットの設定 (P.2-39)」
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手
順 項目 内容 参照先

11 PLC メモリの修
正

PLC 機種の変更により PLC メモリが初期化されている場
合は、修正します。

「2-3-11 PLC メモリの
修正 (P.2-40)」

12 ユーザプログラ
ムの変更

置き換えによる仕様の差異や制約事項に対応するために、
ユーザプログラムを変更します。

「2-3-12 ユーザプログ
ラムの修正 (P.2-42)」

13 タグデータリン
クの設定

置き換え後のユニット構成に合わせて、タグデータリンク
の設定を行います。

「2-3-13 タグデータリ
ンクの設定 (P.2-42)」

2-2-2 置き換えの実行フロー
事前準備の完了後に、実際に置き換えを行う内容を示します。置き換え後は必要に応じてセキュリテ
ィ施策を実施します。

手順 項目 内容 参照先
14 ユニットの置き換え

と配線
置き換え後のユニット構成に合わせて、ユニットを置き換
えます。置き換えたユニットの配線を行います。

「2-4-1 ユニットの
置き換えと配線
(P.2-45)」

15 電源の投入 PLC に電源を投入します。 「2-4-2 電源の投入
(P.2-46)」

16 各データの転送 置き換え後の実機に、事前に準備した以下のデータを CPU
ユニットに直接接続したサポートソフトで転送します。*1

• PLC のプロジェクトデータ
• タグデータリンクパラメータ
• ルーチングテーブル
• CPU 高機能ユニットシステム設定エリアを使用するユ

ニットの設定データ

「2-4-3 各データの
転送 (P.2-47)」

17 動作確認 意図どおりにシステムが動作することを確認します。 「2-4-4 動作確認
(P.2-53)」

18 セキュリティ施策の
実施*2

必要に応じて、置き換え後のシステム運用開始までに、外
部からの攻撃によるシステムのセキュリティリスクの低減
を行います。形 CJ1W-EIP21S の EtherNet/IP ポートと
サポートソフトの接続は、ユーザ認証の設定をし、セキュ
ア通信（Secure Comm）でオンライン接続することを推奨
します。
ユーザ認証やセキュア通信（Secure Comm）以外にも、セ
キュリティリスクを低減するためのセキュリティ機能を、
形 CJ1W-EIP21S およびサポートソフトに搭載していま
す。システム運用に合わせて、セキュリティ機能を使用し
て、さらにセキュリティリスクの低減を行います。

「2-4-5 セキュリテ
ィ施策の実施
(P.2-53)」

19 セキュリティ施策の
実施後の動作確認

セキュリティ施策を実施した場合は、セキュリティ機能の
設定に対して、動作確認を行います。

「2-4-6 セキュリテ
ィ施策の実施後の動
作確認 (P.2-55)」

*1. サポートソフトを CPU ユニットの USB ポートやペリフェラルポートに直接接続することを意味します。
*2. 必要により実施してください。
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2-3 事前準備
ここでは、置き換えの実行前に準備を行う内容を説明します。

2-3-1 置き換え先機種の確認
置き換え元機種のシステム構成に対する置き換え先機種を確認します。また置き換え先機種に対応す
るサポートソフトを確認します。
詳細については、「1-2-1 CJ2 CPU ユニット内蔵 EtherNet/IP ポートを使用したシステム (P.1-4)」
を参照してください。

2-3-2 仕様や機能などの差異の確認
置き換え元と置き換え先機種の仕様や機能などの差異、および制約事項を確認し、置き換え元のシス
テムに対するハードウェア、ユーザプログラム、およびアプリケーションに対する影響を確認します。
詳細については、「2-1 仕様や機能などの差異 (P.2-2)」を参照してください。

2-3-3 サポートソフトの入手
事前準備や置き換えの実行で使用するサポートソフトを入手します。「1-3 サポートソフト (P.1-13)」
に示したバージョン以降の CX-One を入手してください。
以降の説明で使用するサポートソフトは、該当の CX-One に格納されています。

2-3-4 データの読み出しと保存
置き換え元のシステムから以下のデータを読み出して、保存します。
本作業で読み出したデータを使用し、以降の作業で置き換え先のシステムに合わせてデータの変更や
設定を行います。

データ 内容 参照先
PLC のプロジェ
クトデータ*1

ユーザプログラム、PLC システム設定、I/O テーブル、高
機能ユニット設定、および PLC メモリです。CX-
Programmer で読み出して保存します。

「PLC のプロジェクトデータ
の読み出し（PLC→パソコン）
(P.2-18)」

高機能ユニット
設定のデータ

CX-Programmer の設定の引き継ぎ支援機能による設定を
行う場合が対象です。CX-Programmer による手動での設
定の場合は不要です。
前項目の保存した PLC のプロジェクトデータから高機能
ユニット設定のデータをファイルに保存します。

「高機能ユニット設定のデータ
の保存 (P.2-20)」

タグデータリン
クパラメータ

タグデータリンク機能を使用している場合が対象です。
Network Configurator でアップロードして保存します。

「タグデータリンクパラメータ
のアップロード (P.2-21)」

ルーチングテー
ブル

ルーチングテーブルを設定している場合が対象です。CX-
Integrator で読み出して保存します。

「ルーチングテーブルの読み出
し（PLC→パソコン）
(P.2-22)」

CPU 高機能ユニ
ットシステム設
定エリアを使用
するユニットの
設定データ

CPU 高機能ユニットシステム設定エリアを使用するユニッ
トを使用している場合が対象です。たとえば、CLK のデー
タリンクテーブルが該当します。データの読み出しおよび
保存方法は、該当するユニットに従います。

「CPU 高機能ユニットシステ
ム設定エリアを使用するユニ
ットの設定データの読み出し
(P.2-24)」

*1. CX-Programmer のプロジェクトファイルに格納されるデータです。本書では、PLC のプロジェクトデータ
と表記します。
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本作業は置き換え元システムのデータの復元を可能にするために実施してください。置き換え元のシ
ステムのデータを所持している場合でも、実機とデータに差異があるとトラブルになるリスクが考え
られますので、読み出して、保存しておくことを推奨します。

使用上の注意

簡易バックアップや PLC バックアップツールでバックアップした形 CJ2H-CPU6£-EIP、形
CJ2M-CPU3£、および形 CJ1W-EIP21 のバックアップデータを、形 CJ1W-EIP21S にリス
トアできません。また、形 CS1W-EIP21 のバックアップデータを、形 CS1W-EIP21S にリス
トアできません。

以降に各データの読み出しについて説明します。

PLC のプロジェクトデータの読み出し（PLC→パソコン）
CX-Programmer を使用して、置き換え元の PLC から以下のプロジェクトデータを読み出して、保存
します。
• ユーザプログラム
• PLC システム設定
• I/O テーブル
• 高機能ユニット設定
• PLC メモリ（DM、EM、HR などの電源 OFF でも保持されるデータ）

これらのデータは CPU ユニットに保存されています。そのため CPU ユニットを交換する場合は、デ
ータの移行が必要です。

参考

CPU 高機能ユニットでは、高機能ユニット設定を、そのユニットに保存しているユニットがあ
ります。

l PLC のプロジェクトデータの読み出しと保存方法
CX-Programmer を使用して、PLC からプロジェクトデータを読み出す方法と保存する方法を以下
に示します。
CX-Programmer の操作方法および CPU ユニットと CX-Programmer との接続方法については、

『CX-Programmer Ver.9.£オペレーションマニュアル（SBCA-337）』も併せて参照してくださ
い。また CPU ユニットと CX-Programmer との接続方法については、使用する CPU ユニットの
ユーザーズマニュアルも参照してください。

1 CPU ユニットとパソコンを周辺ツール接続用ケーブルなどで接続します。

2 CX-Programmer を起動します。

3 以下のいずれかの方法で、読み出し対象の PLC にオンライン接続します。
• 自動オンライン接続
• PLC 機種、ネットワーク種別、およびネットワーク設定を設定して接続

4 プログラムモードにします。
［PLC］–［動作モード］–［プログラム］

5 PLC メモリを除く PLC のプロジェクトデータを読み出します。

2 CJ2 CPU ユニット内蔵 EtherNet/IP ポートを使用したシステムの置き換え
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［PLC］–［転送］–［転送［PLC→パソコン］］

(1) PLCシステム設定、I/Oテーブル、高機能ユニット設定などすべてをチェックします。

(2) ［OK］ボタンをクリックします。

［OK］ボタンをクリックした後、確認のウィンドウが出てきます。すべて［はい］または［OK］
ボタンをクリックしてください。
これで PLC メモリを除く PLC のプロジェクトデータがパソコンに転送されます。

6 PLC メモリを読み出します。これは DM を読み出す場合の例です。
［PLC］–［PLC 情報］–［PLC メモリ］

2 CJ2 CPU ユニット内蔵 EtherNet/IP ポートを使用したシステムの置き換え
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読み出しするメモリをダブルクリックします。

この例ではDMをダブルクリックします。

［オンライン］–［転送［PLC→パソコン］］

［PLC→パソコン］ボタンをクリックします。

これで PLC のデータメモリ（DM）がパソコンに転送されます。DM 以外の電源 OFF でも保
持される EM や HR などのデータも同様に読み出してください。電源 OFF でも保持されるデ
ータについては、使用する CPU ユニットのユーザーズマニュアルの「I/O メモリエリア」を参
照してください。

7 PLC のプロジェクトデータをパソコンに保存します。
CX-Programmer をオフラインにします。

［PLC］–［オンライン接続］
名前を付けてファイルをパソコンに保存します。

［ファイル］–［名前を付けて保存］

高機能ユニット設定のデータの保存
本置き換えでは、PLC の機種変更が必要となります。PLC 機種の変更で、PLC のプロジェクトデー
タの I/O テーブルおよび高機能ユニット設定が初期化されます。そのため、高機能ユニット設定を持
つユニットがある場合、置き換え元の設定に合わせて高機能ユニット設定を設定する必要があります。

2 CJ2 CPU ユニット内蔵 EtherNet/IP ポートを使用したシステムの置き換え
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置き換え元の設定に合わせて、置き換え後の高機能ユニットの高機能ユニット設定を行う方法は、以
下の 2 つの方法があります。
• CX-Programmer の設定の引き継ぎ支援機能による設定
• CX-Programmer による手動での設定
CX-Programmer の設定の引き継ぎ支援機能で設定する場合は、あらかじめ置き換え元の高機能ユニ
ット設定の設定を保存しておきます。

使用上の注意

CX-Programmer の形 C£1W-EIP21S への設定の引き継ぎ支援機能を使用するには、CX-One
を 2024 年 10 月以降にオートアップデートする必要があります。

以下に、置き換え元の PLC のプロジェクトデータから高機能ユニット設定の設定を保存する方法を示
します。

1 CX-Programmer で、置き換え元のユニット構成の I/O テーブルを開きます。

2 設定を保存する CJ2 CPU ユニットの内蔵 EtherNet/IP ポートまたはその他の高機能ユニット
を選択し、右クリックして、［高機能ユニット設定の保存］を選択します。

［名前を付けて保存］ダイアログボックスが表示されます。

3 保存する場所を指定し、任意のファイル名（拡張子: .xml）を付けて保存します。

タグデータリンクパラメータのアップロード
置き換え元機種でタグデータリンク機能を使用している場合は、EtherNet/IP ユニット（内蔵ポート）
からタグデータリンクパラメータをアップロードして、保存します。Network Configurator で
EtherNet/IP ネットワーク上の EtherNet/IP ユニット（内蔵ポート）にアクセスし、実施します。
タグデータリンクパラメータは、タグセット情報やコネクション情報などの情報です。

2 CJ2 CPU ユニット内蔵 EtherNet/IP ポートを使用したシステムの置き換え
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本データは EtherNet/IP ユニット（内蔵ポート）に保存されています。そのため、EtherNet/IP ユニ
ット（内蔵ポート）を交換する場合は、データの移行が必要です。

操作方法の詳細は以下の表を参照してください。

項目 参照先
EtherNet/IP ユニット（内蔵ポート）からの
タグデータリンクパラメータの読み出し方
法

『CS/CJ シリーズ EtherNet/IP ユニット ユーザーズマニュアル
（SBCD-342）』の「タグデータリンクパラメータのアップロー
ド」

読み出したタグデータリンクパラメータの
保存方法

『CS/CJ シリーズ EtherNet/IP ユニット ユーザーズマニュアル
（SBCD-342）』の「ネットワーク構成ファイルの保存」

ルーチングテーブルの読み出し（PLC→パソコン）
置き換え元機種でルーチングテーブルを設定している場合は、CX-Integrator を使用して、PLC から
ルーチングテーブルを読み出して、保存します。
本データは、CPU ユニットに保存されています。そのため、CPU ユニットを交換する場合は、デー
タの移行が必要です。

l ルーチングテーブルの読み出しと保存
CX-Integrator を使用して、PLC からルーチングテーブルを読み出す方法と保存する方法を以下に
示します。
CX-Integrator の操作方法については、『CX-Integrator CS/CJ/CP/NSJ シリーズ用ネットワー
クコンフィグレーションツール オペレーションマニュアル（SBCA-347）』も併せて、参照して
ください。

1 CJ2 CPU ユニットとパソコンを USB ケーブルで接続します。

2 CX-Integrator を起動します。

3 自動オンライン接続をします。
1) ［ネットワーク］–［自動オンライン接続］

2) 以下の画面が表示されますので、［接続］ボタンをクリックします。

以下に示す画面が表示されます。

2 CJ2 CPU ユニット内蔵 EtherNet/IP ポートを使用したシステムの置き換え
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4 ルーチングテーブル設定ツールを起動し、PLC からルーチングテーブルを読み出します。
1) ［ツール］–［ルーチングテーブル設定ツール］

2) 以下の画面が開きますので、［転送［PLC→パソコン］］のアイコンをクリックします。

転送[PLC→パソコン] のアイコン

ルーチングテーブル設定が読み出され、表示されます。

2 CJ2 CPU ユニット内蔵 EtherNet/IP ポートを使用したシステムの置き換え
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ルーチングテーブル設定がない場合は、表示は変化しません。

5 ルーチングテーブルをパソコンに保存します。
［ファイル］–［ローカルルーチングテーブルファイル保存］

CPU 高機能ユニットシステム設定エリアを使用するユニットの設定デ
ータの読み出し

置き換え元のシステムで CPU 高機能ユニットシステム設定エリアを使用するユニットを使用してい
る場合は、その設定エリアのデータを読み出して、パソコンに保存します。本データは CPU ユニット
に保存されています。そのため、CPU ユニットを交換する場合は、データの移行が必要です。
使用している高機能 CPU ユニットが、CPU 高機能ユニットシステム設定エリアを使用しているかど
うかや、設定データの読み出し方法については、使用する CPU 高機能ユニットのユーザーズマニュア
ルを参照してください。なお、Ethernet ユニット、Controller Link ユニット、および FL-net ユニッ
トなどが CPU 高機能ユニットシステム設定エリアを使用しています。

2-3-5 PLC 機種の変更
CPU ユニットの置き換えを伴うため、読み出した PLC のプロジェクトデータを置き換え先の CPU ユ
ニット用に変更します。変更によりプログラムエラーが発生した場合は、修正します。

置き換え元のプロジェクトデータを用意します。「2-3-4 データの読み出しと保存 (P.2-17)」で読み
出したデータをマスタデータとして使用します。
以下に変更方法を示します。

1 CX-Programmer を起動し、置き換え元のプロジェクトデータを開きます。

2 プロジェクトツリー上の PLC ネームをダブルクリックします。または、PLC ネーム（この例
では［新規 PLC1］）を右クリックし、［変更］を選択します。

2 CJ2 CPU ユニット内蔵 EtherNet/IP ポートを使用したシステムの置き換え
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PLCネーム

［PLC 機種変更］ダイアログボックスが表示されます。

3 置き換え先の PLC 機種および CPU 形式に設定します。

(2) ［設定］ボタンをクリックします。
(1) 置き換え先のPLC機種を選択します。

2 CJ2 CPU ユニット内蔵 EtherNet/IP ポートを使用したシステムの置き換え
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(3) 置き換え先のＣＰＵ形式を選択します。

(4) ［OK］ボタンをクリックします。

設定後、［PLC 機種変更］ダイアログボックスで、［OK］ボタンをクリックします。
以下のメッセージが表示されます。

4 ［はい］ボタンをクリックします。
置き換え先機種に応じて、ユーザプログラム、変数または PLC システム設定などのプロジェク
トデータの変換が行われます。
このとき、エラーレポートが表示された場合は、そのエラーレポート内容をもとに、サポート
ソフトによる機能もしくは手直しにより修正し、プログラムチェックを実施してエラーがない
状態にしてください。プログラムチェックの実行方法については、『CX-Programmer
Ver.9.£オペレーションマニュアル（SBCA-337）』を参照してください。

PLC 機種の変更後、ユーザプログラム以外の以下のプロジェクトデータが初期化される場合が
あります。
• I/O テーブル
• PLC システム設定
• 高機能ユニット設定
• PLC メモリ

2 CJ2 CPU ユニット内蔵 EtherNet/IP ポートを使用したシステムの置き換え
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初期化されている場合は、修正を行います。なお本ケースでは、I/O テーブルと高機能ユニッ
ト設定が必ず初期化されます。本作業以降の作業で、初期化されている場合はデータの修正を
行います。

2-3-6 I/O テーブルの作成
置き換え後のユニット構成に合わせて、I/O テーブルを作成します。PLC 機種の変更により、PLC の
プロジェクトデータの I/O テーブルが初期化されてしまいます。そのため、CX-Programmer を使用
して、置き換え後のユニット構成に合わせて、I/O テーブルをオフラインで作成します。
CX-Programmer による I/O テーブルの作成方法を以下に示します。
I/O テーブルの詳細や CX-Programmer の操作方法は、『CX-Programmer Ver.9.£オペレーションマ
ニュアル（SBCA-337）』も併せて、参照してください。

1 CX-Programmer を使用して、PLC 機種の変更後のプロジェクトデータで、I/O テーブルを開
きます。

2 I/O テーブルウィンドウで、置き換え後のユニット構成に合わせて、ユニットの追加を行いま
す。
1) 空きスロットを選択し、右クリックして、［ユニットの追加］を選択します。またはダブル

クリックします。

［ユニットの選択］画面が開きます。

2 CJ2 CPU ユニット内蔵 EtherNet/IP ポートを使用したシステムの置き換え
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2) ユニットを選択し、［OK］ボタンをクリックします。

3) ［ユニットの追加］画面が開きます。ユニット番号を選択し、［OK］ボタンをクリックしま
す。

2 CJ2 CPU ユニット内蔵 EtherNet/IP ポートを使用したシステムの置き換え
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ユニットが追加されます。

3 手順 2 の操作を繰り返して、置き換え後のユニット構成に合わせた I/O テーブルを作成しま
す。
例

2 CJ2 CPU ユニット内蔵 EtherNet/IP ポートを使用したシステムの置き換え
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参考

実機から読み出して I/O テーブルを作成する場合：
置き換え後の実機から I/O テーブル／高機能ユニット設定を読み出して、I/O テーブルを作成
することも可能です。ただし、以下が行えません。
• 事前のデータの準備
• I/O テーブルを利用した消費電流やユニット幅の検討
以下に作業を示します。
(1)置き換え後の実機に電源を投入します。CX-Programmer を CPU ユニットに直接接続し

て、オンライン接続し、I/O テーブル／高機能ユニット設定を読み出します。I/O テーブル
の作成を実行すると、EtherNet/IP ユニットがリスタートします。EtherNet/IP ユニットが
起動してから転送の操作をしてください。

(2)CX-Programmer をオフラインにして、I/O テーブルを作成します。

2-3-7 電源ユニットの選定と外形寸法の確認

注意
形 CJ1W-EIP21S または形 CS1W-EIP21S を使用して電断検知延長機能を使用する
場合、マニュアルで指定した電源ユニットおよび電源電圧で使用してください。指定
外の電源ユニットを使用した場合、形 CJ1W-EIP21S または形 CS1W-EIP21S が故
障して起動しない可能性があります。

形 CJ1W-EIP21S または形 CS1W-EIP21S に置き換えることで、電源に以下の制約が発生します。

置き換え先

置き換え時の制約

形 CJ1W-PD022 の
使用制約

電断検知延長時間設
定の有無による電源

ユニットの制約
消費電流の増加

形 CS1W-EIP21S － 制約あり 増加あり

2 CJ2 CPU ユニット内蔵 EtherNet/IP ポートを使用したシステムの置き換え
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置き換え先

置き換え時の制約

形 CJ1W-PD022 の
使用制約

電断検知延長時間設
定の有無による電源

ユニットの制約
消費電流の増加

形 CJ1W-
EIP21S

ロット番号が 250331（ハ
ードウェアリビジョンが

「なし」）以前

形 CJ1W-PD022
は使用不可

制約あり 増加あり

ロット番号が 250401（ハ
ードウェアリビジョンが

「A」）以降

形 CJ1W-PD022
は使用可。
ただし、電断検知延
長時間設定は使用不
可。

制約なし 増加あり

これらの制約による電源ユニットの変更要否を確認し、必要により電源ユニットを選定します。

置き換え元の電源ユニットが、これらの制約を満足する場合、電源ユニットの変更は不要です。
置き換え元の電源ユニットが、これらの制約を満足しない場合は、電断検知延長時間の設定を行わな
い、電源ユニットの変更、または増設システム構成への変更が必要となります。
電源ユニットを変更したり、増設システム構成に変更したりすることで、外形寸法が長くなる場合が
あります。外形寸法の確認も行ってください。

以降に電源の制約の詳細と外形寸法の確認について説明します。

電源の制約
制約ごとに説明します。

l (1)電源ユニット使用の制約
ロット番号 250331（ハードウェアリビジョンが「なし」）以前の形 CJ1W-EIP21S では、電源ユ
ニットの形 CJ1W-PD022 は使用できません。他の CJ シリーズの電源ユニットに変更するか、ロ
ット番号 250401（ハードウェアリビジョンが「A」）以降の形 CJ1W-EIP21S を使用してくださ
い。

l (2)電断検知延長時間の設定有無による電源ユニットの制限
PLC システム設定の電断検知延長時間の設定有無により、電源ユニットに制限が発生します。
a. 電断検知延長時間の設定なしの場合

電断検知延長時間を設定しない場合、制限はありません。ただし、(1)の制約に該当する形
CJ1W-PD022 は除きます。設定なしは、初期値 0ms を意味します。

b. 電断検知延長時間の設定ありの場合
電断検知延長時間を設定する場合は、電源ユニットの入力電源電圧の条件により、以下の使用
可否の制限があります。

¡: 使用可能、Í: 使用不可能、―: 対象外

2 CJ2 CPU ユニット内蔵 EtherNet/IP ポートを使用したシステムの置き換え
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電源ユニット
電源ユニットの入力電源電圧の

条件と使用可否*1
備考

対応 PLC 形式 AC200V
以上

AC200V
未満

DC
入力

CJ シリーズ
（CJ1,CJ2）

形 CJ1W-
PA202

¡ ¡ ― ロット番号 250331（ハードウェアリビジ
ョンが「なし」）以前の形 CJ1W-EIP21S
では AC200V 未満では電断検知延長時
間を使用できません。

形 CJ1W-
PA205C

¡ ¡ ―

形 CJ1W-
PA205R

¡ ¡ ―

形 CJ1W-
PD025

― ― ¡ ロット番号 250331（ハードウェアリビジ
ョンが「なし」）以前の形 CJ1W-EIP21S
では電断検知延長時間を使用できません。

形 CJ1W-
PD022

― ― Í 電断検知延長時間の設定は使用できませ
ん。
ロット番号 250331（ハードウェアリビジ
ョンが「なし」）以前の形 CJ1W-EIP21S
の場合、電断検知延長時間の設定有無に関
わらず、使用できません。

CS シリーズ
(CS1)

形 C200HW-
PA204

¡ Í ― 製造年月日により入力電源電圧がワイド
レンジではなく、切り替え式となります。
詳細については、『CS シリーズ ユーザー
ズマニュアル セットアップ編

（SBCA-301）』を参照してください。

形 C200HW-
PA204R

¡ Í ―

形 C200HW-
PA204C

¡ Í ― ―

形 C200HW-
PA204S

Í Í ― ―

形 C200HW-
PA209R

Í Í ― ―

形 C200HW-
PD024

― ― Í ―

形 C200HW-
PD025

― ― Í ―

CS シリーズ
（CS1D）

形 CS1D-
PA207R

Í Í ― ―

形 CS1D-
PD024

― ― Í ―

形 CS1D-
PD025

― ― Í ―

*1. 入力電源電圧は許容電源電圧変動範囲に従って使用してください。

置き換え後も電断検知延長時間を設定したい場合は、制約に従った電源ユニットおよび入力電源電
圧で使用してください。また電源ユニットによっては、本ガイドに記載していない電源独自の制約
事項がある場合があります。電源ユニットの仕様の詳細は、使用する CPU ユニットのユーザーズ
マニュアルを参照してください。本制約により、電源ユニットが使用できなくなる場合は、電断検
知延長時間の設定を行わないように 0ms に設定する検討を行ってください。電断検知延長時間に
ついての詳細は、使用する CPU ユニットのユーザーズマニュアルを参照してください。

l (3)消費電流の増加
置き換え元機種を形 C£1W-EIP21S に置き換えると、DC5V の消費電流が増加します。そのため、
置き換え後のユニット構成の消費電流が、使用する電源ユニットの電源出力容量を超えていないこ
とを確認する必要があります。消費電流の増加分については、本ガイドの仕様や機能などの差異の
記述を参照してください。電源ユニットの電源出力容量や消費電流の計算方法の詳細は、使用する
CPU ユニットのユーザーズマニュアルを参照してください。

2 CJ2 CPU ユニット内蔵 EtherNet/IP ポートを使用したシステムの置き換え
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本ガイドでは、I/O テーブルを使用して消費電流を計算する方法を紹介します。「I/O テーブルによ
る消費電流とユニット幅の計算 (P.2-33)」を参照してください。

外形寸法の確認
電源ユニットを変更したり、増設システム構成に変更したりすることで、外形寸法が長くなる場合が
あります。外形寸法の確認を行ってください。変更前後の外形寸法の差異を確認し、設置スペースへ
の影響を確認してください。設置スペースに収まらない場合は、盤のサイズ変更などを検討してくだ
さい。
CJ シリーズの場合、ユニット構成の幅の計算は、CX-Programmer の I/O テーブルで計算できます。
I/O テーブルでのユニット幅の計算については、「I/O テーブルによる消費電流とユニット幅の計算
(P.2-33)」を参照してください。なお、CS シリーズでは I/O テーブルでの幅の計算はできません。

I/O テーブルによる消費電流とユニット幅の計算
CX-Programmer の I/O テーブルで消費電流とユニット幅を計算する方法を以下に示します。I/O テ
ーブルの詳細や CX-Programmer の操作方法は、『CX-Programmer Ver.9.£オペレーションマニュア
ル（SBCA-337）』も併せて、参照してください。

1 CX-Programmer で、置き換え後のユニット構成の I/O テーブルを開きます。

2 I/O テーブルウィンドウで、［オプション］メニューから［消費電流と幅］を選択します。
CPU ラック／増設ラックの、消費電流および幅が表示されます。ただし、幅は CJ シリーズの
みです。

2 CJ2 CPU ユニット内蔵 EtherNet/IP ポートを使用したシステムの置き換え
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項目 内容 備考
ラック CPU ラックおよび増設ラックを表示し

ます。
―

電源ユニット 使用する電源ユニットの形式を表示し
ます。

―

I/O ブロック 使用するパルス I/O ブロックの形式を
表示します。

CJ2M CPU ユニット Ver.2.0 以降でのみ選
択可能です。

オプションボ
ード

使用するオプションボードの形式を表
示します。

形 CJ2M-CPU3£でのみ選択可能です。

増設ユニット 増設ユニット使用時にチェックを入れ
ます。

―

消費電流
（mA）

ラックごとに、I/O テーブルに登録され
ているユニットの消費電流の合計を表
示します。

• CS シリーズの場合、ベースユニットの形
式ごとに消費電流が異なりますが、表示さ
れる消費電流は、最大の消費電流のベース
ユニットを使用した場合の値が表示され
ます。

• CJ シリーズで増設している場合、各ラッ
クに I/O コントロールユニットおよび
I/O インタフェースユニットの消費電流
が自動的に表示されます。

合計消費電力
（W）

ラックごとの合計消費電力を表示しま
す。

―

幅（mm） ラックごとに、I/O テーブルに登録され
ているユニットの幅の合計を表示しま
す。

CJ シリーズのみ表示されます。

3 電源ユニットの電源出力容量を超えているかどうかを確認します。
電源ユニットの容量を超えている場合、以下のように赤色で表示されます。

2 CJ2 CPU ユニット内蔵 EtherNet/IP ポートを使用したシステムの置き換え
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電源ユニットの電源出力容量を超える場合は、その他の制約(1)および(2)を考慮した上で、電
源ユニットを変更して、再度確認してください。
変更しても消費電流が不足する場合は、増設システム構成への変更を検討してください。すで
に増設している場合は、同一ラックのユニットを別の増設ラックに移動させるなどの検討をし
てください。ただし、ユニットを移動させてもユニット番号は変更しないでください。ユニッ
ト番号を変更してしまうと、ユーザプログラムの変更が必要になります。

2-3-8 CPU ユニットの設定
I/O テーブル作成後、置き換え後のユニット構成で、CPU ユニットの設定を行います。
PLC システム設定を CX-Programmer で設定します。以下の設定を行います。
• PLC 機種の変更による PLC システム設定の修正
• 制約事項への対応

以降に、これらの設定について説明します。CX-Programmer の操作方法については、『CX-
Programmer Ver.9.£オペレーションマニュアル（SBCA-337）』も併せて参照してください。

PLC 機種の変更による PLC システム設定の修正
CPU ユニットの置き換えによる PLC 機種の変更で、PLC システム設定が初期化されている場合があ
ります。そのため、変更前後の PLC システム設定の差異を確認します。差異がある場合は、変更前の
設定に合わせて、修正を行います。
以下に操作方法を示します。CJ2H-CPU64 の例です。PLC システム設定ウィンドウでの設定項目や
タブ名は PLC 機種により異なります。設定項目の詳細については、使用する CPU ユニットのユーザ
ーズマニュアルを参照してください。

1 メインウィンドウの［PLC］–［PLC 情報］–［PLC システム設定］を選択します。または、
プロジェクトツリーで［PLC システム設定］をダブルクリックします。
PLC システム設定ウィンドウが表示されます。

2 CJ2 CPU ユニット内蔵 EtherNet/IP ポートを使用したシステムの置き換え
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2 PLC 機種の変更前との差異を確認します。
差異がある場合は、PLC 機種の変更前の PLC システム設定を参照し、変更前の設定に合わせ
て PLC システム設定を設定します。

3 設定後、PLC のプロジェクトデータを保存します。

制約事項への対応
置き換えの制約事項に対し、以下の PLC システム設定の設定項目を必要に応じて設定します。
•［電断検知延長時間］
設定後、PLC のプロジェクトデータを保存します。

以降の説明の設定ウィンドウは CJ2H CPU ユニットの例です。PLC システム設定ウィンドウでの設
定項目やタブ名は PLC 機種により異なります。設定項目の詳細については、使用する CPU ユニット
のユーザーズマニュアルを参照してください。

l 電断検知延長時間の設定
形 C£1W-EIP21S に置き換えることで、置き換え元に使用している電源ユニットの形式によって
は、電断検知延長時間を設定できません。電源ユニットの選定での対応に従って、PLC システム設
定の［電断検知延長時間］を設定します。電源ユニットの選定については、「2-3-7 電源ユニット
の選定と外形寸法の確認 (P.2-30)」を参照してください。
以下に設定方法を示します。

1 メインウィンドウの［PLC］–［PLC 情報］–［PLC システム設定］を選択します。または、
プロジェクトツリーで［PLC システム設定］をダブルクリックします。
PLC システム設定ウィンドウが表示されます。

2 CJ2 CPU ユニット内蔵 EtherNet/IP ポートを使用したシステムの置き換え
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2 ［タイマ/割込/同期制御］タブを選択します。［電断検知延長時間］に時間を設定します。
制約を検討した結果、電断検知延長時間を設定しない場合は、「0ms」に設定します

3 設定後、PLC のプロジェクトデータを保存します。

2-3-9 形 C£1W-EIP21S の設定
I/O テーブル作成後、置き換え後のユニット構成で、形 C£1W-EIP21S の設定を行います。
置き換え元機種の設定に合わせて設定します。

設定方法の種類
形 C£1W-EIP21S には、以下の 2 種類の設定方法があります。

設定方法 内容 参照
CX-Programmer の設定
の引き継ぎ支援機能によ
る設定

高機能ユニット設定を CX-Programmer の
［高機能ユニット設定の保存］および［高機能
ユニット設定の読出］を使用して設定します。

「CX-Programmer の設定の引き継
ぎ支援機能による設定 (P.2-38)」

CX-Programmer による
手動での設定

高機能ユニット設定を置き換え元機種の設定
に合わせて、手動で設定します。

「A-2-1 CJ2 CPU ユニット内蔵
EtherNet/IP ポートを使用したシ
ステムの置き換えの場合の設定
(P.A-6)」

CX-Programmer の設定の引き継ぎ支援機能による設定は、CX-One のオートアップデート 2024 年
10 月以降から使用できます。手動での設定よりも設定が簡単な CX-Programmer の設定の引き継ぎ
支援機能による設定を推奨します。

2 CJ2 CPU ユニット内蔵 EtherNet/IP ポートを使用したシステムの置き換え
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CX-Programmer の設定の引き継ぎ支援機能による設定
ここでは、CX-Programmer の設定の引き継ぎ支援機能による形 C£1W-EIP21S の設定時の注意事項
と設定方法を説明します。

l IP アドレスを BOOTP サーバから取得する場合の注意
異なる個体に置き換えるため、置き換え前後で Ethernet ポートの MAC アドレスが異なります。
そのため、BOOTP サーバ側の設定を変更する必要があります。
また、置き換え前に［IP アドレスを BOOTP サーバから取得する］を設定していた場合、置き換
え後は［IP アドレスを BOOTP サーバから取得する（1 回のみ）］に設定されますが、設定を変更
する必要はありません。BOOTP サーバからの IP アドレス取得時の振る舞いは置き換え前後で同
じです。

l 形 C£1W-EIP21S の設定方法
以下に形 C£1W-EIP21S の設定方法を示します。CX-Programmer の操作方法については、『CX-
Programmer Ver.9.£オペレーションマニュアル（SBCA-337）』を併せて参照してください。

1 置き換え後のユニット構成の I/O テーブルで、「高機能ユニット設定のデータの保存 (P.2-20)」
で保存した CJ2 CPU ユニットの内蔵 EtherNet/IP ポートの設定を、［高機能ユニット設定の読
出］を実施し、設定します。
1) CX-Programmer で、置き換え後のユニット構成の I/O テーブルを開きます。

2) 設定する形 C£1W-EIP21S を選択し、右クリックして、［高機能ユニット設定の読出］を選
択します。

3) 設定するファイルを選択し、［開く］ボタンをクリックします。
このとき、設定するファイルの選択を間違えないようにしてください。
選択したファイルの設定内容が、選択した高機能ユニットに設定されます。

2 置き換え前と置き換え後では設定項目とデフォルト値に差異があるため、設定の引き継ぎ支援
機能では引き継がれない設定があります。引き継がれない以下の設定項目を［FTP］タブを選
択して、設定します。

2 CJ2 CPU ユニット内蔵 EtherNet/IP ポートを使用したシステムの置き換え
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形 C£1W-EIP21S の項目
設定内容

タブ 設定項目
FTP 置き換え後はデフォルトの［FTP を使用しない］に変更されています。FTP

を使用している場合は［FTP を使用する］に設定します。
パスワード パスワードがクリアされます。パスワードを再設定します。なお、パスワ

ードと設定方法に、以下の変更があります。
• 有効文字が半角英数字 1～8 字から 8～16 字に変更
• 表示が伏字に変更
• パスワード設定の際の入力回数が 1 回から 2 回に変更

ポート No デフォルト値が設定されます。置き換え元の設定に合わせて、ポート番号
を設定します。

参考

以下に示すセキュリティ機能の設定項目が追加されますが、この時点では設定しません。
• ポートのオープン／クローズ機能
• IP パケットフィルタ機能
置き換え完了後に、必要に応じて設定します。
詳細は、「2-4-5 セキュリティ施策の実施 (P.2-53)」を参照してください。

3 設定後、PLC のプロジェクトデータを保存します。

2-3-10 その他のユニットの設定
I/O テーブル作成後、置き換え後のユニット構成で、CPU ユニットおよび形 C£1W-EIP21S 以外の
ユニットの設定を行います。
以下の設定を再度設定する必要があります。
• 高機能ユニット設定
• CPU 高機能ユニットシステム設定エリアを使用するユニットの設定

使用上の注意

置き換え対象でないユニットの高機能ユニット設定を行わずに、置き換え後の実機に I/O テー
ブル／高機能ユニット設定を転送すると、置き換え対象でないユニットの設定が変わってしま
います。
必ず、置き換え前の設定を行ってください。

高機能ユニット設定
PLC 機種の変更で、PLC のプロジェクトデータの I/O テーブルおよび高機能ユニット設定が初期化さ
れます。そのため、置き換え対象でないユニットで高機能ユニット設定を持つユニットがある場合、
置き換え元の設定に合わせて高機能ユニット設定を設定します。
CX-Programmer を使用し、以下に示す手順で、置き換え元の設定に合わせて設定します。

1 置き換え後のユニット構成の I/O テーブルで、「高機能ユニット設定のデータの保存 (P.2-20)」
で保存した CJ2 CPU ユニットの内蔵 EtherNet/IP ポート以外の高機能ユニットの設定を、［高
機能ユニット設定の読出］を実施し、設定します。
1) CX-Programmer で、置き換え後のユニット構成の I/O テーブルを開きます。

2) 設定する高機能ユニットを選択し、右クリックして、［高機能ユニット設定の読出］を選択
します。

2 CJ2 CPU ユニット内蔵 EtherNet/IP ポートを使用したシステムの置き換え
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3) 設定するファイルを選択し、［開く］ボタンをクリックします。
このとき、設定するファイルの選択を間違えないようにしてください。
選択したファイルの設定内容が、選択した高機能ユニットに設定されます。

2 設定後、PLC のプロジェクトデータを保存します。

CPU 高機能ユニットシステム設定エリアを使用するユニットの設定
CPU ユニットを交換する場合、CPU ユニットに保存されている CPU 高機能ユニットシステム設定エ
リアの設定データを移行する必要があります。そのため、CPU 高機能ユニットシステム設定エリアを
使用するユニットを使用している場合は、再度、設定が必要となります。
以下については、使用する CPU 高機能ユニットのユーザーズマニュアルを参照してください。
• CPU 高機能ユニットシステム設定エリア使用の有無
• 設定データの内容や設定方法
CX-Programmer の高機能ユニット設定で設定するユニットの場合は、ここで設定を行います。CX-
Programmer 以外の設定ツールで設定するユニットの場合は、「2-3-4 データの読み出しと保存
(P.2-17)」であらかじめ読み出したデータを、置き換え後に実機に設定します。

2-3-11 PLC メモリの修正
PLC 機種の変更により PLC メモリが初期化されている場合は、置き換え元のデータに合わせて置き
換え先のデータの修正を行います。
CX-Programmer を使用し、以下に示す手順で、置き換え元のデータに合わせます。

1 置き換え元の PLC のプロジェクトデータで、PLC メモリウィンドウを起動し、各エリアのメ
モリ情報を［ファイルに保存］を実施し、メモリ情報を保存します。
1) CX-Programmer で、置き換え元の PLC プロジェクトファイルを開きます。

2) プロジェクトツリーで、［PLC メモリ］をダブルクリックします。または、メインウィンド
ウの［PLC］–［PLC 情報］–［PLC メモリ］を選択します。
PLC メモリウィンドウが起動し、以下の画面が表示されます。

2 CJ2 CPU ユニット内蔵 EtherNet/IP ポートを使用したシステムの置き換え
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データが存在する各メモリエリアのデータテーブルが表示されます。
3) PLC メモリウィンドウで、［ファイル］–［ファイルに保存］を選択します。

［上書き保存］ダイアログボックスが表示されます。

4) 保存するエリアのすべてをチェックし、［OK］ボタンをクリックします。
［名前を付けて保存］ダイアログボックスが表示されます。

5) 保存する場所を指定し、任意のファイル名（拡張子：.mem）を付けて保存します。

2 置き換え後の PLC のプロジェクトデータで、PLC メモリウィンドウを起動し、手順 1 で保存
した各エリアのメモリ情報を、［ファイルを開く］を実施し、読み出します。このとき、ファイ
ルの選択を間違えないようにしてください。
1) CX-Programmer で、置き換え後の PLC プロジェクトファイルを開きます。

2) プロジェクトツリーで、［PLC メモリ］をダブルクリックします。または、メインウィンド
ウの［PLC］–［PLC 情報］–［PLC メモリ］を選択します。
PLC メモリウィンドウが起動します。

3) PLC メモリウィンドウで、［ファイル］–［ファイルを開く］を選択します。

4) 保存しておいたファイルを選択し、［開く］ボタンをクリックします。
メモリ情報が読み出されます。

5) PLC メモリウィンドウで、［ファイル］–［プロジェクトに保存］を選択し、保存します。

3 設定後、PLC のプロジェクトデータを保存します。

2 CJ2 CPU ユニット内蔵 EtherNet/IP ポートを使用したシステムの置き換え

2-41CS/CJ シリーズ 置き換えガイド EtherNet/IP および Ethernet ユニットからセキュリティ強化機種へ (SBCA-135)

2-3 事
前

準
備

2

2-3-11 P
LC

メ
モ

リ
の

修
正



使用上の注意

置き換え元と置き換え先の CPU ユニットで、各エリアのメモリサイズが同じであることを確認
した上で、PLC メモリのファイル操作による PLC メモリの修正を行ってください。

2-3-12 ユーザプログラムの修正
置き換えによる仕様の差異や制約事項に対応するために、ユーザプログラムを修正します。置き換え
元の機種との差異でユーザプログラムに影響する差異については、「2-1 仕様や機能などの差異
(P.2-2)」を参照してください。
形 C£1W-EIP21S では、割付リレーエリアや割付 DM エリアの予約エリアや未使用エリアに、ソケ
ットサービス用の機能が割り付けられています。置き換え元機種で該当の予約エリアや未使用エリア
をプログラムで使用している場合は、プログラムの修正が必要です。
形 CJ2M-CPU3£でオプションボード異常発生中フラグを監視していた場合は、ユーザプログラムの
修正が必要です。
ユーザプログラムの修正後、PLC のプロジェクトデータを保存します。

2-3-13 タグデータリンクの設定
置き換え後のユニット構成に合わせて、タグデータリンクの設定を行います。一から設定し直す必要
はありません。
Network Configurator を使用して、置き換え元のネットワーク構成ファイルに対し、デバイス変更
の機能を使用して、置き換え元の機種を形 C£1W-EIP21S に変更します。
Network Configurator によるタグデータリンクの設定方法や操作方法の詳細については、『CS/CJ
シリーズ EtherNet/IP ユニット ユーザーズマニュアル（SBCD-342）』も併せて参照してください。

以下に変更方法を示します。

1 置き換え元のネットワーク構成ファイルを開きます。

2 置き換えるデバイスを選択後、右クリックして［デバイスの変更］を選択します。またはデバ
イスを選択後、メニューの［デバイス］–［デバイスの変更］を選択します。

2 CJ2 CPU ユニット内蔵 EtherNet/IP ポートを使用したシステムの置き換え
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3 以下のダイアログボックスが表示されますので、［はい］ボタンをクリックします。

［デバイスの変更］ダイアログボックスが表示されます。

4 置き換えるデバイスを選択し、［OK］ボタンをクリックします。
以下に置き換え元と置き換え先のユニットの関係を示します。

置き換え元（変更前） 置き換え先（変更後）
ハードウェア
リスト上の名

称

CIP リビジ
ョン 形式 ハードウェアリス

ト上の名称
CIP リビ
ジョン 形式

CJ2B-
EIP21

Rev2、
Rev3

形 CJ2-CPU6£-
EIP

CJ1W-
EIP21S(CJ2)

Rev4 CJ2 CPU ユニット
に装着された形
CJ1W-EIP21SCJ2M-

EIP21
Rev2 形 CJ2M-

CPU3£
CJ1W-
EIP21（CJ2）

Rev2、
Rev3

CJ2 CPU ユニッ
トに装着された形
CJ1W-EIP21

CJ1W-
EIP21

Rev1、
Rev2、
Rev3

CJ1 CPU ユニッ
トに装着された形
CJ1W-EIP21

CJ1W-EIP21S Rev4 CJ1 CPU ユニット
に装着された形
CJ1W-EIP21S

2 CJ2 CPU ユニット内蔵 EtherNet/IP ポートを使用したシステムの置き換え
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置き換え元（変更前） 置き換え先（変更後）
ハードウェア
リスト上の名

称

CIP リビジ
ョン 形式 ハードウェアリス

ト上の名称
CIP リビ
ジョン 形式

CS1W-
EIP21

Rev1、
Rev2、
Rev3

形 CS1W-EIP21 CS1W-EIP21S Rev4 形 CS1W-EIP21S

5 手順 2～4 を繰り返して、置き換え元のユニットを置き換え先のユニットに変更します。

6 ネットワーク構成ファイルを保存します。

2 CJ2 CPU ユニット内蔵 EtherNet/IP ポートを使用したシステムの置き換え
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2-4 置き換えの実行
ここでは、実際に置き換えを行う内容を説明します。

2-4-1 ユニットの置き換えと配線
各ユニットの置き換えおよび配線を行います。各ユニットのハードウェア設定、設置方法、および配
線については、置き換え先のユニットのユーザーズマニュアルを参照ください。
なお、置き換えが成功しなかったリスクを想定して、メモリカードでの簡易バックアップまたは PLC
バックアップツールで PLC データのバックアップを実施してください。

ユニットの置き換え
電源 OFF の状態で、各ユニットの置き換えを行います。

l CPU ユニット
置き換え先の CPU ユニットのハードウェア設定を、置き換え元の CPU ユニットに合わせて設定し
ます。
設定後、置き換えます。

l CJ2 シリーズ CPU ユニットの内蔵 EtherNet/IP ポート
形 CJ1W-EIP21S のユニット番号とノードアドレス（デフォルト IP アドレス）のハードウェア設
定を、置き換え元の形 CJ2H-CPU6£-EIP または形 CJ2M-CPU3£の内蔵 EtherNet/IP ポートに
合わせて設定します。
以下に例を示します。設定後、置き換えます。
例）

2 CJ2 CPU ユニット内蔵 EtherNet/IP ポートを使用したシステムの置き換え
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形CJ2H-CPU64-EIP

UNIT

 No.

EIP21S

NODE

 No.

x16
0

x16
1

01

23456789ABCDEF
01

23456789ABCDEF

MS

NS

100M

10M

COMM

100BASE-TX

10BASE-T

 IP    ADDRESS

 SUBNET    MASK

装着

置き換え

形CJ2H-CPU64と形CJ1W-EIP21S

ユニット番号: 0

ユニット番号: 0に設定する。

ノードアドレス: 01

ノードアドレス: 01に設定する。

l その他のユニット
CPU ユニットおよび形 C£1W-EIP21S 以外に置き換えるユニットがある場合は、それらを置き換
えます。
たとえば、電源ユニットや増設装置などです。

ユニットの配線
置き換え後、配線を行います。
ただし形 C£1W-EIP21S への Ethernet ケーブルはこの時点では外した状態にしておきます。

2-4-2 電源の投入
置き換え後の PLC に電源を投入します。

2 CJ2 CPU ユニット内蔵 EtherNet/IP ポートを使用したシステムの置き換え
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使用上の注意

形 C£1W-EIP21S はユニットの起動に時間がかかります。これにより、置き換え前のシステム
と比べ、CPU ユニットの運転開始時間が数秒遅くなります。

2-4-3 各データの転送
置き換え後の実機に、事前に準備した以下のデータを CPU ユニットに直接接続したサポートソフトで
転送します。*1

• PLC のプロジェクトデータ
• タグデータリンクパラメータ
• ルーチングテーブル
• CPU 高機能ユニットシステム設定エリアを使用するユニットの設定データ

*1. サポートソフトを CPU ユニットの USB ポートやペリフェラルポートに直接接続することを意味します。

使用上の注意

形 C£1W-EIP21S は、セキュリティ機能の追加により、EtherNet/IP ポートを無効にすること
ができます。誤って無効に設定した場合、EtherNet/IP ポートを経由したサポートソフトのオ
ンライン接続ができなくなるトラブルが発生します。
そのため、置き換え時は、トラブル回避のために CPU ユニットの USB ポートやペリフェラル
ポートなどに直接接続して、PLC にオンライン接続して転送してください。

実機への転送フローを以下に示します。以下のフローに沿って、各データの転送を行います。

手
順 項目 内容 参照先

1 PLC のプロジェクト
データの転送

置き換え後の各 PLC の CPU ユニットに PLC
のプロジェクトデータを転送します。

「PLC のプロジェクトデータ
の転送（パソコン→PLC）
(P.2-47)」

2 ルーチングテーブル
の転送

置き換え後の各 PLC の CPU ユニットにルーチ
ングテーブルを転送します。

「ルーチングテーブルの転送
（パソコン→PLC）
(P.2-50)」

3 CPU 高機能ユニット
システム設定エリア
を使用するユニット
の設定データの転送

置き換え後の各 PLC の CPU ユニットに CPU
高機能ユニットシステム設定エリアを使用する
ユニットの設定データを転送します。

「CPU 高機能ユニットシステ
ム設定エリアを使用するユニ
ットの設定データの転送
(P.2-52)」

4 通信ケーブルの接続 各 PLC の電源を OFF にします。その後に置き
換え先の形 CJ1W-EIP21S に通信ケーブルを
接続します。

－

5 各 PLC の電源 ON 装置の安全を確認して、各 PLC の電源を ON し
ます。

－

6 タグデータリンクパ
ラメータのダウンロ
ード

タグデータリンクパラメータを EtherNet/IP ネ
ットワークごとに一括でダウンロードします。

「タグデータリンクパラメータ
のダウンロード (P.2-53)」

PLC のプロジェクトデータの転送（パソコン→PLC）
事前準備にて、置き換え後のユニット構成に合わせて作成した PLC のプロジェクトデータを実機に転
送します。CX-Programmer を CPU ユニットの USB ポートやペリフェラルポートなどに直接接続
して、オンライン接続し、PLC に転送します。
転送対象の PLC のプロジェクトデータは以下です。

2 CJ2 CPU ユニット内蔵 EtherNet/IP ポートを使用したシステムの置き換え
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• ユーザプログラム
• PLC システム設定
• I/O テーブル
• 高機能ユニット設定
• PLC メモリ（DM、EM、HR などの電源 OFF でも保持されるデータ）

l PLC のプロジェクトデータの転送方法
CX-Programmer を使用して、パソコンから PLC へ PLC のプロジェクトデータを転送する方法を
以下に示します。ここでは、プロジェクトデータを一括で転送する方法を示します。
CX-Programmer の操作方法および CPU ユニットと CX-Programmer との接続方法については、

『CX-Programmer Ver.9.£オペレーションマニュアル（SBCA-337）』も併せて参照してくださ
い。また CPU ユニットと CX-Programmer との接続方法については、使用する CPU ユニットの
ユーザーズマニュアルも参照してください。
なお、CPU ユニットの交換を伴わない置き換えのケースでは、プロジェクトデータの内、変更し
たデータだけを転送することも可能です。たとえば、形 CJ1W-EIP21S の高機能ユニット設定だ
けを転送するなどです。置き換えのケースとデータの変更量に合わせて、転送方法を選択してくだ
さい。

1 CPU ユニットとパソコンを周辺ツール接続ケーブルなどで接続します。

2 CX-Programmer を起動します。

3 事前準備で作成したプロジェクトデータのファイルを開きます。
［ファイル］–［開く］

4 PLC にオンライン接続し、プログラムモードに変更します。
［PLC］–［オンライン接続］
［PLC］–［動作モード］–［プログラム］

5 プロジェクトデータを PLC へ転送します。
［PLC］–［転送］–［転送［パソコン→PLC］］

2 CJ2 CPU ユニット内蔵 EtherNet/IP ポートを使用したシステムの置き換え
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(2) ［OK］ボタンをクリックします。

(1) 転送するデータをチェックします。CPUユニットを交換し
た場合は、すべてをチェックします。

6 PLC メモリを転送します。これは DM を転送する場合の例です。
［PLC］–［PLC 情報］–［PLC メモリ］

(1) ［オンライン］ - ［転送［パソコン→PLC］］を選択します。

(3) ［パソコン→PLC］ボタンを
クリックします。
転送の実行を確認するダイ
アログボックスが表示されま
すので、［はい］ボタンをクリ
ックします。

(2) 転送する範囲を選択します。［選択した部分］を選択する場合は、(1)の
前に、メモリエリアの転送する部分を選択しておきます。

これでパソコンのデータメモリ（DM）が PLC に転送されます。事前準備で作成した DM 以外の
PLC メモリのデータも同様に PLC に転送してください。

2 CJ2 CPU ユニット内蔵 EtherNet/IP ポートを使用したシステムの置き換え
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ルーチングテーブルの転送（パソコン→PLC）
置き換え元機種でルーチングテーブルを作成している場合が対象です。事前準備にて、読み出して保
存したルーチングテーブルを PLC に転送します。
CX-Integrator を CPU ユニットの USB ポートやペリフェラルポートなどに直接接続し、オンライン
接続して PLC に転送します。

l ルーチングテーブルの転送方法
CX-Integrator を使用して、ルーチングテーブルを PLC に転送する方法を以下に示します。
ルーチングテーブルの転送方法については、『CX-Integrator CS/CJ/CP/NSJ シリーズ用ネット
ワークコンフィグレーションツール オペレーションマニュアル（SBCA-347）』も併せて参照し
てください。

1 CJ2 CPU ユニットとパソコンを USB ケーブルで接続します。

2 CX-Integrator を起動します。

3 自動オンライン接続をします。
1) ［ネットワーク］–［自動オンライン接続］

2) 以下の画面が表示されますので、［接続］ボタンをクリックします。

以下に示す画面が表示されます。

2 CJ2 CPU ユニット内蔵 EtherNet/IP ポートを使用したシステムの置き換え
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4 ルーチングテーブル設定ツールを起動します。
［ツール］–［ルーチングテーブル設定ツール］
以下の画面が表示されます。

5 事前準備で保存したルーチングテーブルを読み出します。
［ファイル］–［ローカルルーチングテーブルファイルを開く］

6 ［転送［パソコン→PLC］］のアイコンをクリックします。

2 CJ2 CPU ユニット内蔵 EtherNet/IP ポートを使用したシステムの置き換え
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転送[パソコン→PLC] のアイコン

以下の画面が表示されます。［はい］ボタンをクリックします。

以下の画面が表示されたら、転送が完了となります。

CPU 高機能ユニットシステム設定エリアを使用するユニットの設定デ
ータの転送

置き換え元機種で CPU 高機能ユニットシステム設定エリアを使用するユニットを使用している場合
が対象です。
事前準備にて、用意したユニットの設定を該当ユニットに転送します。転送は、CPU ユニットの USB
ポートやペリフェラルポートなどに直接接続し、オンライン接続して転送してください。
設定データの転送方法については、該当ユニットのユーザーズマニュアルを参照してください。

2 CJ2 CPU ユニット内蔵 EtherNet/IP ポートを使用したシステムの置き換え
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タグデータリンクパラメータのダウンロード
置き換え元機種でタグデータリンクの機能を使用している場合が対象です。事前準備にて、置き換え
後のユニット構成に合わせて作成した、タグデータリンクの設定を実機にダウンロードします。
Network Configurator を CPU ユニットの USB ポートやペリフェラルポートなどに直接接続し、
CPU ユニットを通して EtherNet/IP ポートにオンライン接続します。オンライン接続後、EtherNet/
IP ポートに接続された EtherNet/IP ネットワーク上の EtherNet/IP ユニット（内蔵ポート）にタグデ
ータリンクパラメータを一括でダウンロードします。
Network Configurator によるタグデータリンクのダウンロード方法や操作方法の詳細については、

『CS/CJ シリーズ EtherNet/IP ユニット ユーザーズマニュアル（SBCD-342）』を参照してくださ
い。

2-4-4 動作確認
各データの転送後、意図どおりにシステムが動作しているかを CX-Programmer で確認します。また
異常が発生してないかなどをユニットの異常の確認方法に従って、確認します。
各ユニットの動作確認方法やトラブルシューティングについては、使用するユニットのユーザーズマ
ニュアルを参照してください。

2-4-5 セキュリティ施策の実施
必要に応じて、置き換え後のシステム運用開始までに、外部からの攻撃によるシステムのセキュリテ
ィリスクの低減を行います。形 CJ1W-EIP21S の EtherNet/IP ポートとサポートソフトの接続は、ユ
ーザ認証の設定をし、セキュア通信（Secure Comm）でオンライン接続することを推奨します。
ユーザ認証やセキュア通信（Secure Comm）以外にも、セキュリティリスクを低減するためのセキュ
リティ機能を形 C£1W-EIP21S およびサポートソフトに搭載しています。システム運用に合わせて、
セキュリティ機能を使用して、さらにセキュリティリスクの低減を行います。
形 C£1W-EIP21S のセキュリティ機能の詳細については、『CS/CJ シリーズ EtherNet/IP ユニット
ユーザーズマニュアル（SBCD-342）』を参照してください。サポートソフトのセキュリティ機能につ
いては、『CX-Programmer Ver.9.£オペレーションマニュアル（SBCA-337）』を参照してください。
ここでは、ユーザ認証の設定方法と、セキュリティ施策の概要を示します。

ユーザ認証の設定方法
形 C£1W-EIP21S の EtherNet/IP ポートへのサポートソフトの接続で、ユーザ名とパスワード入力
してオンライン接続するための設定を行います。ユーザ認証設定は、形 C£1W-EIP21S に登録されま
す。セキュリティリスクの軽減のため、最低限、管理者のユーザアカウントをひとつ登録します。
はじめてユーザ認証の設定を行う場合で、設定方法を以下に説明します。
以下の作業を行う前に、形 C£1W-EIP21S に接続するパソコンの Ethernet ポートの IP アドレスを、
接続先の IP アドレスに沿って設定してください。

1 形 C£1W-EIP21S の EtherNet/IP ポートとパソコンを Ethernet ケーブルで接続します。

2 CX-Programmer を起動します。

3 CX-Programmer のツールメニューから［ツール］–［EIP21S ユーザ管理ツール］を選択しま
す。
EIP21S ユーザ管理ツールが起動します。

2 CJ2 CPU ユニット内蔵 EtherNet/IP ポートを使用したシステムの置き換え
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4 接続している形 C£1W-EIP21S の IP アドレスを、［通信設定］グループの［IP アドレス］に入
力します。入力後、［接続］ボタンをクリックします。

［管理者の登録］ダイアログボックスが表示されます。

5 管理者の［ユーザ名］、［パスワード］、［（確認用）］、および［パスワードの有効期間］にテキス
ト入力します。入力後、［OK］ボタンをクリックします。

項目名 設定範囲
ユーザ名 • 半角英数字、ただし大文字と小文字を区別する

• 1 文字以上 16 文字以下
パスワード、パスワード（確認用） • 半角英数字、ただし大文字と小文字を区別する

• 8 文字以上 32 文字以下
パスワードの有効期間 0～999 を設定

0: 無期限
1～999: 有効期間の日数

管理者登録の完了画面が表示されます。

2 CJ2 CPU ユニット内蔵 EtherNet/IP ポートを使用したシステムの置き換え
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6 ［OK］ボタンをクリックします。
［ユーザ認証］ダイアログボックスが表示されます。

7 手順 5 で登録したユーザ名、パスワードを入力し、［OK］ボタンをクリックします。
ユーザ認証に成功したことを示す画面が表示されますので、［OK］ボタンをクリックします。

EIP21S ユーザ管理ツールがオンラインとなります。
オフラインにする場合は、EIP21S ユーザ管理ツールで、［通信設定］グループの［接続断］ボ
タンをクリックします。
オフライン後、［終了］ボタンをクリックし、EIP21S ユーザ管理ツールを閉じます。

セキュリティ施策の概要
セキュリティ施策の概要を以下に示します。
• 形 C£1W-EIP21S のポートのオープン／クローズ機能を使用して、使用していない通信機能を無効

にする。
• EIP21S ユーザ管理ツールで、PLC 周辺ツールの利用者の役割に合わせて、操作権限別にユーザア

カウントを登録する。
• CX-Programmer、PLC バックアップツール、および EIP21S ユーザ管理ツールは、Secure Comm

でオンライン接続する。
• セキュリティリスクを更に軽減するために、ネットワークの利用シーンに合わせて形 C£1W-

EIP21S の IP パケットフィルタ機能を使用して、フィルタを設定する。
• CX-Programmer のプロジェクトファイルにパスワードを付けて保存する。

2-4-6 セキュリティ施策の実施後の動作確認
セキュリティ施策を実施した場合は、セキュリティ機能の設定に対し、動作確認を行います。

2 CJ2 CPU ユニット内蔵 EtherNet/IP ポートを使用したシステムの置き換え
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2 CJ2 CPU ユニット内蔵 EtherNet/IP ポートを使用したシステムの置き換え
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3
形 C£1W-EIP21 を使用したシス
テムの置き換え

この章では、形 C£1W-EIP21 を使用したシステムの置き換えフローや置き換え方法
について説明しています。
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3-1 仕様や機能などの差異
ここでは、形 C£1W-EIP21 の形 C£1W-EIP21S への置き換えによる仕様や機能などの差異、および
制約事項を示します。置き換え元と置き換え先機種の仕様や機能などの差異、および制約事項を確認
し、置き換え元のシステムに対するハードウェア、ユーザプログラム、およびアプリケーションに対
する影響を確認します。
以下の項目ごとに説明します。

項目 参照先
ユニット機能と仕様の差異 「ユニット機能と仕様の差異 (P.3-2)」
メモリ割付の差異 「メモリ割付の差異 (P.3-8)」
制約事項 「制約事項 (P.3-9)」

ユニット機能と仕様の差異
差異がある機能と仕様および影響を以下に示します。CS シリーズと CJ シリーズで差異がある仕様
や機能は、行または“CS: ”と“CJ: ”の表記で区別して記載します。CS シリーズと CJ シリーズで
差異がない場合は、区別せずに記載します。

l ハードウェアの仕様
CS: CS シリーズの場合、CJ: CJ シリーズの場合

項目

置き換え元 置き換え先

置き換えの影響形 C£1W-EIP21
（CS: CS1W-EIP21,CJ:

CJ1W-EIP21）

形 C£1W-EIP21S
（CS: CS1W-EIP21S,CJ:

CJ1W-EIP21S）
質量 CS: 171g 以下 CS: 180g 以下 質量が 9g 増加します。増加が影響するかどう

かを確認してください。
CJ: 94g 以下 CJ: 91g 以下 質量が 3g 減少します。影響ありません。

消費電流 DC5V 0.41A 以下 CS: DC5V 0.62A 以下 0.21A 増加します。電源ユニットの供給が不
足する場合は、電源ユニットの交換または増設
装置を使用したシステム構成の変更が必要とな
ります。詳細については、「3-3-6 電源ユニット
の選定と外形寸法の確認 (P.3-14)」を参照し
てください。

CJ: DC5V 0.65A 以下 0.24A 増加します。電源ユニットの供給が不
足する場合は、電源ユニットの交換または増設
装置を使用したシステム構成の変更が必要とな
ります。詳細については、「3-3-6 電源ユニット
の選定と外形寸法の確認 (P.3-14)」を参照し
てください。

3 形 C£1W-EIP21 を使用したシステムの置き換え
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l 機能と仕様
CS: CS シリーズの場合、CJ: CJ シリーズの場合

項目

置き換え元 置き換え先

置き換えの影響形 C£1W-EIP21
（CS: CS1W-EIP21,CJ:

CJ1W-EIP21）

形 C£1W-EIP21S
（CS: CS1W-EIP21S,CJ:

CJ1W-EIP21S）

適用 PLC*1 CJ: CJ シリーズ、CP1H
シリーズ
CS: CS シリーズ

CJ: CJ シリーズ、CP1H
シリーズ
CS: CS シリーズ
ただし、以下の CPU ユ
ニットのみ適用可能。
• 形 CJ2H-CPU££
• 形 CJ2H-CPU££-

EIP
• 形 CJ2M-CPU££
• 形 CJ1G-CPU4£P
• 形 CS1G-CPU££H
• 形 CS1H-CPU££H
• 形 CS1D-CPU£
£HA/H

• 形 CS1D-CPU£
£SA/S

• 形 CS1D-CPU££P
• 形 CP1H-X40D£-£
• 形 CP1H-XA40D£-
£

• 形 CP1H-Y20DT-D

形 C£1W-EIP21S は以下の CPU
ユニットで使用できます。そのた
め、以下と異なる CPU ユニットに
装着された形 C£1W-EIP21 は形
C£1W-EIP21S に置き換えできま
せん。
• 形 CJ2H-CPU££
• 形 CJ2H-CPU££-EIP
• 形 CJ2M-CPU££
• 形 CJ1G-CPU4£P
• 形 CS1G-CPU££H
• 形 CS1H-CPU££H
• 形 CS1D-CPU££HA/H
• 形 CS1D-CPU££SA/S
• 形 CS1D-CPU££P
• 形 CP1H-X40D£-£
• 形 CP1H-XA40D£-£
• 形 CP1H-Y20DT-D

CPU ユニッ
トでの占有エ
リア

CPU 高機能
ユニット割付
リレーエリア

ソケットサービス用の機
能なし

ソケットサービス用の機
能あり

占有エリアのサイズに差異はあり
ません。ただし、置き換え元の予約
エリアや未使用エリアに、ソケット
サービス用の機能が追加されてい
ます。割付や影響の詳細について
は、「メモリ割付の差異
(P.3-8)」を参照してください。

CPU 高機能
ユニット割付
DM エリア

3 形 C£1W-EIP21 を使用したシステムの置き換え

3-3CS/CJ シリーズ 置き換えガイド EtherNet/IP および Ethernet ユニットからセキュリティ強化機種へ (SBCA-135)

3-1 仕
様

や
機

能
な

ど
の

差
異

3

 



項目

置き換え元 置き換え先

置き換えの影響形 C£1W-EIP21
（CS: CS1W-EIP21,CJ:

CJ1W-EIP21）

形 C£1W-EIP21S
（CS: CS1W-EIP21S,CJ:

CJ1W-EIP21S）
CIP 通信サー
ビス機能: タ
グデータリン
ク（サイクリ
ック通信）

ユニット許容
通信帯域

• 12000pps（ユニット
Ver.3.0 以降）

• 6000pps（ユニット
Ver.2.1 以前）

12000pps 影響ありません。

CPU ユニッ
ト 1 サイクル
あたりにリフ
レッシュ可能
なタグ最大数

CS:
出力／送信（CPU→
EtherNet/IP）時: 19
入力／受信

（EtherNet/IP→CPU）
時: 20

（ただし、割付リレーエリ
アのレイアウトをユーザ
設定で使用時は、入力／
受信は 19 個）

CS:
出力／送信（CPU→
EtherNet/IP）時: 19
入力／受信

（EtherNet/IP→CPU）
時: 20

（ただし、割付リレーエリ
アのレイアウトをユーザ
設定で使用時は、入力／
受信、出力／送信ともに
18 個）

割付リレーエリアのレイアウトを
ユーザ設定で使用時は、入力／受信
データのタグ最大数が減ります。
最大数を超える場合は、CPU ユニ
ットとのリフレッシュは複数サイ
クルにまたがります。通信性能に
対する影響を確認してください。

CJ: CJ1/CP1H CPU ユ
ニットに装着時
出力／送信（CPU→
EtherNet/IP）時: 19
入力／受信

（EtherNet/IP→CPU）
時: 20

（ただし、割付リレーエリ
アのレイアウトをユーザ
設定で使用時は、入力／
受信は 19 個）

CJ: CJ1/CP1H CPU ユ
ニットに装着時
出力／送信（CPU→
EtherNet/IP）時: 19
入力／受信

（EtherNet/IP→CPU）
時: 20

（ただし、割付リレーエリ
アのレイアウトをユーザ
設定で使用時は、入力／
受信、出力／送信ともに
18 個）

CIP 通信サー
ビス機能: タ
グデータリン
ク（サイクリ
ック通信）

CPU ユニッ
ト 1 サイクル
あたりにリフ
レッシュ可能
なデータサイ
ズ

CS:
出力／送信（CPU→
EtherNet/IP）時:
7469CH
入力／受信

（EtherNet/IP→CPU）
時: 7469CH

（ただし、割付リレーエリ
アのレイアウトをユーザ
設定で使用時は、入出力
ともに 7405CH）

CS:
出力／送信（CPU→
EtherNet/IP）時:
7469CH
入力／受信

（EtherNet/IP→CPU）
時: 7469CH

（ただし、割付リレーエリ
アのレイアウトをユーザ
設定で使用時は、出力は
7321CH、入力は
7385CH）

割付リレーエリアのレイアウトを
ユーザ設定で使用時は、データサイ
ズが減ります。最大数を超える場
合は、CPU ユニットとのリフレッ
シュは複数サイクルにまたがりま
す。通信性能に対する影響を確認
してください。

CJ: CJ1/CP1H CPU ユ
ニットに装着時
出力／送信（CPU→
EtherNet/IP）時:
7469CH
入力／受信

（EtherNet/IP→CPU）
時: 7469CH

（ただし、割付リレーエリ
アのレイアウトをユーザ
設定で使用時は、入出力
ともに 7405CH）

CJ: CJ1/CP1H CPU ユ
ニットに装着時
出力／送信（CPU→
EtherNet/IP）時:
7469CH
入力／受信

（EtherNet/IP→CPU）
時: 7469CH

（ただし、割付リレーエリ
アのレイアウトをユーザ
設定で使用時は、出力は
7321CH、入力は
7385CH）
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項目

置き換え元 置き換え先

置き換えの影響形 C£1W-EIP21
（CS: CS1W-EIP21,CJ:

CJ1W-EIP21）

形 C£1W-EIP21S
（CS: CS1W-EIP21S,CJ:

CJ1W-EIP21S）
CIP 通信サー
ビス機能: タ
グデータリン
ク（サイクリ
ック通信）

CPU ユニッ
ト 1 サイクル
あたりにリフ
レッシュ可能
なデータサイ
ズ

CJ: CJ2H/CJ2M CPU
ユニットに装着時
出力／送信（CPU→
EtherNet/IP）時:
6432CH
入力／受信

（EtherNet/IP→CPU）
時: 6432CH

（ただし、割付リレーエリ
アのレイアウトをユーザ
設定で使用時は、入出力
ともに 6368CH）

CJ: CJ2H/CJ2M CPU
ユニットに装着時
出力／送信（CPU→
EtherNet/IP）時:
6432CH
入力／受信

（EtherNet/IP→CPU）
時: 6432CH

（ただし、割付リレーエリ
アのレイアウトをユーザ
設定で使用時は、出力は
6172CH、入力は
6236CH）

割付リレーエリアのレイアウトを
ユーザ設定で使用時は、データサイ
ズが減ります。最大数を超える場
合は、CPU ユニットとのリフレッ
シュは複数サイクルにまたがりま
す。通信性能に対する影響を確認
してください。

FINS 通信サ
ービス機能

サポートする
FINS コマン
ドの種類

ソケットサービス用のコ
マンドなし

ソケットサービス用のコ
マンドあり

影響ありません。

FINS/UDP
サービスを使
用する／使用
しない設定と
デフォルト

• 設定機能: なし
• デフォルト:

FINS/UDP サービス
を使用する

• 設定機能: あり
• デフォルト:

FINS/UDP サービス
を使用しない

• 設定の引き継ぎ支援機能を使用
して置き換える場合: 影響あり
ません。

• 手動で置き換える場合: FINS 機
能を使用する場合は、

［FINS/UDP サービスを使用す
る］に設定する必要があります。
詳細は、「A-2-2 形 C£1W-
EIP21 を使用したシステムの置
き換えの場合の設定
(P.A-8)」を参照してくださ
い。

FINS/TCP サ
ービスを使用
する／使用し
ない設定とデ
フォルト

• 設定機能: なし
• デフォルト:

FINS/TCP サービス
を使用する

• 設定機能: あり
• デフォルト:

FINS/TCP サービス
を使用しない

• 設定の引き継ぎ支援機能を使用
して置き換える場合:
影響ありません。

• 手動で置き換える場合:
FINS 機能を使用する場合は、

［FINS/TCP サービスを使用す
る］に設定する必要があります。
詳細は、「A-2-2 形 C£1W-
EIP21 を使用したシステムの置
き換えの場合の設定
(P.A-8)」を参照してくださ
い。

Keep-alive
監視時間の設
定

Keep-alive 機能有効時、
5 分に固定

［TCP/IP］タブで時間の
設定可能。デフォルトは
5 分。

影響ありません。

FTP サーバ
機能

あり（ユニット Ver.2.0
以降）

あり 影響ありません。
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項目

置き換え元 置き換え先

置き換えの影響形 C£1W-EIP21
（CS: CS1W-EIP21,CJ:

CJ1W-EIP21）

形 C£1W-EIP21S
（CS: CS1W-EIP21S,CJ:

CJ1W-EIP21S）
FTP を使用
する／使用し
ないのデフォ
ルト

デフォルト: FTP を使用
する

デフォルト: FTP を使用
しない

• 設定の引き継ぎ支援機能を使用
して置き換える場合: FTP 機能
を使用する場合は、［FTP を使用
する］に設定する必要がありま
す。詳細は、「3-3-8 形 C£1W-
EIP21S の設定 (P.3-15)」を参
照してください。

• 手動で置き換える場合: FTP 機
能を使用する場合は、［FTP を使
用する］に設定する必要がありま
す。詳細は、「A-2-2 形 C£1W-
EIP21 を使用したシステムの置
き換えの場合の設定
(P.A-8)」を参照してくださ
い。

ユーザ名／パ
スワード

• ユーザ名（1～12 字）
デフォルト:
CONFIDENTIAL

• パスワード（1～8 字）
デフォルト: －（設定
なし）
入力された文字を表示

• ユーザ名（1～16 字）
デフォルト: －（設定
なし）

• パスワード（8～16
字）
デフォルト: －（設定
なし）
入力された文字を伏字
で表示

• 設定の引き継ぎ支援機能を使用
して置き換える場合: FTP 機能
を使用する場合は、パスワードの
再設定が必要です。詳細は、

「3-3-8 形 C£1W-EIP21S の設
定 (P.3-15)」を参照してくだ
さい。

• 手動で置き換える場合: FTP 機
能を使用する場合は、ユーザ名

（ログイン名）／パスワードの再
設定が必要です。詳細は、

「A-2-2 形 C£1W-EIP21 を使
用したシステムの置き換えの場
合の設定 (P.A-8)」を参照し
てください。

時計情報自動調整機能 あり（ユニット Ver.2.0
以降）

あり 影響ありません。

BOOTP クラ
イアント機能

電源の投入ま
たはリスター
トするごと
に、IP アドレ
スを BOOTP
サーバから取
得する

なし あり 影響ありません。

簡易バックア
ップ機能

バックアップ
のデータ容量

459K バイト 364K バイト 影響ありません。

SNMP/SNMP トラップ あり（ユニット Ver.2.0
以降）
コミュニティ名: 入力さ
れた文字を表示

あり
コミュニティ名: 入力さ
れた文字を伏字で表示

影響ありません。

IP アドレス CIDR 機能 あり（ユニット Ver.2.0
以降）

あり 影響ありません。

CIP メッセージサーバを使用
する／使用しないの設定

• 設定機能: なし
• デフォルト: 使用する

• 設定機能: あり
• デフォルト: 使用する

影響ありません。
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項目

置き換え元 置き換え先

置き換えの影響形 C£1W-EIP21
（CS: CS1W-EIP21,CJ:

CJ1W-EIP21）

形 C£1W-EIP21S
（CS: CS1W-EIP21S,CJ:

CJ1W-EIP21S）
セキュリティ
機能

セキュア通信
機能*3

なし あり*4 置き換え後、セキュリティリスク低
減のために本機能を使用すること
を推奨します。詳細は、「3-4-6 セ
キュリティ施策の実施
(P.3-21)」を参照してください。

ユーザ認証機
能*3

IP パケットフ
ィルタ

置き換え後、さらにセキュリティリ
スクの低減を行うために、お客さま
のシステム運用に合わせて、本機能
を使用するしないを判断ください。
詳細は、「3-4-6 セキュリティ施策
の実施 (P.3-21)」を参照してく
ださい。

ポートのオー
プン／クロー
ズ機能*2

以下のサービスに対する
ポートのオープン／クロ
ーズ機能なし。
• FINS/UDP サービス
• FINS/TCP サービス
• CIP メッセージサーバ

以下のサービスに対する
ポートのオープン／クロ
ーズ機能あり。
• FINS/UDP サービス
• FINS/TCP サービス
• CIP メッセージサーバ

• 設定の引き継ぎ支援機能を使用
して置き換える場合: 影響あり
ません。

• 手動で置き換える場合: 置き換
え前に使用しているサービスの
ポートを使用できるように設定
する必要があります。詳細は、

「A-2-2 形 C£1W-EIP21 を使
用したシステムの置き換えの場
合の設定 (P.A-8)」を参照し
てください。

操作ログ機能
*3

なし あり*4 影響ありません。

ソケットサービス機能 なし あり 影響ありません。
CX-One からのセキュア通信
による Ethernet/IP ポート経
由での CPU ユニットへのオ
ンライン接続*3

なし あり 置き換え後、セキュリティリスク低
減のために本機能を使用すること
を推奨します。詳細は、「3-4-6 セ
キュリティ施策の実施
(P.3-21)」を参照してください。

CX-One からの EtherNet/IP
によるオンライン接続

あり あり セキュリティリスク低減のため、置
き換え後の本接続方法は推奨しま
せん。

CX-One からの Ethernet
（FINS）によるオンライン接続

あり あり セキュリティリスク低減のため、置
き換え後の本接続方法は推奨しま
せん。
• 設定の引き継ぎ支援機能を使用

して置き換える場合: 影響あり
ません。

• 手動で置き換える場合: ネット
ワーク種別を［Ethernet］でオ
ンライン接続する場合、
FINS/UDP サービスを使用する
設定にしてください。ネットワ
ーク種別を［Ethernet（FINS/
TCP)］でオンライン接続する場
合、FINS/TCP サービスを使用
する設定にしてください。

*1. NJ シリーズ CPU ユニットに装着された形 CJ1W-EIP21 から形 CJ1W-EIP21S への置き換えについては、『CJ シリ
ーズ EtherNet/IP ユニット ユーザーズマニュアル NJ シリーズ接続編（SBCD-355）』を参照してください。

*2. 以下のサービスに対するポートのオープン／クローズ機能は置き換え元と置き換え先機種でサポートしています。
• FTP サーバ、SNMP
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*3. CP1H CPU ユニットに接続時は、CX-Programmer および PLC バックアップツールで、該当する機能を使用できま
せん。

*4. CP1H CPU ユニットに接続時は、CX-Programmer および PLC バックアップツールで、形 CJ1W-EIP21S のセキュ
リティ機能のうち、以下の機能を使用できません。
• セキュア通信機能
• ユーザ認証機能
• 操作ログ機能

メモリ割付の差異
形 C£1W-EIP21 と形 C£1W-EIP21S のメモリ割り付けで差異がある機能を以下に示します。差異
がある機能の詳細については、『CS/CJ シリーズ EtherNet/IP ユニット ユーザーズマニュアル

（SBCD-342）』を参照してください。

CS: CS シリーズの場合、CJ: CJ シリーズの場合

項目

置き換え元 置き換え先

置き換えの影響形 C£1W-EIP21
（CS: CS1W-EIP21,CJ:

CJ1W-EIP21）

形 C£1W-EIP21S
（CS: CS1W-

EIP21S,CJ: CJ1W-
EIP21S）

CPU 高機能ユニット割付リレーエリア
ユーザ設定
のエリア

n+1～n
+4CH

予約 ソケットサービス要求
スイッチ（CPU ユニッ
ト→ユニット）

割付リレーエリアのレイアウトをユーザ設
定で使用時は、置き換え元の予約エリアに
ソケットサービス用の機能が追加されてい
ます。ユーザプログラムで予約エリアを操
作していないことを確認してください。

n+16～
n
+23CH

予約 UDP ソケット No.£ス
テータスおよび TCP
ソケット No.£ステー
タス（ユニット→CPU
ユニット）

ソフトスイ
ッチ（CPU
ユニット→
ユニット）

（nCH）

ビット
10

予約 ソケット強制クローズ
スイッチ（CPU ユニッ
ト→ユニット）

置き換え先では、ソケットサービス用の機
能が追加されています。ユーザプログラム
で予約ビットを操作していないことを確認
してください。

ユニットス
テータス 2

（ユニット
→CPU ユ
ニット）（n
＋ 11CH）

ビット
10

未使用 ユーザ認証設定異常（ユ
ニット→CPU ユニッ
ト）

置き換え先では、機能が追加されています。
置き換え前のユーザプログラムへの影響を
確認してください。また置き換え後、本ビ
ットを監視するようにプログラムを変更し
てください。

ビット
12、ビッ
ト 13

未使用 予約 置き換え先では、機能が追加されています。
置き換え前のユーザプログラムへの影響を
確認してください。

CPU 高機能ユニット割付 DM エリア
m+1～m+8CH 未使用 TCP ソケット No.£受

信データバイト数（ユニ
ット→CPU ユニット）

置き換え先では、ソケットサービス用の機
能が追加されています。ユーザプログラム
で該当エリアを使用している場合は、デー
タの意味が変わってしまいます。そのた
め、置き換え前に使用していたデータを別
の空いている DM エリアに変更するなど
の検討を行ってください。

m+9～m+16CH 未使用 TCP ソケット No.£コ
ネクション状態（ユニッ
ト→CPU ユニット）

m+17～m+96CH 未使用 ソケットサービスパラ
メータエリア£（ユニッ
ト→CPU ユニットまた
は CPU ユニット→ユ
ニット）

3 形 C£1W-EIP21 を使用したシステムの置き換え
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制約事項
置き換えに際しての制約事項を以下に示します。

項目 内容 置き換えによる影響
バックア
ップ／リ
ストア

形 C£1W-EIP21S ではセキュリティ機能の追
加に伴い、バックアップする対象データが形 C
£1W-EIP21 よりも増えています。また形 C
£1W-EIP21 と同じ設定項目でも、デフォルト
値が異なっている設定があります。

簡易バックアップや PLC バックアップツールでバックアッ
プした形 C£1W-EIP21 のバックアップデータを、形 C
£1W-EIP21S にリストアできません。CX-Programmer で
置き換え元機種と同じように設定し直す必要があります。

電断検知
延長時間

形 C£1W-EIP21S に置き換えることで、置き換
え元に使用している電源ユニットの形式によっ
ては、電断検知延長時間を設定できません。

電断検知延長時間の設定が必要な場合は、電源ユニットの交
換が必要となります。詳細については、「3-3-6 電源ユニッ
トの選定と外形寸法の確認 (P.3-14)」を参照してくださ
い。

電源ユニ
ットの使
用制約

形 CJ1W-EIP21S では、電源ユニットの形
CJ1W-PD022 は使用できません。

左記の電源ユニットを使用している場合は、他の電源ユニッ
トに変更する必要があります。詳細については、「3-3-6 電
源ユニットの選定と外形寸法の確認 (P.3-14)」を参照して
ください。

ユニット
の起動時
間

形 C£1W-EIP21 に比べ、形 C£1W-EIP21S
は起動時間が長くなります。これにより、置き
換え前のシステムと比べ、CPU ユニットの運転
開始時間が数秒遅くなります。

システムの立ち上げ動作への影響の確認が必要となります。

3 形 C£1W-EIP21 を使用したシステムの置き換え
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3-2 置き換えフロー
形 C£1W-EIP21 を使用したシステムの置き換えフローを以下に示します。事前準備のフローと置き
換えの実行フローを説明します。

3-2-1 事前準備のフロー
置き換え前の準備の内容を以下に示します。このフローで置き換えの検討や置き換え後のユニット構
成に合わせた各データを準備します。
置き換え先のユニットは、置き換えを実行する前までに入手してください。

手
順 項目 内容 参照先

1 置き換え先機種
の確認

置き換え元機種のシステム構成に対する置き換え先機種
を確認します。また置き換え先機種に対応するサポート
ソフトを確認します。

「3-3-1 置き換え先機種
の確認 (P.3-12)」

2 仕様や機能など
の差異の確認

置き換え元と置き換え先機種の仕様や機能などの差異、お
よび制約事項を確認し、置き換え元のシステムに対するハ
ードウェア、ユーザプログラム、およびアプリケーション
に対する影響を確認します。

「3-3-2 仕様や機能など
の差異の確認
(P.3-12)」

3 サポートソフト
の入手

事前準備や置き換えの実行で使用するサポートソフトを
入手します。

「3-3-3 サポートソフト
の入手 (P.3-12)」

4 データの読み出
しと保存

置き換え元のシステムから以下のデータを読み出して、保
存します。
本作業で読み出したデータを使用し、以降の作業で置き換
え先のシステムに合わせてデータの変更や設定を行いま
す。
• PLC のプロジェクトデータ
• タグデータリンクパラメータ

「3-3-4 データの読み出
しと保存 (P.3-12)」

5 I/O テーブルの作
成

置き換え後のユニット構成に合わせて、I/O テーブルを作
成します。

「3-3-5 I/O テーブルの
作成 (P.3-12)」

6 電源ユニットの
選定と外形寸法
の確認

置き換えにより発生する電源への制約に対し、電源ユニッ
トの変更要否を確認します。必要により電源ユニットを
選定します。選定した結果、電源ユニットを変更または増
設システムに変更した場合は、置き換え前後のユニット構
成の外形寸法の差異を確認します。

「3-3-6 電源ユニットの
選定と外形寸法の確認
(P.3-14)」

7 CPU ユニットの
設定

置き換え後のユニット構成で、CPU ユニットの設定を行
います。

「3-3-7 CPU ユニットの
設定 (P.3-14)」

8 形 C£1W-
EIP21S の設定

置き換え後のユニット構成で、形 C£1W-EIP21S の設定
を行います。

「3-3-8 形 C£1W-
EIP21S の設定
(P.3-15)」

9 ユーザプログラ
ムの変更

置き換えによる仕様の差異や制約事項に対応するために、
ユーザプログラムを変更します。

「3-3-9 ユーザプログラ
ムの修正 (P.3-16)」

10 タグデータリン
クの設定

置き換え後のユニット構成に合わせて、タグデータリンク
の設定を行います。

「3-3-10 タグデータリ
ンクの設定 (P.3-17)」

3-2-2 置き換えの実行フロー
事前準備の完了後に、実際に置き換えを行う内容を示します。置き換え後は必要に応じてセキュリテ
ィ施策を実施します。

3 形 C£1W-EIP21 を使用したシステムの置き換え
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手
順 項目 内容 参照先

11 ユニット
の置き換
えと配線

置き換え後のユニット構成に合わせて、ユニットを置き換えます。置
き換えたユニットの配線を行います。

「3-4-1 ユニットの
置き換えと配線
(P.3-18)」

12 電源の投
入

PLC に電源を投入します。 「3-4-2 電源の投入
(P.3-18)」

13 I/O テー
ブルの転
送

電源の投入後、以下の異常が発生している場合は、作成した I/O テー
ブルを CPU ユニットに直接接続した CX-Programmer で CPU ユニ
ットに転送します。*1

• CPU 高機能ユニット設定異常
• I/O 設定異常（CJ シリーズ）
• I/O 照合異常（CS シリーズ）

「3-4-3 I/O テーブル
の転送 (P.3-18)」

14 各データ
の転送

置き換え後の実機に、事前に準備した以下のデータを CPU ユニット
に直接接続したサポートソフトで転送します。*1

• PLC のプロジェクトデータ
• タグデータリンクパラメータ

「3-4-4 各データの
転送 (P.3-20)」

15 動作確認 意図どおりにシステムが動作することを確認します。 「3-4-5 動作確認
(P.3-21)」

16 セキュリ
ティ施策
の実施*2

必要に応じて、置き換え後のシステム運用開始までに、外部からの攻
撃によるシステムのセキュリティリスクの低減を行います。形
CJ1W-EIP21S の EtherNet/IP ポートとサポートソフトの接続は、ユ
ーザ認証の設定をし、セキュア通信（Secure Comm）でオンライン
接続することを推奨します。
ユーザ認証やセキュア通信（Secure Comm）以外にも、セキュリテ
ィリスクを低減するためのセキュリティ機能を、形 CJ1W-EIP21S お
よびサポートソフトに搭載しています。システム運用に合わせて、セ
キュリティ機能を使用して、さらにセキュリティリスクの低減を行い
ます。

「3-4-6 セキュリテ
ィ施策の実施
(P.3-21)」

17 セキュリ
ティ施策
の実施後
の動作確
認

セキュリティ施策を実施した場合は、セキュリティ機能の設定に対し、
動作確認を行います。

「3-4-7 セキュリテ
ィ施策の実施後の動
作確認 (P.3-22)」

*1. サポートソフトを CPU ユニットの USB ポートやペリフェラルポートに直接接続することを意味します。
*2. 必要により実施してください。

3 形 C£1W-EIP21 を使用したシステムの置き換え
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3-3 事前準備
ここでは、置き換えの実行前に準備を行う内容を説明します。

3-3-1 置き換え先機種の確認
置き換え元機種のシステム構成に対する置き換え先機種を確認します。また置き換え先機種に対応す
るサポートソフトを確認します。
詳細については、「1-2-2 形 C£1W-EIP21 を使用したシステム (P.1-8)」を参照してください。

3-3-2 仕様や機能などの差異の確認
置き換え元と置き換え先機種の仕様や機能などの差異、および制約事項を確認し、置き換え元のシス
テムに対するハードウェア、ユーザプログラム、およびアプリケーションに対する影響を確認します。
詳細については、「3-1 仕様や機能などの差異 (P.3-2)」を参照してください。

3-3-3 サポートソフトの入手
事前準備や置き換えの実行で使用するサポートソフトを入手します。「1-3 サポートソフト (P.1-13)」
に示したバージョン以降の CX-One を入手してください。
以降の説明で使用するサポートソフトは、該当の CX-One に格納されています。

3-3-4 データの読み出しと保存
置き換え元のシステムから以下のデータを読み出して、保存します。
本作業で読み出したデータを使用し、以降の作業で置き換え先のシステムに合わせてデータの変更や
設定を行います。
• PLC のプロジェクトデータ
• タグデータリンクパラメータ

本作業は置き換え元システムのデータの復元を可能にするために実施してください。置き換え元のシ
ステムのデータを所持している場合でも、実際の実機と差異があるとトラブルになるリスクが考えら
れますので、読み出して、保存しておくことを推奨します。

「2-3-4 データの読み出しと保存 (P.2-17)」を参照して、置き換え元の PLC から PLC のプロジェク
トデータとタグデータリンクパラメータを読み出して、保存してください。なお本ケースの置き換え
では、PLC のプロジェクトデータは、以下のデータを読み出して保存してください。
• ユーザプログラム
• PLC システム設定
• I/O テーブル
• 高機能ユニット設定
• データメモリ（DM）

3-3-5 I/O テーブルの作成
置き換え後のユニット構成に合わせて、I/O テーブルを作成します。
CX-Programmer を使用して、置き換え元の PLC のプロジェクトデータで、I/O テーブル上の置き換
え元のユニットを置き換え先のユニットに変更します。

3 形 C£1W-EIP21 を使用したシステムの置き換え
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CX-Programmer による I/O テーブルの作成方法を以下に示します。CX-Programmer の操作方法
は、『CX-Programmer Ver.9.£ オペレーションマニュアル（SBCA-337）』も併せて、参照してくだ
さい。

1 CX-Programmer を使用して、置き換え元の PLC のプロジェクトデータで、I/O テーブルを開
きます。

2 設定の引き継ぎ支援機能を使用する場合は、置き換え元の形 C£1W-EIP21 の高機能ユニット
設定を保存します。引き継ぎの支援機能を使用しない場合は、手順 3 へ進みます。
1) 設定を保存する形 C£1W-EIP21 を選択し、右クリックして、［高機能ユニット設定の保存］

を選択します。
［名前を付けて保存］ダイアログボックスが表示されます。

2) 保存する場所を指定し、任意のファイル名（拡張子: .xml）を付けて保存します。

3 I/O テーブルウィンドウで、置き換え元の形 C£1W-EIP21 を選択し、右クリックして、［ユニ
ットの変更／確定］を選択し、置き換え先の形 C£1W-EIP21S に変更します。または、形 C
£1W-EIP21 を選択し、右クリックして、［ユニットの追加］を選択し、形 C£1W-EIP21S に
変更します。

3 形 C£1W-EIP21 を使用したシステムの置き換え
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形CJ1W-EIP21Sに変更

4 手順 3 の操作を繰り返して、置き換え後のユニット構成の I/O テーブルを作成します。

使用上の注意

CS シリーズでは、I/O テーブルを CPU ユニットに登録しないと動作しません。そのため、
I/O テーブルは必ず作成し、CPU ユニットに転送する必要があります。

3-3-6 電源ユニットの選定と外形寸法の確認
置き換えにより発生する電源への制約に対し、電源ユニットの変更要否を確認します。必要により電
源ユニットを選定します。選定した結果、電源ユニットを変更または増設システムに変更した場合は、
置き換え前後のユニット構成の外形寸法の差異を確認します。

「2-3-7 電源ユニットの選定と外形寸法の確認 (P.2-30)」を参照して、電源ユニットの選定と外形寸
法の確認を行ってください。

3-3-7 CPU ユニットの設定
I/O テーブル作成後、置き換え後のユニット構成で、CPU ユニットの設定を行います。

3 形 C£1W-EIP21 を使用したシステムの置き換え
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PLC システム設定を CX-Programmer で設定します。
本ケースの置き換えでは、置き換えの制約事項に対し、以下の PLC システム設定の設定項目を必要に
応じて設定します。
•［電断検知延長時間］
この設定項目は、「2-3-8 CPU ユニットの設定 (P.2-35)」の「制約事項への対応 (P.2-36)」を参照
して設定してください。

3-3-8 形 C£1W-EIP21S の設定
I/O テーブル作成後、置き換え後のユニット構成で、形 C£1W-EIP21S の設定を行います。
置き換え元機種の設定に合わせて設定します。

設定方法の種類
形 C£1W-EIP21S には、以下の 2 種類の設定方法があります。

設定方法 内容 参照
CX-Programmer の設定
の引き継ぎ支援機能によ
る設定

高機能ユニット設定を CX-Programmer の［高
機能ユニット設定の保存］および［高機能ユニ
ット設定の読出］を使用して設定します。

「CX-Programmer の設定の引き
継ぎ支援機能による設定
(P.3-15)」

CX-Programmer による
手動での設定

高機能ユニット設定を置き換え元機種の設定に
合わせて、手動で設定します。

「A-2-2 形 C£1W-EIP21 を使
用したシステムの置き換えの場
合の設定 (P.A-8)」

CX-Programmer の設定の引き継ぎ支援機能による設定は、CX-One のオートアップデート 2024 年
10 月以降から使用できます。手動での設定よりも設定が簡単な CX-Programmer の設定の引き継ぎ
支援機能による設定を推奨します。

CX-Programmer の設定の引き継ぎ支援機能による設定
ここでは、CX-Programmer の設定の引き継ぎ支援機能による形 C£1W-EIP21S の設定時の注意事項
と設定方法を説明します。

l IP アドレスを BOOTP サーバから取得する場合の注意
異なる個体に置き換えるため、置き換え前後で Ethernet ポートの MAC アドレスが異なります。
そのため、BOOTP サーバ側の設定を変更する必要があります。
また、置き換え前に［IP アドレスを BOOTP サーバから取得する］を設定していた場合、置き換
え後は［IP アドレスを BOOTP サーバから取得する（1 回のみ）］に設定されますが、設定を変更
する必要はありません。BOOTP サーバからの IP アドレス取得時の振る舞いは置き換え前後で同
じです。

l 形 C£1W-EIP21S の設定方法
以下に形 C£1W-EIP21S の設定方法を示します。CX-Programmer の操作方法については、『CX-
Programmer Ver.9.£オペレーションマニュアル（SBCA-337）』を併せて参照してください。

1 置き換え後のユニット構成の I/O テーブルで、「3-3-5 I/O テーブルの作成 (P.3-12)」で保存し
た各形 C£1W-EIP21 の設定を、［高機能ユニット設定の読出］を実施し、設定します。
1) CX-Programmer で、置き換え後のユニット構成の I/O テーブルを開きます。

2) 設定する形 C£1W-EIP21S を選択し、右クリックして、［高機能ユニット設定の読出］を選
択します。

3 形 C£1W-EIP21 を使用したシステムの置き換え

3-15CS/CJ シリーズ 置き換えガイド EtherNet/IP および Ethernet ユニットからセキュリティ強化機種へ (SBCA-135)

3-3 事
前

準
備

3

3-3-8 形
C
£

1W
-EIP

21S
の

設
定



3) 設定するファイルを選択し、［開く］ボタンをクリックします。
このとき、設定するファイルの選択を間違えないようにしてください。
選択したファイルの設定内容が、選択した高機能ユニットに設定されます。

2 設定の引き継ぎ支援機能では引き継がれない設定があります。以下の設定項目については、
［FTP］タブを選択して、設定します。

形 C£1W-EIP21S の項目
設定内容

タブ 設定項目
FTP 置き換え後はデフォルトの［FTP を使用しない］に変更されています。FTP

を使用している場合は［FTP を使用する］に設定します。
パスワード パスワードがクリアされます。パスワードを再設定します。なお、パスワ

ードと設定方法に、以下の変更があります。
• 有効文字が半角英数字 1～8 字から 8～16 字に変更
• 表示が伏字に変更
• パスワード設定の際の入力回数が 1 回から 2 回に変更

ポート No デフォルト値が設定されます。置き換え元の設定に合わせて、ポート番号
を設定します。

参考

以下に示すセキュリティ機能の設定項目が追加されますが、この時点では設定しません。
• ポートのオープン／クローズ機能
• IP パケットフィルタ機能
置き換え完了後に、必要に応じて設定します。
詳細は、「3-4-6 セキュリティ施策の実施 (P.3-21)」を参照してください。

3 設定後、PLC のプロジェクトデータを保存します。

3-3-9 ユーザプログラムの修正
置き換えによる仕様の差異や制約事項に対応するために、ユーザプログラムを修正します。置き換え
元の機種との差異でユーザプログラムに影響する差異については、「3-1 仕様や機能などの差異
(P.3-2)」を参照してください。

3 形 C£1W-EIP21 を使用したシステムの置き換え
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形 C£1W-EIP21S では、割付リレーエリアや割付 DM エリアの予約エリアや未使用エリアに、ソケ
ットサービス用の機能が割り付けられています。置き換え元機種で該当の予約エリアや未使用エリア
をプログラムで使用している場合は、プログラムの修正が必要です。
ユーザプログラムの修正後、PLC のプロジェクトデータを保存します。

3-3-10 タグデータリンクの設定
置き換え後のユニット構成に合わせて、タグデータリンクの設定を行います。一から設定し直す必要
はありません。Network Configurator を使用して、置き換え元のネットワーク構成ファイルに対し、
デバイス変更の機能を使用して、置き換え元の機種を形 C£1W-EIP21S に変更します。

「2-3-13 タグデータリンクの設定 (P.2-42)」を参照して、設定してください。

3 形 C£1W-EIP21 を使用したシステムの置き換え
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3-4 置き換えの実行
ここでは、実際に置き換えを行う内容を説明します。

3-4-1 ユニットの置き換えと配線
各ユニットの置き換えおよび配線を行います。各ユニットのハードウェア設定、設置方法、および配
線については、置き換え先のユニットのユーザーズマニュアルを参照ください。
なお、置き換えが成功しなかったリスクを想定して、メモリカードでの簡易バックアップまたは PLC
バックアップツールで PLC データのバックアップを実施してください。

ユニットの置き換え
電源 OFF の状態で、各ユニットの置き換えを行います。

l 形 C£1W-EIP21
形 C£1W-EIP21S のユニット番号とノードアドレス（デフォルト IP アドレス）のハードウェア設
定を、置き換え元の形 C£1W-EIP21 に合わせて設定します。
設定後、置き換えます。

l その他のユニット
形 C£1W-EIP21S 以外に置き換えるユニットがある場合は、それらを置き換えます。
たとえば、電源ユニットや増設装置などです。

ユニットの配線
置き換え後、配線を行います。
ただし形 C£1W-EIP21S への Ethernet ケーブルはこの時点では外した状態にしておきます。

3-4-2 電源の投入
置き換え後の PLC に電源を投入します。

使用上の注意

形 C£1W-EIP21S はユニットの起動に時間がかかります。これにより、置き換え前のシステム
と比べ、CPU ユニットの運転開始時間が数秒遅くなります。

3-4-3 I/O テーブルの転送
PLC に電源投入後、以下の異常が発生している場合は、「3-3-5 I/O テーブルの作成 (P.3-12)」で作
成した置き換え後のユニット構成の I/O テーブルを PLC に転送します。
• CPU 高機能ユニット設定異常
• I/O 設定異常（CJ シリーズ）
• I/O 照合異常（CS シリーズ）

3 形 C£1W-EIP21 を使用したシステムの置き換え
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CX-Programmer を CPU ユニットの USB ポートやペリフェラルポートなどに直接接続して、オンラ
イン接続し、転送します。この時点では、高機能ユニット設定の転送は不要です。後述する「3-4-4 各
データの転送 (P.3-20)」で転送します。
転送すると、CPU ユニットに置き換え後の実構成と一致した I/O テーブルが登録されるため、これら
の異常が解消されます。

使用上の注意

CS シリーズでは、I/O テーブルを CPU ユニットに登録しないと動作しません。

I/O テーブルを転送する方法
以下に I/O テーブルを転送する方法を示します。
CX-Programmer の操作方法および CPU ユニットと CX-Programmer との接続方法については、

『CX-Programmer Ver.9.£オペレーションマニュアル（SBCA-337）』も併せて参照してください。
また CPU ユニットと CX-Programmer との接続方法については、使用する CPU ユニットのユーザー
ズマニュアルも参照してください。

1 CPU ユニットとパソコンを周辺ツール接続用ケーブルなどで接続します。

2 CX-Programmer を起動します。

3 PLC にオンライン接続し、プログラムモードに変更します。
［PLC］–［オンライン接続］
［PLC］–［動作モード］–［プログラム］

4 I/O テーブルを PLC へ転送します。
［PLC］–［転送］–［転送［パソコン→PLC］］

3 形 C£1W-EIP21 を使用したシステムの置き換え
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(2) ［OK］ボタンをクリックします。
(1) I/Oテーブルをチェックします。

3-4-4 各データの転送
置き換え後の実機に、事前に準備した以下のデータを CPU ユニットに直接接続したサポートソフトで
転送します。*1

• PLC のプロジェクトデータ
• タグデータリンクパラメータ

*1. サポートソフトを CPU ユニットの USB ポートやペリフェラルポートに直接接続することを意味します。

使用上の注意

形 C£1W-EIP21S は、セキュリティ機能の追加により、EtherNet/IP ポートを無効にすること
ができます。誤って無効に設定した場合、EtherNet/IP ポートを経由したサポートソフトのオ
ンライン接続ができなくなるトラブルが発生します。
そのため、置き換え時は、トラブル回避のために CPU ユニットの USB ポートやペリフェラル
ポートなどに直接接続して、PLC にオンライン接続して転送してください。

実機への転送フローを以下に示します。以下のフローに沿って、各データの転送を行います。

手
順 項目 内容 参照先

1 PLC のプロジェクト
データの転送

置き換え後の各 PLC の CPU ユニットに PLC のプ
ロジェクトデータを転送します。

「PLC のプロジェクトデー
タの転送（パソコン→PLC）
(P.3-21)」

2 通信ケーブルの接続 各 PLC の電源を OFF にします。その後に置き換
え先の形 C£1W-EIP21S に通信ケーブルを接続し
ます。

－

3 形 C£1W-EIP21 を使用したシステムの置き換え
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手
順 項目 内容 参照先

3 各 PLC の電源 ON 装置の安全を確認して、各 PLC の電源を ON しま
す。

－

4 タグデータリンクパ
ラメータのダウンロ
ード

タグデータリンクパラメータを EtherNet/IP ネッ
トワークごとに一括でダウンロードします。

「タグデータリンクパラメ
ータのダウンロード
(P.3-21)」

PLC のプロジェクトデータの転送（パソコン→PLC）
事前準備にて、置き換え後のユニット構成に合わせて作成した PLC のプロジェクトデータを実機に転
送します。CX-Programmer を CPU ユニットの USB ポートやペリフェラルポートなどに直接接続
して、オンライン接続し、PLC に転送します。
転送対象の PLC のプロジェクトデータは以下です。なお、事前準備において、変更しなかったデータ
については、転送する必要はありません。
• ユーザプログラム
• PLC システム設定
• I/O テーブル
• 高機能ユニット設定
• データメモリ（DM）

「2-4-3 各データの転送 (P.2-47)」の「PLC のプロジェクトデータの転送（パソコン→PLC）
(P.2-47)」を参照して、PLC のプロジェクトデータを転送してください。
PLC への電源投入時に、以下の異常が発生したことで I/O テーブルを転送した場合、ここでの I/O テ
ーブルの転送は不要です。
• CPU 高機能ユニット設定異常
• I/O 設定異常（CJ シリーズ）
• I/O 照合異常（CS シリーズ）

タグデータリンクパラメータのダウンロード
置き換え元でタグデータリンクの機能を使用している場合が対象です。事前準備にて、置き換え後の
ユニット構成に合わせて作成した、タグデータリンクの設定を実機にダウンロードします。

「2-4-3 各データの転送 (P.2-47)」の「タグデータリンクパラメータのダウンロード (P.2-53)」を参
照して、ダウンロードしてください。

3-4-5 動作確認
各データの転送後、意図どおりにシステムが動作しているかを CX-Programmer で確認します。また
異常が発生してないかなどをユニットの異常の確認方法に従って、確認します。
各ユニットの動作確認方法やトラブルシューティングについては、使用するユニットのユーザーズマ
ニュアルを参照してください。

3-4-6 セキュリティ施策の実施
必要に応じて、置き換え後のシステム運用開始までに、外部からの攻撃によるシステムのセキュリテ
ィリスクの低減を行います。形 C£1W-EIP21S の EtherNet/IP ポートとサポートソフトの接続は、
ユーザ認証の設定をし、セキュア通信（Secure Comm）でオンライン接続することを推奨します。

3 形 C£1W-EIP21 を使用したシステムの置き換え
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ユーザ認証やセキュア通信（Secure Comm）以外にも、セキュリティリスクを低減するためのセキュ
リティ機能を、形 C£1W-EIP21S およびサポートソフトに搭載しています。システム運用に合わせ
て、セキュリティ機能を使用して、さらにセキュリティリスクの低減を行います。
詳細については、「2-4-5 セキュリティ施策の実施 (P.2-53)」を参照してください。

3-4-7 セキュリティ施策の実施後の動作確認
セキュリティ施策を実施した場合は、セキュリティ機能の設定に対し、動作確認を行います。

3 形 C£1W-EIP21 を使用したシステムの置き換え
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4-1 仕様や機能の差異と変更箇所
ここでは置き換え元機種（形 C£1W-ETN21）と置き換え先機種（形 C£1W-EIP21S）の仕様や機能
の差異および置き換え時の変更箇所について示します。

4-1-1 仕様や機能の差異
置き換え元機種（形 C£1W-ETN21）と置き換え先機種（形 C£1W-EIP21S）との仕様や機能の差異
は以下のとおりです。

¡: サポートあり、Í: サポートなし

項目
置き換え元 置き換え先

置き換え時の影響形 CJ1W-ETN21
形 CS1W-ETN21

形 CJ1W-EIP21S
形 CS1W-EIP21S

タグデータリンク通信サービス Í ¡ 影響ありません。
CIP メッセージ通信サービス Í ¡ 影響ありません。
FINS/UDP サービス ¡ ¡ • 設定の引き継ぎ支援機能を使用

して置き換える場合: 影響あり
ません。

• 手動で置き換える場合: サービ
スを使用する場合、［FINS/UDP
サービスを使用する］に設定する
必要があります。

FINS/TCP サービス ¡ ¡ • 設定の引き継ぎ支援機能を使用
して置き換える場合: 影響あり
ません。

• 手動で置き換える場合: サービ
スを使用する場合、［FINS/TCP
サービスを使用する］に設定する
必要があります。

Keep-alive ¡ ¡ Keep-alive 監視時間のデフォルト
値が異なります。デフォルト値で
使用している場合は、120 分に変
更する必要があります。

DNS ¡ ¡ サービスを使用する場合、［DNS を
使用する］に設定が必要です。

ソケットサービス ¡ ¡ ユーザプログラム、割付リレーエリ
ア、および割付 DM エリアの変更
が必要です。

ファイル転送（FTP）*1 ¡ ¡ サービスを使用する場合、［FTP を
使用する］に設定する必要がありま
す。
• 設定の引き継ぎ支援機能を使用

して置き換える場合: パスワー
ドを設定する必要があります。

• 手動で置き換える場合: ユーザ
名とパスワードを設定する必要
があります。

メール送受信 ¡ Í メール送受信は使用できません。
WEB 機能 ¡ Í WEB 機能は使用できません。

4 形 C£1W-ETN21 を使用したシステムの置き換え
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項目
置き換え元 置き換え先

置き換え時の影響形 CJ1W-ETN21
形 CS1W-ETN21

形 CJ1W-EIP21S
形 CS1W-EIP21S

PLC 内蔵時計の自動調整 ¡ ¡ • 設定の引き継ぎ支援機能を使用
して置き換える場合: 影響あり
ません。

• 手動で置き換える場合: サービ
スを使用する場合、［SNTP サー
バから時計情報を取得する］に設
定する必要があります。

セキュリティ機能
*2

Í ¡ セキュリティリスク低減のため、必
要により本機能を使用します。機
能を使用する場合は、設定が必要で
す。

簡易バックアップ*1 ¡ ¡ 形 C£1W-ETN21 のバックアップ
データを形 C£1W-EIP21S にリ
ストアできません。

異常履歴 ¡ ¡ 影響ありません。
PING コマンド応答 ¡ ¡ 影響ありません。
SNMP/SNMP トラップ Í ¡ 影響ありません。
IP アドレス CIDR 機能 ¡ ¡ 「CIDR を使用する」に固定されま

す。
CX-One からの EtherNet/IP によ
るオンライン接続

Í ¡ セキュリティリスク低減のため、置
き換え後の本接続方法は推奨しま
せん。

CX-One からの Ethernet（FINS）
によるオンライン接続

¡ ¡ セキュリティリスク低減のため、置
き換え後の本接続方法は推奨しま
せん。
• 設定の引き継ぎ支援機能を使用

して置き換える場合: 影響あり
ません。

• 手動で置き換える場合: ネット
ワーク種別を［Ethernet］でオ
ンライン接続する場合、
FINS/UDP サービスを使用する
設定にする必要があります。ネ
ットワーク種別を［Ethernet

（FINS/TCP)］でオンライン接続
する場合、FINS/TCP サービス
を使用する設定にする必要があ
ります。

CX-One からのセキュア通信によ
る EtherNet/IP ポート経由での
CPU ユニットへのオンライン接続
*2

Í ¡ 置き換え後、セキュリティリスク低
減のために本機能を使用すること
を推奨します。機能使用時は設定
が必要です。

Network Configurator からの
EtherNet/IP によるオンライン接
続

Í ¡ 影響ありません。

CX-Programmer でのソフトスイ
ッチのモニタ

¡ Í CX-Programmer でモニタするこ
とはできません。

割付リレーエリアや割付 DM エリ
アの配置

― ― アドレスおよびビット配置が異な
るためユーザプログラムの変更が
必要です。

消費電流(DC5V) CJ: 370mA
CS: 380mA

CJ: 650mA
CS: 620mA

消費電流が増えます。

4 形 C£1W-ETN21 を使用したシステムの置き換え
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項目
置き換え元 置き換え先

置き換え時の影響形 CJ1W-ETN21
形 CS1W-ETN21

形 CJ1W-EIP21S
形 CS1W-EIP21S

電源ユニットの使用制約 ― ― 置き換え先機種では、以下の制約が
あります。消費電流の増加と併せ
て、電源ユニットの変更要否を確認
してください。
• 形 CJ1W-PD022 は使用不可
• 電断検知延長時間の設定の有無

による電源ユニットの制限
ユニットの起動時間 ― ― 置き換え先機種はユニットの起動

時間が長くなります。これにより、
置き換え前のシステムと比べ、
CPU ユニットの運転開始時間が数
秒遅くなります。システムの立ち
上げ動作への影響の確認が必要と
なります。

*1. CP1H CPU ユニットに接続時は、CX-Programmer および PLC バックアップツールで、該当する機能を使用できま
せん。

*2. CP1H CPU ユニットに接続時は、CX-Programmer および PLC バックアップツールで、形 CJ1W-EIP21S のセキュ
リティ機能のうち、以下の機能を使用できません。
• セキュア通信機能
• ユーザ認証機能
• 操作ログ機能

4 形 C£1W-ETN21 を使用したシステムの置き換え
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4-1-2 置き換え時の変更箇所
各項目において、変更が必要な箇所を示します。
これらの設定はすべて CX-Programmer で実施します。

¡: 設定必要、Í: 設定不要

項目

ユ
ー

ザ
プ

ロ
グ

ラ
ム

割
付

D
M

エ
リ

ア

高
機

能
ユ

ニ
ッ

ト
設

定

P
LC

シ
ス

テ
ム

設
定

I/O
テ

ー
ブ

ル 置き換え時の変更内容

ユニットの置き換え
（形 C£1W-ETN21 から形 C
£1W-EIP21S へ）

¡

(a)
¡

(b)
¡

(c)
Í ¡

(d)
(a)割付リレーエリアや割付 DM エリアの
変更が必要です。
(b)設定データの変更が必要です。
(c)置き換え先機種への再設定が必要です。
(d)置き換え先機種への変更が必要です。

FINS/UDP サービス Í Í ¡ Í Í • 設定の引き継ぎ支援機能を使用して置き
換える場合: 置き換え先機種への変更が
不要です。

• 手動で置き換える場合: ［FINS/UDP サ
ービスを使用する］に設定が必要です。

FINS/TCP サービス Í Í ¡ Í Í • 設定の引き継ぎ支援機能を使用して置き
換える場合: 置き換え先機種への変更が
不要です。

• 手動で置き換える場合: ［FINS/TCP サ
ービスを使用する］に設定が必要です。

Keep-alive Í Í ¡ Í Í Keep-alive 監視時間のデフォルト値が異
なります。デフォルト値で使用している場
合は、120 分に変更する必要があります。

DNS Í Í ¡ Í Í サービスを使用する場合、［DNS を使用す
る］に設定が必要です。

ソケットサービス ¡

(e)
¡

(f)
¡

(g)
Í Í (e)割付リレーエリアや割付 DM エリアの

変更が必要です。
また、TCP の送信データのフラグメントサ
イズが以下のように変わります。
• 形 C£1W-ETN21: 1024 バイト
• 形 C£1W-EIP21S: 1460 バイト
受信側のユーザプログラムへの影響を確認
する必要があります。
(f)直接 DM に反映されている場合は、変更
されたアドレスにデータを移動させます。
(g)［ステータスエリア］タブで連続する
64CH 分の未使用エリアを指定します。

ファイル転送（FTP） Í Í ¡ Í Í ［FTP を使用する］に設定が必要です。
• 設定の引き継ぎ支援機能を使用して置き

換える場合: パスワードの設定が必要で
す。

• 手動で置き換える場合: ログイン名、パ
スワードの設定が必要です。

4 形 C£1W-ETN21 を使用したシステムの置き換え
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項目

ユ
ー

ザ
プ

ロ
グ

ラ
ム

割
付

D
M

エ
リ

ア

高
機

能
ユ

ニ
ッ

ト
設

定

P
LC

シ
ス

テ
ム

設
定

I/O
テ

ー
ブ

ル 置き換え時の変更内容

PLC 内蔵時計の自動調整 ¡

(h)
Í ¡

(i)
Í Í (h)割付リレーエリアや割付 DM エリアの

変更が必要です。
(i)
• 設定の引き継ぎ支援機能を使用して置き

換える場合: 置き換え先機種への変更が
不要です。

• 手動で置き換える場合: ［SNTP サーバ
から時計情報を取得する］に設定が必要
です。

CX-One からの Ethernet
（FINS）によるオンライン接続

Í Í ¡ Í Í • 設定の引き継ぎ支援機能を使用して置き
換える場合: 置き換え先機種への変更が
不要です。

• 手動で置き換える場合: ネットワーク種
別を［Ethernet］でオンライン接続する
場合、FINS/UDP サービスを使用する設
定にする必要があります。ネットワーク
種別を［Ethernet（FINS/TCP)］でオン
ライン接続する場合、FINS/TCP サービ
スを使用する設定にする必要がありま
す。

消費電流 Í Í Í Í ¡ I/O テーブルを変更後に消費電流を確認し
ます。必要により電源ユニットの変更また
はユニット構成の変更が必要です。

電源ユニットの使用制約 Í Í Í ¡ Í 制約を検討した結果、電断検知延長時間の
設定を無効にする場合は、「0ms」に設定し
ます。

4 形 C£1W-ETN21 を使用したシステムの置き換え
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4-2 置き換えフロー
Ethernet ユニット（形 CJ1W-ETN21 および形 CS1W-ETN21）を使用したシステムの置き換えフロ
ーを以下に示します。事前準備のフローと置き換えの実行フローを説明します。

4-2-1 事前準備のフロー
置き換え前の準備の内容を以下に示します。このフローで置き換えの検討や置き換え後のユニット構
成に合わせた各データを準備します。
置き換え先のユニットは、置き換えを実行する前までに入手してください。

手順 項目 内容 参照先
1 置き換え先機種の確

認
置き換え元機種のシステム構成に対する置き換え先機種を
確認します。また置き換え先機種に対応するサポートソフ
トを確認します。

「4-3-1 置き換え先
機種の確認
(P.4-9)」

2 仕様や機能などの差
異の確認

置き換え元と置き換え先機種の仕様や機能などの差異を確
認し、置き換え元のシステムに対するハードウェア、ユー
ザプログラム、およびアプリケーションに対する影響を確
認します。

「4-3-2 仕様や機能
などの差異の確認
(P.4-9)」

3 サポートソフトの入
手

事前準備や置き換えの実行で使用するサポートソフトを入
手します。

「4-3-3 サポートソ
フトの入手
(P.4-9)」

4 データの読み出しと
保存

置き換え元のシステムから以下のデータを読み出して、保
存します。
本作業で読み出したデータを使用し、以降の作業で置き換
え先のシステムに合わせてデータの変更や設定を行いま
す。
• PLC のプロジェクトデータ

「4-3-4 データの読
み出しと保存
(P.4-9)」

5 I/O テーブルの作成 置き換え後のユニット構成に合わせて、I/O テーブルを作
成します。

「4-3-5 I/O テーブ
ルの作成
(P.4-10)」

6 電源ユニットの選定
と外形寸法の確認

置き換えにより発生する電源への制約に対し、電源ユニッ
トの変更要否を確認します。必要により電源ユニットを選
定します。選定した結果、電源ユニットを変更または増設
システムに変更した場合は、置き換え前後のユニット構成
の外形寸法の差異を確認します。

「4-3-6 電源ユニッ
トの選定と外形寸法
の確認 (P.4-11)」

7 高機能ユニット設定
の設定

置き換え元機種の設定に合わせて、置き換え先機種の高機
能ユニット設定を設定します。

「4-3-7 高機能ユニ
ット設定の設定
(P.4-11)」

8 PLC システム設定
の変更

置き換え時の制約事項に対し、以下の設定項目を必要に応
じて設定します。
• 電断検知延長時間

「4-3-8 PLC システ
ム設定の変更
(P.4-14)」

9 ユーザプログラムの
変更

割付リレーエリアや割付 DM エリアのアドレス、ビット配
置変更にともないユーザプログラム内で使用しているこれ
らのエリアのアドレスやビット位置を変更します。

「4-3-9 ユーザプロ
グラムの変更
(P.4-14)」

10 割付リレーエリアや
割付 DM エリアの
変更

置き換え元機種の割付リレーエリアや割付 DM エリアへの
データの書き込み先や読み出し先を、置き換え先機種の該
当エリアに合うように変更します。

「4-3-10 割付リレ
ーエリアや割付 DM
エリアの変更
(P.4-20)」

11 プロジェクトファイ
ルの保存

変更した各データを保存します。 「4-3-11 プロジェ
クトファイルの保存
(P.4-21)」

4 形 C£1W-ETN21 を使用したシステムの置き換え
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4-2-2 置き換えの実行フロー
事前準備の完了後に、実際に置き換えを行う内容を示します。置き換え後は必要に応じてセキュリテ
ィ施策を実施します。

手順 項目 内容 参照先
12 ユニットの置き換え

と配線
置き換え後のユニット構成に合わせて、ユニットを置き換
えます。
置き換えたユニットの配線を行います。

「4-4-1 ユニットの
置き換えと配線
(P.4-22)」

13 電源の投入 PLC に電源を投入します。 「4-4-2 電源の投入
(P.4-22)」

14 I/O テーブルの転送 電源の投入後、以下の異常が発生している場合は、作成し
た I/O テーブルを CPU ユニットに直接接続した CX-
Programmer で CPU ユニットに転送します。*1

• CPU 高機能ユニット設定異常
• I/O 設定異常（CJ シリーズ）
• I/O 照合異常（CS シリーズ）

「4-4-3 I/O テーブ
ルの転送
(P.4-22)」

15 データの転送 事前準備で変更した各データを PLC に書き込みます。 「4-4-4 データの転
送（パソコン→PLC）
(P.4-23)」

16 動作確認 意図どおりにシステムが動作することを確認します。 「4-4-5 動作確認
(P.4-24)」

17 セキュリティ施策の
実施*2

必要に応じて、置き換え後のシステム運用開始までに、外
部からの攻撃によるシステムのセキュリティリスクの低減
を行います。形 C£1W-EIP21S の EtherNet/IP ポートと
サポートソフトの接続は、ユーザ認証の設定をし、セキュ
ア通信（Secure Comm）でオンライン接続することを推奨
します。ユーザ認証やセキュア通信（Secure Comm）以外
にも、セキュリティリスクを低減するためのセキュリティ
機能を、形 C£1W-EIP21S およびサポートソフトに搭載し
ています。システム運用に合わせて、セキュリティ機能を
使用して、さらにセキュリティリスクの低減を行います。

「4-4-6 セキュリテ
ィ施策の実施
(P.4-24)」

18 セキュリティ施策の
実施後の動作確認

セキュリティ施策を実施した場合は、セキュリティ機能の
設定に対し、動作確認を行います。

「4-4-7 セキュリテ
ィ施策の実施後の動
作確認 (P.4-24)」

*1. サポートソフトを CPU ユニットの USB ポートやペリフェラルポートに直接接続することを意味します。
*2. 必要により実施してください。

4 形 C£1W-ETN21 を使用したシステムの置き換え
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4-3 事前準備
ここでは、置き換えの実行前に準備を行う手順を説明します。

4-3-1 置き換え先機種の確認
置き換え元機種のシステム構成に対する置き換え先機種を確認します。また置き換え先機種に対応す
るサポートソフトを確認します。
詳細については、「1-2-3 形 C£1W-ETN21 を使用したシステム (P.1-9)」を参照してください。

4-3-2 仕様や機能などの差異の確認
置き換え元と置き換え先機種の仕様や機能などの差異を確認し、置き換え元のシステムに対するハー
ドウェア、ユーザプログラム、およびアプリケーションに対する影響を確認します。
詳細は、「4-1 仕様や機能の差異と変更箇所 (P.4-2)」を参照してください。

4-3-3 サポートソフトの入手
事前準備や置き換えの実行で使用するサポートソフトを入手します。「1-3 サポートソフト (P.1-13)」
に示したバージョン以降の CX-One を入手してください。
以降の説明で使用するサポートソフトは該当の CX-One に格納されています。

4-3-4 データの読み出しと保存
置き換え元のシステムから以下のデータを読み出して、保存します。
本作業で読み出したデータを使用し、以降の作業で置き換え先のシステムに合わせてデータの変更や
設定を行います。

データ 内容 参照先
PLC のプロジェ
クトデータ*1

ユーザプログラム、PLC システム設定、I/O テーブル、
高機能ユニット設定、およびデータメモリ(DM)です。
CX-Programmer で読み出します。

「PLC のプロジェクトデータの読
み出し（PLC→パソコン）
(P.4-9)」

*1. CX-Programmer のプロジェクトファイルに格納されるデータです。本書では、PLC のプロジェクトデータ
と表記します。

本作業は置き換え元システムのデータの復元を可能にするために実施してください。置き換え元のシ
ステムのデータを所持している場合でも、実際の実機と差異があるとトラブルになるリスクが考えら
れますので、読み出して、保存しておくことを推奨します。

PLC のプロジェクトデータの読み出し（PLC→パソコン）
CX-Programmer を使用して、置き換え元の PLC から以下のプロジェクトデータを読み出して保存し
ます。
• ユーザプログラム
• PLC システム設定
• I/O テーブル
• 高機能ユニット設定
• データメモリ(DM)

4 形 C£1W-ETN21 を使用したシステムの置き換え
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PLC から上記に示す各データを読み出す方法と保存方法については、「2-3-4 データの読み出しと保
存 (P.2-17)」の「PLC のプロジェクトデータの読み出しと保存方法 (P.2-18)」を参照してください。

4-3-5 I/O テーブルの作成
置き換え後のユニット構成に合わせて、I/O テーブルを作成します。
CX-Programmer を使用して、置き換え元の PLC のプロジェクトデータで、I/O テーブル上の置き換
え元のユニットを置き換え先のユニットに変更します。
CX-Programmer による I/O テーブルの作成方法を以下に示します。CX-Programmer の操作方法
は、『CX-Programmer Ver.9.£オペレーションマニュアル(SBCA-337)』も併せて、参照してくださ
い。

1 CX-Programmer を使用して、置き換え元の PLC のプロジェクトデータで、I/O テーブルを開
きます。

2 設定の引き継ぎ支援機能を使用する場合は、形 C£1W-ETN21 の高機能ユニット設定を保存し
ます。設定の引き継ぎ支援機能を使用しない場合は、手順 3 へ進みます。
1) 設定を保存する形 C£1W-ETN21 を選択し、右クリックして、［高機能ユニット設定の保

存］を選択します。
［名前を付けて保存］ダイアログボックスが表示されます。

2) 保存する場所を指定し、任意のファイル名（拡張子: .xml）を付けて保存します。

3 I/O テーブルウィンドウで、置き換え元の形 C£1W-ETN21 を選択し、［ユニットの変更／確
定］を選択し、置き換え先の形 C£1W-EIP21S に変更します。または、形 C£1W-ETN21 を
選択し、右クリックして、［ユニットの追加］を選択し、形 C£1W-EIP21S に変更します。

4 形 C£1W-ETN21 を使用したシステムの置き換え
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「CJ1W-EIP21S」に変更

4 手順 3 の操作を繰り返して、置き換え後のユニット構成の I/O テーブルを作成します。

使用上の注意

CS シリーズでは、I/O テーブルを CPU ユニットに登録しないと動作しません。そのため、
I/O テーブルは必ず作成し、CPU ユニットに転送する必要があります。

4-3-6 電源ユニットの選定と外形寸法の確認
置き換えにより発生する電源への制約に対し、電源ユニットの変更要否を確認します。必要により電
源ユニットを選定します。選定した結果、電源ユニットを変更または増設システムに変更した場合は、
置き換え前後のユニット構成の外形寸法の差異を確認します。

「2-3-7 電源ユニットの選定と外形寸法の確認 (P.2-30)」を参照して、電源ユニットの選定と外形寸
法の確認を行ってください。

4-3-7 高機能ユニット設定の設定
CX-Programmer で、置き換え元の形 C£1W-ETN21 の設定に合わせて、置き換え先の形 C£1W-
EIP21S の高機能ユニット設定を設定します。

設定方法の種類
形 C£1W-EIP21S には、以下の 2 種類の設定方法があります。

設定方法 内容 参照
CX-Programmer の設定
の引き継ぎ支援機能によ
る設定

高機能ユニット設定を CX-Programmer の［高
機能ユニット設定の保存］および［高機能ユニ
ット設定の読出］を使用して設定します。

「CX-Programmer の設定の引き
継ぎ支援機能による設定
(P.4-12)」

CX-Programmer による
手動での設定

高機能ユニット設定を置き換え元機種の設定に
合わせて、手動で設定します。

「A-2-3 形 C£1W-ETN21 を使
用したシステムの置き換えの場
合の設定 (P.A-10)」

4 形 C£1W-ETN21 を使用したシステムの置き換え
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CX-Programmer の設定の引き継ぎ支援機能による設定は、CX-One のオートアップデート 2024 年
10 月以降から使用できます。手動での設定よりも設定が簡単な CX-Programmer の設定の引き継ぎ
支援機能による設定を推奨します。

CX-Programmer の設定の引き継ぎ支援機能による設定
ここでは、CX-Programmer の設定の引き継ぎ支援機能による形 C£1W-EIP21S の設定時の注意事項
と設定方法を説明します。

l IP アドレスがすべて 0 になっている場合の注意
形 C£1W-ETN21 の［設定］タブで、［IP アドレス］の設定が、すべて 0 になっている場合は、デ
ータメモリ(DM)に設定されています。その場合、読み出したデータメモリ(DM)に間違いがないか
確認してください。

l 形 C£1W-EIP21S に存在しない形 C£1W-ETN21 の設定項目の注意
以下の設定は形 C£1W-EIP21S に設定項目がないため、設定は引き継がれません。

形 C£1W-ETN21 の項目
設定内容

タブ 設定項目
設定 サブネット

マスク
［CIDR を使用する］に設定されます。形 C£1W-ETN21 で CIDR を使用しな
い設定になっていたとしても、置き換え後の形 C£1W-EIP21S の IP アドレス
は変わりません。

DNS ポート No. ポート No.が「53」に設定されます。
再送タイマ 再送タイマが固定値に設定されます。

SMTP 形 C£1W-EIP21S がメール機能をサポートしていないため設定できません。
POP
メールアド
レス
メール送信
メール受信
HTTP 形 C£1W-EIP21S が WEB 機能をサポートしていないため設定できません。

l 形 C£1W-EIP21S の設定方法
以下に形 C£1W-EIP21S の設定方法を示します。CX-Programmer の操作方法については、『CX-
Programmer Ver.9.£オペレーションマニュアル（SBCA-337）』を併せて参照してください。

1 置き換え後のユニット構成の I/O テーブルで、「4-3-5 I/O テーブルの作成 (P.4-10)」で保存し
た各形 C£1W-ETN21 の設定を、［高機能ユニット設定の読出］を実施し、設定します。
1) CX-Programmer で、置き換え後のユニット構成の I/O テーブルを開きます。

2) 設定する形 C£1W-EIP21S を選択し、右クリックして、［高機能ユニット設定の読出］を選
択します。

4 形 C£1W-ETN21 を使用したシステムの置き換え
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3) 設定するファイルを選択し、［開く］ボタンをクリックします。
このとき、設定するファイルの選択を間違えないようにしてください。
選択したファイルの設定内容が、選択した高機能ユニットに設定されます。

2 置き換え前と置き換え後では設定項目とデフォルト値に差異があるため、設定の引き継ぎ支援
機能では引き継がれない設定があります。引き継がれない以下の設定項目を該当するタブを選
択して、設定します。

形 C£1W-EIP21S の項目
設定内容

タブ 設定項目
TCP/IP TCP/IP

keep-alive
Keep-alive 監視時間のデフォルト値が異なります。デフォルト値で使用
している場合は、120 分に変更する必要があります。「120」を入力しま
す。

DNS 置き換え後はデフォルトの［DNS を使用しない］が設定されています。
DNS サーバを使用している場合は、［DNS を使用する］にチェックを入れ
ます。

Ethernet LINK 設定 形 C£1W-EIP21S では、設定項目の［伝送速度］が［LINK 設定］に、設
定値の［自動検出］が［Auto］に変更されています。置き換え後はデフォ
ルトの［Auto］が設定されるので、［Auto］以外を設定したい場合は再設
定します。
例えば、［10BASE-T］を使用している場合、［10Mbps Half Duplex］ま
たは［10Mbps Full Duplex］のいずれかを設定します。

FTP 置き換え後はデフォルトの［FTP を使用しない］が設定されています。FTP
を使用する場合は、［FTP を使用する］にチェックを入れます。

パスワード パスワードがクリアされます。パスワードを再設定します。形 C£1W-
ETN21 は、パスワードなしを選択できますが、形 C£1W-EIP21S は、パ
スワードの設定が必要です。なお、パスワードに以下の変更があります。
• 有効文字が半角英数字 0～8 字から 8～16 字に変更
• 表示が伏字に変更

ポート No デフォルト値が設定されます。置き換え元の設定に合わせて、ポート番号
を設定します。

ステータス
エリア

レイアウト
タイプ

形 C£1W-EIP21S で、ソケットサービスを使用する場合は、［レイアウト
タイプ］を［ユーザ定義］に変更します。

割付エリア 形 C£1W-EIP21S で、ソケットサービスを使用する場合は、連続する
64CH 分の未使用エリアの先頭 CH を登録します。

4 形 C£1W-ETN21 を使用したシステムの置き換え
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参考

以下に示すセキュリティ機能の設定項目が追加されますが、この時点では設定しません。
• ポートのオープン／クローズ機能
• IP パケットフィルタ機能
置き換え完了後に、必要に応じて設定します。
詳細は、「4-4-6 セキュリティ施策の実施 (P.4-24)」を参照してください。

3 設定後、PLC のプロジェクトデータを保存します。

4-3-8 PLC システム設定の変更
置き換え時の制約事項に対し、以下の設定項目を必要に応じて設定します。
•［電断検知延長時間］

l 電断検知延長時間
この設定項目は、「2-3-8 CPU ユニットの設定 (P.2-35)」の「電断検知延長時間の設定 (P.2-36)」
を参照して設定してください。

4-3-9 ユーザプログラムの変更
形 C£1W-EIP21S に置き換える場合、命令などの変更は不要ですが、ユニットに割り付けられている
割付リレーエリアと割付 DM エリアの CH 番号やビット配置が大幅に変更されています。
これらのエリアをユーザプログラムで使用している場合は、その変更作業が必要になります。
また、ソケットサービスで TCP の送信データのフラグメントサイズが以下のように変わります。
• 形 C£1W-ETN21: 1024 バイト
• 形 C£1W-EIP21S: 1460 バイト
受信側のユーザプログラムへの影響を確認し、必要によりユーザプログラムを変更してください。

割付リレーエリアの差異
割付リレーエリアは以下の差異があります。
ユーザプログラムで使用しているチャンネルおよびビット（接点）は下表に従って変更してください。

4 形 C£1W-ETN21 を使用したシステムの置き換え
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形CJ1W-ETN21
形CS1W-ETN21

形CJ1W-EIP21S
形CS1W-EIP21S 変更内容CH*1

ユニットコントロールスイッチ ソフトスイッチn

UDPソケットNo.1ステータス

UDPソケットNo.2ステータス

UDPソケットNo.3ステータス

UDPソケットNo.4ステータス

UDPソケットNo.5ステータス
UDPソケットNo.6ステータス

TCPソケットNo.6ステータス

UDPソケットNo.7ステータス

TCPソケットNo.7ステータス

UDPソケットNo.8ステータス

TCPソケットNo.8ステータス

TCPソケットNo.1ステータス
TCPソケットNo.2ステータス
TCPソケットNo.3ステータス
TCPソケットNo.4ステータス
TCPソケットNo.5ステータス

n+1

n+2

n+3

n+4

n+13

n+14

n+16

サービスステータス

エラーステータス

未使用

FINS/TCPコネクション接続ステータス

FINS/TCPコネクション接続ステータス

ソケットサービス
要求スイッチ2

UDPソケット
No.2ステータス 

UDPソケット
No.4ステータス 

UDPソケット
No.6ステータス 

UDPソケット
No.8ステータス 

TCPソケット
No.2ステータス 

TCPソケット
No.4ステータス 

TCPソケット
No.6ステータス 

TCPソケット
No.8ステータス 

UDPソケット
No.1ステータス 

UDPソケット
No.3ステータス 

UDPソケット
No.5ステータス 

UDPソケット
No.7ステータス 

TCPソケット
No.1ステータス 

TCPソケット
No.3ステータス 

TCPソケット
No.5ステータス 

TCPソケット
No.7ステータス 

ソケットサービス
要求スイッチ1

ソケットサービス
要求スイッチ4

ソケットサービス
要求スイッチ3

ソケットサービス
要求スイッチ6

ソケットサービス
要求スイッチ5

ソケットサービス
要求スイッチ8

ソケットサービス
要求スイッチ7

ソケットサービス
要求スイッチ2

ソケットサービス
要求スイッチ1

ソケットサービス
要求スイッチ4

ソケットサービス
要求スイッチ3

ソケットサービス
要求スイッチ6

ソケットサービス
要求スイッチ5

ソケットサービス
要求スイッチ8

ソケットサービス
要求スイッチ7

ビット配置が違い
ます。*2

サービスステータ
スが反映されま
す。

エラーステータス
が反映されます。

アドレスが違いま
す。 ビット配置は
同一です。 
ソケットサービス
を使用している場
合に変更が必要
です。

アドレスおよびビ
ット配置が違いま
す。*3
ソケットサービス
を使用している場
合に変更が必要
です。 

アドレスが違いま
す。ビット配置は
同一です。 

n+17

n+18

n+19

n+20

n+21

n+22

n+23

n+24

n+5

n+6

n+7

n+15

n+8

n+9

n+10

n+11

n+12

15 8 7 0 15 8 7 0

予約 ―
予約 ―
予約 ―
予約 ―
予約
ユニットステータス1

ユニットステータス2

通信ステータス1

通信ステータス2

通信ステータス3

―

―予約

―
―
―

*1. n=1500+（25×ユニット番号）
*2. ソフトスイッチのビット（接点）配置は以下の違いがあります。

4 形 C£1W-ETN21 を使用したシステムの置き換え
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時計情報自動調整実行スイッチ

ソケット強制クローズスイッチ

メール送信スイッチ

14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 015

ソケット強制クローズスイッチ

タグデータリンク開始

タグデータリンク停止

14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 015

＜形C£1W-ETN21＞ ＜形C£1W-EIP21S＞

時計情報自動調整実行スイッチ

*3. UDP ソケット No.1～8 ステータス、TCP ソケット No.1～8 ステータスのビット（接点）配置は以下の違いがありま
す。

クローズ処理中フラグ

受信処理中フラグ

オープン処理中フラグ

送信処理中フラグ

受信データあり／なしフラグ

結果格納異常フラグ

オープン処理中フラグ

送信処理中フラグ

クローズ処理中フラグ

受信データあり／なしフラグ

結果格納異常フラグ

TCPコネクト／UDPオープン済みフラグ

受信処理中フラグ

14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 015

＜形C£1W-ETN21＞
14 13 12 11 10 9 8

UDP/TCPソケット
No.2,4,6,8ステータス
UDP/TCPソケット
No.1,3,5,7ステータス

15

7 6 5 4 3 2 1 0

＜形C£1W-EIP21S＞

TCPコネクト／UDPオープン済みフラグ

割付 DM エリアの差異
割付 DM エリアは以下の差異があります。
ユーザプログラムで使用しているチャンネルおよびビット（接点）は下表に従って変更してください。

4 形 C£1W-ETN21 を使用したシステムの置き換え
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形CJ1W-ETN21
形CS1W-ETN21

形CJ1W-EIP21S
形CS1W-EIP21S

変更内容CH*1

m

m+1

m+2

:

m+8

m+9

m+10

:

:

:

m+16

m+17

m+18

:

m+26

m+27

m+28

:

m+36

m+37

m+38

:

m+46

m+47

m+48

:

m+56

m+57

m+58

:

m+66

m+67

m+68

:

m+76

m+77

m+78

:

m+86

m+87

m+88

:

m+96

m+97

m+98

m+99

メール送信ステータス1

TCPソケットNo.1受信データバイト数

メール送信ステータス2

ソケットサービス パラメータエリア1

ソケットサービス パラメータエリア2

ソケットサービス パラメータエリア3

ソケットサービス パラメータエリア4

ソケットサービス パラメータエリア5

ソケットサービス パラメータエリア6

ソケットサービス パラメータエリア7

ソケットサービス パラメータエリア8

ソケットサービス パラメータエリア2

ソケットサービス パラメータエリア3

ソケットサービス パラメータエリア4

ソケットサービス パラメータエリア5

ソケットサービス パラメータエリア6

ソケットサービス パラメータエリア7

ソケットサービス パラメータエリア8

IPアドレス表示・設定エリア 

D5エラー（照合異常（ターゲット不在））
マスク機能設定 

TCPソケットNo.1コネクション状態
TCPソケットNo.2コネクション状態

TCPソケットNo.2受信データバイト数

TCPソケットNo.8受信データバイト数

TCPソケットNo.8コネクション状態

TCPソケットNo.1受信データバイト数

TCPソケットNo.1コネクション状態

ソケットサービス パラメータエリア1

TCPソケットNo.2コネクション状態

TCPソケットNo.2受信データバイト数

TCPソケットNo.8受信データバイト数

TCPソケットNo.8コネクション状態

未使用
アドレス、ビット配置
に変更はありません。 

アドレス、ビット配置
に変更はありません。 

アドレス、ビット配置
に変更はありません。 

アドレスが1CHずれ
ます。 
ソケットサービスを
使用している場合に
変更が必要です。 

IPアドレス表示・設定エリア 

―

―

:

:

*1. m=D30000+（100×ユニット番号）

ユーザプログラムの変更手順
割付リレーエリアと割付 DM エリアを修正します。

4 形 C£1W-ETN21 を使用したシステムの置き換え
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1 ユーザプログラムでの割付リレーエリアおよび割付 DM エリアの使用の有無を確認します。
CX-Programmer のクロスリファレンス機能で、ユーザプログラム内に該当のチャネルやビッ
ト（接点）を使用しているかを確認します。［表示］-［クロスリファレンスレポート］

以下の画面が表示されます。以下に選択後、［レポート作成］ボタンをクリックします。
1)［レポート種別］: ［クロスリファレンスリスト（詳細）］

2)［エリア種別］: ［IO］
この画面で、割付リレーエリアの使用の有無を確認します。
たとえば、ユニット No.0 の場合、割付リレーエリアは 1500～1524CH になります。
以下の画面では 1500.02 と 1500.04 が使用されていることがわかります。

同様に割付 DM エリアについても、［エリア種別:］を［D］にして検索することができます。

2 ユーザプログラムを修正します。
クロスリファレンスリストの該当するアドレス／ビットを選択し、ダブルクリックすると、使
用しているプログラムの場所にジャンプします。ここでエリアの差異に従って、アドレス／ビ
ットを修正します。
この例では、1500.02→1500.10、1500.04→1500.05 に変更します。

4 形 C£1W-ETN21 を使用したシステムの置き換え
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1500.10に変更

1500.05に変更

修正方法としては、［編集］メニューの中に［置換］と［一括変更］があります。
以下に画面を示します。

その他のユーザプログラムの変更
置換や一括変更だけでは、プログラムの修正が不十分なケースがあります。また、ソケットサービス
で TCP の送信データのフラグメントサイズが変わります。以下に不十分なケースおよびフラグメン
トサイズの変更について示します。

l ビットを指定した命令を使用している場合
ビットを指定した命令を使用している場合、指定オペランドの数値を変更する必要があります。
以下は、1501CH の UDP ソケット No.1 ステータスの受信データあり／なしフラグ（13 ビット）
を 300CH の 0 ビットにコピーするプログラム例です。
これを形 C£1W-EIP21S に変更する場合は、アドレスを 1516CH に変更します。またビット配置
は 13 ビットから 4 ビットに変更されるため、第 2 オペランドを「D(13)」から「04」に変更する
必要があります。

l 間接 DM やインデックスレジスタを使用している場合
クロスリファレンスリストでは、間接 DM やインデックスレジスタを確認できません。

4 形 C£1W-ETN21 を使用したシステムの置き換え
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［Ctrl］+［F］で検索画面を表示して、「IR」、「*D」、「*E」、「@D」、および「@E」などが存在しな
いか確認します。存在する場合は、該当の割付リレーエリアや割付 DM エリアが指定されていない
か確認してください。

l ソケットサービス用のファンクションブロックを使用している場合
置き換え元機種では、ソケットサービス用のファンクションブロックが用意されています。ただ
し、形 C£1W-ETN21 用のため、形 C£1W-EIP21S では使用できません。該当ファンクションブ
ロックを使用している場合は、形 C£1W-EIP21S 用のソケットサービスのファンクションブロッ
クに置き換えてください。
形 C£1W-ETN21 用と形 C£1W-EIP21S 用のソケットサービスのファンクションブロックを以
下に示します。

機能名
置き換え元

形 C£1W-ETN21 用
置き換え先

形 C£1W-EIP21S 用
FB 番号 FB 名称 FB 番号 FB 名称

TCP ソケットオー
プン(PASSIVE)

ETN001 _ETN001_SOCKET_TcpOpenP
assive

EIPS001 _EIPS001_SOCKET_TcpOpenP
assive

TCP ソケットオー
プン(ACTIVE)

ETN002 _ETN002_SOCKET_TcpOpenA
ctive

EIPS002 _EIPS002_SOCKET_TcpOpenA
ctive

TCP ソケットクロ
ーズ

ETN003 _ETN003_SOCKET_TcpClose EIPS003 _EIPS003_SOCKET_TcpClose

TCP ソケット送信 ETN004 _ETN004_SOCKET_TcpSend EIPS004 _EIPS004_SOCKET_TcpSend
TCP ソケット受信 ETN005 _ETN005_SOCKET_TcpRecv EIPS005 _EIPS005_SOCKET_TcpRecv
UDP ソケットオー
プン

ETN011 _ETN011_SOCKET_UdpOpen EIPS011 _EIPS011_SOCKET_UdpOpen

UDP ソケットクロ
ーズ

ETN013 _ETN013_SOCKET_UdpClose EIPS013 _EIPS013_SOCKET_UdpClose

UDP ソケット受信 ETN014 _ETN014_SOCKET_UdpRecv EIPS014 _EIPS014_SOCKET_UdpRecv
UDP ソケット送信 ETN015 _ETN015_SOCKET_UdpSend EIPS015 _EIPS015_SOCKET_UdpSend

これらのファンクションブロックの使用方法の詳細については、CX-Programmer のヘルプにある
Smart FB ライブラリリファレンスを参照してください。

l TCP の送信データのフラグメントサイズ変更
ソケットサービスで TCP の送信データのフラグメントサイズが以下のように変わります。
• 形 C£1W-ETN21: 1024 バイト
• 形 C£1W-EIP21S: 1460 バイト
受信側のユーザプログラムへの影響を確認し、必要によりユーザプログラムを変更してください。

4-3-10 割付リレーエリアや割付 DM エリアの変更

l 直接データを書き込みして使用している場合
設定データの用途で、割付リレーエリアや割付 DM エリアに、直接データを書き込みしている場合
があります。その場合は、置き換え元機種の割付リレーエリアや割付 DM エリアに、データを書き
込みしていないかを確認してください。書き込みしている場合は、置き換え先機種の割付リレーエ
リアや割付 DM エリアに移行してください。

l 他機器からの割付エリアへの書き込み、読み出し
ネットワークに接続されている他機器（HMI やコンピュータ）から割付 DM エリアに書き込みして
使用している場合があります。その場合は、置き換えによる割付リレーエリアや割付 DM エリアの
変更に合わせて、他機器の書き込みや読み出し先を変更してください。

4 形 C£1W-ETN21 を使用したシステムの置き換え
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4-3-11 プロジェクトファイルの保存
変更の完了後、ファイル名を変更して、プロジェクトファイルを保存します。

［ファイル］-［名前を付けて保存］
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4-4 置き換えの実行
ここでは、実際に置き換えを行う内容を説明します。

4-4-1 ユニットの置き換えと配線

1 置き換え前にバックアップを行います。
置き換えが成功しなかったリスクを想定して、メモリカードでの簡易バックアップまたは PLC
バックアップツールで PLC データのバックアップを実施してください。

2 装置の電源を OFF します。

3 形 C£1W-ETN21 からケーブルを外し、ユニットを取り外します。

4 形 C£1W-EIP21S のユニット番号とノードアドレスのハードウェア設定を、置き換え元の形 C
£1W-ETN21 に合わせて設定します。

5 形 C£1W-EIP21S を取り付けます。なおケーブルは後工程の動作確認時に取り付けます。

4-4-2 電源の投入
装置の安全を確認して、置き換え後の PLC に電源を投入します。

使用上の注意

形 C£1W-EIP21S はユニットの起動に時間がかかります。これにより、置き換え前のシステム
と比べ、CPU ユニットの運転開始時間が数秒遅くなります。

4-4-3 I/O テーブルの転送
PLC に電源投入後、以下の異常が発生している場合は、「4-3-5 I/O テーブルの作成 (P.4-10)」で作
成した置き換え後のユニット構成の I/O テーブルを PLC に転送します。
• CPU 高機能ユニット設定異常
• I/O 設定異常（CJ シリーズ）
• I/O 照合異常（CS シリーズ）
CX-Programmer を CPU ユニットの USB ポートやペリフェラルポートなどに直接接続して、オンラ
イン接続し、転送します。この時点では、高機能ユニット設定の転送は不要です。後述する「4-4-4 デ
ータの転送（パソコン→PLC） (P.4-23)」で転送します。
転送すると、CPU ユニットに置き換え後の実構成と一致した I/O テーブルが登録されるため、これら
の異常が解消されます。

使用上の注意

CS シリーズでは、I/O テーブルを CPU ユニットに登録しないと動作しません。

4 形 C£1W-ETN21 を使用したシステムの置き換え
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I/O テーブルを転送する方法
以下に I/O テーブルを転送する方法を示します。
CX-Programmer の操作方法および CPU ユニットと CX-Programmer との接続方法については、

『CX-Programmer Ver.9.£オペレーションマニュアル（SBCA-337）』も併せて参照してください。
また CPU ユニットと CX-Programmer との接続方法については、使用する CPU ユニットのユーザー
ズマニュアルも参照してください。

1 CPU ユニットとパソコンを周辺ツール接続用ケーブルなどで接続します。

2 CX-Programmer を起動します。

3 PLC にオンライン接続し、プログラムモードに変更します。
［PLC］–［オンライン接続］
［PLC］–［動作モード］–［プログラム］

4 I/O テーブルを PLC へ転送します。
［PLC］–［転送］–［転送［パソコン→PLC］］

(2) ［OK］ボタンをクリックします。
(1) I/Oテーブルをチェックします。

4-4-4 データの転送（パソコン→PLC）
事前準備にて、置き換え後のユニット構成に合わせて作成した PLC のプロジェクトデータを実機に転
送します。CX-Programmer を CPU ユニットの USB ポートやペリフェラルポートなどに直接接続
して、オンライン接続し、PLC に転送します。
転送対象の PLC のプロジェクトデータは以下です。なお、事前準備において、変更しなかったデータ
については、転送する必要はありません。

4 形 C£1W-ETN21 を使用したシステムの置き換え
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• ユーザプログラム
• PLC システム設定
• I/O テーブル
• 高機能ユニット設定
• データメモリ(DM)

「2-4-3 各データの転送 (P.2-47)」の「PLC のプロジェクトデータの転送方法 (P.2-48)」を参照し
て、PLC のプロジェクトデータを転送してください。

4-4-5 動作確認

1 PLC の電源を OFF します。

2 形 C£1W-EIP21S にケーブルを取り付けます。

3 装置の安全を確認して、PLC の電源を ON します。

4 装置が意図どおりに動作していることを確認します。

各ユニットの動作確認方法やトラブルシューティングについては、使用するユニットのユーザーズマ
ニュアルを参照してください。

4-4-6 セキュリティ施策の実施
必要に応じて、置き換え後のシステム運用開始までに、外部からの攻撃によるシステムのセキュリテ
ィリスクの低減を行います。形 C£1W-EIP21S の EtherNet/IP ポートとサポートソフトの接続は、
ユーザ認証の設定をし、セキュア通信（Secure Comm）でオンライン接続することを推奨します。
ユーザ認証やセキュア通信（Secure Comm）以外にも、セキュリティリスクを低減するためのセキュ
リティ機能を、形 C£1W-EIP21S およびサポートソフトに搭載しています。システム運用に合わせ
て、セキュリティ機能を使用して、さらにセキュリティリスクの低減を行います。
詳細については「2-4-5 セキュリティ施策の実施 (P.2-53)」を参照してください。

4-4-7 セキュリティ施策の実施後の動作確認
セキュリティ施策を実施した場合は、セキュリティ機能の設定に対し、動作確認を行います。

4 形 C£1W-ETN21 を使用したシステムの置き換え
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5-1 仕様や機能の差異と変更箇所
ここでは置き換え元機種（形 CS1D-ETN21D）と置き換え先機種（形 CS1W-EIP21S）の仕様や機
能の差異および置き換え時の変更箇所について示します。

使用上の注意

形 CS1D-ETN21D がサポートするネットワークの二重化機能を、形 CS1W-EIP21S はサポー
トしていません。ネットワークの二重化をしている形 CS1D-ETN21D を形 CS1W-EIP21S
に置き換える場合、ネットワークの二重化用のプログラムを作成する必要があります。
置き換え前の二重化のシステム仕様を満たすように、プログラムを作成してください。置き換
え後、二重化のシステム評価を十分に行い、二重化のシステム仕様を満たしているかどうかを
確認してください。
ネットワークの二重化用プログラムの作成については、「通信二重化プログラムの作成
(P.5-16)」を参照してください。サンプルプログラムについては、「A-1 通信二重化サンプル
プログラム (P.A-2)」を参照してください。

5-1-1 仕様や機能の差異
置き換え元機種（形 CS1D-ETN21D）と置き換え先機種（形 CS1W-EIP21S）との仕様や機能の差
異は以下のとおりです。

¡: サポートあり、Í: サポートなし

項目
置き換え元 置き換え先

置き換え時の影響
形 CS1D-ETN21D 形 CS1W-EIP21S

ネットワークの二重化（FINS メッ
セージ通信の二重化）

¡ Í ネットワークの二重化用のプログ
ラムを作成する必要があります。
その他に以下の影響があります。
• 異常時のネットワークの切り替

え時間が変わります。
• システム上に二重化したパソコ

ンがある場合、パソコン側のプロ
グラムも二重化するプログラム
に変更する必要があります。

• FINS メッセージ通信のネット
ワーク階層越えはできません。

• ネットワーク加入ステータスは
ありません。

メモリカードのテキストファイル
による設定

¡ Í 本機能は使用できません。

タグデータリンク通信サービス Í ¡ 影響ありません。
CIP メッセージ通信サービス Í ¡ 影響ありません。
FINS/UDP サービス ¡ ¡ サービスを使用する場合、

［FINS/UDP サービスを使用する］
に設定する必要があります。

FINS/TCP サービス ¡ ¡ サービスを使用する場合、
［FINS/TCP サービスを使用する］
に設定する必要があります。

Keep-alive ¡ ¡ Keep-alive 監視時間のデフォルト
値が異なります。デフォルト値で
使用している場合は、120 分に変
更する必要があります。

ソケットサービス Í ¡ 影響ありません。
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項目
置き換え元 置き換え先

置き換え時の影響
形 CS1D-ETN21D 形 CS1W-EIP21S

ファイル転送（FTP） Í ¡ 影響ありません。
PLC 内蔵時計の自動調整 Í ¡ 影響ありません。
セキュリティ機能 Í ¡ セキュリティリスク低減のため、必

要により本機能を使用します。機
能を使用する場合は、設定が必要で
す。

簡易バックアップ ¡ ¡ 形 CS1D-ETN21D のバックアッ
プデータを形 CS1W-EIP21S にリ
ストアできません。

異常履歴 ¡ ¡ 影響ありません。
PING コマンド応答 ¡ ¡ 影響ありません。
SNMP/SNMP トラップ Í ¡ 影響ありません。
IP アドレス CIDR 機能 Í ¡ 影響ありません。
CX-One からの EtherNet/IP によ
るオンライン接続

Í ¡ セキュリティリスク低減のため、置
き換え後の本接続方法は推奨しま
せん。

CX-One からの Ethernet（FINS）
によるオンライン接続

¡ ¡ セキュリティリスク低減のため、置
き換え後の本接続方法は推奨しま
せん。
ネットワーク種別を［Ethernet］で
オンライン接続する場合、
FINS/UDP サービスを使用する設
定にする必要があります。ネット
ワーク種別を［Ethernet（FINS/
TCP)］でオンライン接続する場合、
FINS/TCP サービスを使用する設
定にする必要があります。

CX-One からのセキュア通信によ
る EtherNet/IP ポート経由での
CPU ユニットへのオンライン接続

Í ¡ 置き換え後、セキュリティリスク低
減のために本機能を使用すること
を推奨します。機能使用時は設定
が必要です。

Network Configurator からの
EtherNet/IP によるオンライン接
続

Í ¡ 影響ありません。

CX-Programmer でのソフトスイ
ッチのモニタ

¡ Í CX-Programmer でモニタするこ
とはできません。

割付リレーエリアや割付 DM エリ
アの配置

― ― アドレス配置が異なるため、ユーザ
プログラムの変更が必要です。

消費電流(DC5V) 380mA 620mA 消費電流が増えます。
電源ユニットの使用制約 ― ― 置き換え先機種では、以下の制約が

あります。消費電流の増加と併せ
て、電源ユニットの変更要否を確認
してください。
• 電断検知延長時間の設定の有無

による電源ユニットの制限
ユニットの起動時間 ― ― 置き換え先機種はユニットの起動

時間が長くなります。これにより、
置き換え前のシステムと比べ、
CPU ユニットの運転開始時間が数
秒遅くなります。システムの立ち
上げ動作への影響の確認が必要と
なります。
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5-1-2 置き換え時の変更箇所
各項目において、変更が必要な箇所を示します。
これらの設定は CX-Programmer および CX-Integrater で実施します。
ルーチングテーブル以外は CX-Programmer で設定します。ルーチングテーブルは CX-Integrator
で設定します。

¡: 設定必要、Í: 設定不要

項目

ユ
ー

ザ
プ

ロ
グ

ラ
ム

デ
ー

タ
メ

モ
リ

(D
M

)

高
機

能
ユ

ニ
ッ

ト
設

定

P
LC

シ
ス

テ
ム

設
定

I/O
テ

ー
ブ

ル

ル
ー

チ
ン

グ
テ

ー
ブ

ル
置き換え時の変更内容

ユニットの置き換え
ネットワークの二重化（FINS
メッセージ通信の二重化）

¡

(a)
¡

(b)
¡

(c)
¡

(d)
¡

(e)
¡

(f)
(a)ネットワーク二重化をプログラムす
る必要があります。また、割付リレーエ
リアの変更が必要です。
(b)IP アドレスをデフォルトで使用して
いた場合、IP アドレスの設定が必要で
す。なお IP アドレスは、高機能ユニッ
ト設定でも設定可能です。データメモ
リ(DM)または高機能ユニット設定で設
定します。
(c)置き換え先機種への再設定が必要で
す。
(d)通信二重化の設定解除が必要です。
(e)置き換え先機種への変更が必要で
す。
(f)二重化していたネットワークの変更
が必要です。

FINS/UDP サービス Í Í ¡ Í Í Í ［FINS/UDP サービスを使用する］に設
定が必要です。

FINS/TCP サービス Í Í ¡ Í Í Í ［FINS/TCP サービスを使用する］に設
定が必要です。

Keep-alive Í Í ¡ Í Í Í Keep-alive 監視時間のデフォルト値が
異なります。デフォルト値で使用して
いる場合は、120 分に変更する必要があ
ります。

CX-One からの
Ethernet(FINS)によるオン
ライン接続

Í Í ¡ Í Í Í ネットワーク種別を［Ethernet］でオン
ライン接続する場合、FINS/UDP サー
ビスを使用する設定にする必要があり
ます。ネットワーク種別を［Ethernet

（FINS/TCP)］でオンライン接続する場
合、FINS/TCP サービスを使用する設定
にする必要があります。

消費電流 Í Í Í Í ¡ Í I/O テーブルを変更後に消費電流を確
認します。必要により電源ユニットの
変更またはユニット構成の変更が必要
です。

電源ユニットの使用制約 Í Í Í ¡ Í Í CS シリーズ CS1D の場合、電断検知延
長時間の設定を無効にする必要があり
ます。

「0ms」に設定します。
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5-2 置き換えフロー
Ethernet ユニット（形 CS1D-ETN21D）を使用したシステムの置き換えフローを以下に示します。
事前準備のフローと置き換えの実行フローを説明します。

5-2-1 事前準備のフロー
置き換え前の準備の内容を以下に示します。このフローで置き換えの検討や置き換え後のユニット構
成に合わせた各データを準備します。
置き換え先のユニットは、置き換えを実行する前までに入手してください。

手順 項目 内容 参照先
1 置き換え先機種の確

認
置き換え元機種のシステム構成に対する置き換え先機種を
確認します。また置き換え先機種に対応するサポートソフ
トを確認します。

「5-3-1 置き換え先
機種の確認
(P.5-7)」

2 仕様や機能などの差
異の確認

置き換え元と置き換え先機種の仕様や機能などの差異を確
認し、置き換え元のシステムに対するハードウェア、ユー
ザプログラム、およびアプリケーションに対する影響を確
認します。

「5-3-2 仕様や機能
などの差異の確認
(P.5-7)」

3 サポートソフトの入
手

事前準備や置き換えの実行で使用するサポートソフトを入
手します。

「5-3-3 サポートソ
フトの入手
(P.5-7)」

4 データの読み出しと
保存

置き換え元のシステムから以下のデータを読み出して、保
存します。
本作業で読み出したデータを使用し、以降の作業で置き換
え先のシステムに合わせてデータの変更や設定を行いま
す。
• PLC のプロジェクトデータ
• ルーティングテーブル

「5-3-4 データの読
み出しと保存
(P.5-7)」

5 I/O テーブルの作成 置き換え後のユニット構成に合わせて、I/O テーブルを作
成します。

「5-3-5 I/O テーブ
ルの作成
(P.5-10)」

6 電源ユニットの選定
と外形寸法の確認

置き換えにより発生する電源への制約に対し、電源ユニッ
トの変更要否を確認します。必要により電源ユニットを選
定します。選定した結果、電源ユニットを変更または増設
システムに変更した場合は、置き換え前後のユニット構成
の外形寸法の差異を確認します。

「5-3-6 電源ユニッ
トの選定と外形寸法
の確認 (P.5-11)」

7 ルーチングテーブル
の変更

ルーチングテーブルを設定します。 「5-3-7 ルーチング
テーブルの変更
(P.5-11)」

8 高機能ユニット設定
の設定

置き換え元機種の設定に合わせて、置き換え先機種の高機
能ユニット設定を設定します。

「5-3-8 高機能ユニ
ット設定の設定
(P.5-12)」

9 PLC システム設定
の変更

通信ユニット二重化の設定を解除します。
また、置き換え時の制約事項に対し、以下の設定項目を必
要に応じて設定します。
• 電断検知延長時間

「5-3-9 PLC システ
ム設定の変更
(P.5-15)」

10 ユーザプログラムの
変更

通信二重化のためのプログラムを作成します。
また、置き換え元と置き換え先機種で、割付リレーエリア
や割付 DM エリアに差異があります。その差異に応じて、
ユーザプログラムを変更します。

「5-3-10 ユーザプ
ログラムの変更
(P.5-16)」

5 形 CS1D-ETN21D を使用したシステムの置き換え
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手順 項目 内容 参照先
11 割付リレーエリアや

割付 DM エリアの
変更

置き換え元機種の割付リレーエリアや割付 DM エリアへの
データの書き込み先や読み出し先を、置き換え先機種の該
当エリアに合うように変更します。
また、IP アドレスをデフォルトで使用していた場合、IP ア
ドレスを設定します。

「5-3-11 割付リレ
ーエリアや割付 DM
エリアの変更
(P.5-20)」

12 プロジェクトファイ
ルの保存

変更した各データを保存します。 「5-3-12 プロジェ
クトファイルの保存
(P.5-21)」

5-2-2 置き換えの実行フロー
事前準備の完了後に、実際に置き換えを行う内容を示します。置き換え後は必要に応じてセキュリテ
ィ施策を実施します。

手順 項目 内容 参照先
13 ユニットの置き換え

と配線
置き換え後のユニット構成に合わせて、ユニットを置き換
えます。
置き換えたユニットの配線を行います。

「5-4-1 ユニットの
置き換えと配線
(P.5-22)」

14 電源の投入 PLC に電源を投入します。 「5-4-2 電源の投入
(P.5-22)」

15 異常の解除 通信二重化異常および CPU 高機能ユニット設定異常の解
除を行います。

「5-4-3 異常の解除
(P.5-22)」

16 データの転送 事前準備で変更した各データを PLC に書き込みます。 「5-4-4 データの転
送（パソコン→PLC）
(P.5-24)」

17 動作確認 意図どおりにシステムが動作することを確認します。 「5-4-5 動作確認
(P.5-27)」

18 セキュリティ施策の
実施*1

必要に応じて、置き換え後のシステム運用開始までに、外
部からの攻撃によるシステムのセキュリティリスクの低減
を行います。形 C£1W-EIP21S の EtherNet/IP ポートと
サポートソフトの接続は、ユーザ認証の設定をし、セキュ
ア通信（Secure Comm）でオンライン接続することを推奨
します。ユーザ認証やセキュア通信（Secure Comm）以外
にも、セキュリティリスクを低減するためのセキュリティ
機能を、形 C£1W-EIP21S およびサポートソフトに搭載し
ています。システム運用に合わせて、セキュリティ機能を
使用して、さらにセキュリティリスクの低減を行います。

「5-4-6 セキュリテ
ィ施策の実施
(P.5-27)」

19 セキュリティ施策の
実施後の動作確認

セキュリティ施策を実施した場合は、セキュリティ機能の
設定に対し、動作確認を行います。

「5-4-7 セキュリテ
ィ施策の実施後の動
作確認 (P.5-27)」

*1. 必要により実施してください。

5 形 CS1D-ETN21D を使用したシステムの置き換え
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5-3 事前準備
ここでは、置き換えの実行前に準備を行う手順を説明します。

5-3-1 置き換え先機種の確認
置き換え元機種のシステム構成に対する置き換え先機種を確認します。また置き換え先機種に対応す
るサポートソフトを確認します。
詳細については、「1-2-4 形 CS1D-ETN21D を使用したシステム (P.1-10)」を参照してください。

5-3-2 仕様や機能などの差異の確認
置き換え元と置き換え先機種の仕様や機能などの差異を確認し、置き換え元のシステムに対するハー
ドウェア、ユーザプログラム、およびアプリケーションに対する影響を確認します。詳細については、

「5-1 仕様や機能の差異と変更箇所 (P.5-2)」を参照してください。

5-3-3 サポートソフトの入手
事前準備や置き換えの実行で使用するサポートソフトを入手します。「1-3 サポートソフト (P.1-13)」
に示したバージョン以降の CX-One を入手してください。
以降の説明で使用するサポートソフトは、該当の CX-One に格納されています。

5-3-4 データの読み出しと保存
置き換え元のシステムから以下のデータを読み出して、保存します。
本作業で読み出したデータを使用し、以降の作業で置き換え先のシステムに合わせてデータの変更や
設定を行います。

データ 内容 参照先
PLC のプロジェ
クトデータ*1

ユーザプログラム、PLC システム設定、I/O テーブ
ル、高機能ユニット設定、およびデータメモリ(DM)で
す。CX-Programmer で読み出します。

「PLC のプロジェクトデータの読み
出し（PLC→パソコン）
(P.5-7)」

ルーチングテー
ブル

ルーチングテーブルの設定内容を読み出します。
CX-Integrator で読み出します。

「ルーチングテーブルの読み出し
（PLC→パソコン） (P.5-8)」

*1. CX-Programmer のプロジェクトファイルに格納されるデータです。本書では、PLC のプロジェクトデータ
と表記します。

本作業は置き換え元システムのデータの復元を可能にするために実施してください。置き換え元のシ
ステムのデータを所持している場合でも、実際の実機と差異があるとトラブルになるリスクが考えら
れますので、読み出して、保存しておくことを推奨します。

PLC のプロジェクトデータの読み出し（PLC→パソコン）
CX-Programmer を使用して、置き換え元の PLC から以下のプロジェクトデータを読み出して保存し
ます。
• ユーザプログラム
• PLC システム設定
• I/O テーブル
• 高機能ユニット設定

5 形 CS1D-ETN21D を使用したシステムの置き換え
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• データメモリ(DM)
PLC から上記に示す各データを読み出す方法と保存方法については、「2-3-4 データの読み出しと保
存 (P.2-17)」の「PLC のプロジェクトデータの読み出しと保存方法 (P.2-18)」を参照してください。

ルーチングテーブルの読み出し（PLC→パソコン）
CX-Integrator を使用して、PLC からルーチングテーブルを読み出して、保存します。

l ルーチングテーブルの読み出しと保存
CX-Integrator を使用して、PLC からルーチングテーブルを読み出す方法と保存する方法を以下に
示します。
CX-Integrator の操作方法については、『CX-Integrator CS/CJ/CP/NSJ シリーズ用ネットワー
クコンフィグレーションツール オペレーションマニュアル（SBCA-347）』も併せて、参照して
ください。

1 CX-Programmer を使用して、PLC にオンラインしている状態で、I/O テーブルを開きます。

2 CPU ユニットをクリックし、CX-Integrator を起動します。
［オプション］–［専用ツール起動］–［設定を引き継いで起動］

3 以下の画面で、PLC に接続しているポートを選択し、［OK］ボタンをクリックします。

4 以下の画面で、［ネットワーク構成のみ］を選択して［転送］ボタンをクリックします。

5 形 CS1D-ETN21D を使用したシステムの置き換え
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以下の画面が表示されます。

5 ルーチングテーブル設定ツールを起動し、PLC からルーチングテーブルを読み出します。
1) ［ツール］–［ルーチングテーブル設定ツール］

2) 以下の画面が開きますので、［転送[PLC→パソコン]］のアイコンをクリックします。

(1) 転送[PLC→パソコン] のアイコンをクリックします。

5 形 CS1D-ETN21D を使用したシステムの置き換え
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(2) 装置のルーチングテーブル設定が読み出され、表示されます。

ルーチングテーブル設定がない場合は、表示は変化しません。

6 ルーチングテーブルをパソコンに保存します。
［ファイル］–［ローカルルーチングテーブルファイル保存］

5-3-5 I/O テーブルの作成
置き換え後のユニット構成に合わせて、I/O テーブルを作成します。
CX-Programmer を使用して、置き換え元の PLC のプロジェクトデータで、I/O テーブル上の置き換
え元のユニットを置き換え先のユニットに変更します。
CX-Programmer による I/O テーブルの作成方法を以下に示します。CX-Programmer の操作方法
は、『CX-Programmer Ver.9.£オペレーションマニュアル（SBCA-337）』も併せて、参照してくだ
さい。

1 CX-Programmer を使用して、置き換え元の PLC のプロジェクトデータで、I/O テーブルを開
きます。

2 I/O テーブルウィンドウで、置き換え元の形 CS1D-ETN21D を選択し、［ユニットの変更／確
定］を選択し、置き換え先の形 CS1W-EIP21S に変更します。または、形 CS1D-ETN21D を
選択し、右クリックして、［ユニットの追加］を選択し、形 CS1W-EIP21S に変更します。
ユニット番号は、置き換え元と同一に設定します。
以下の例では、ユニット番号 0 とユニット番号 1 です。

5 形 CS1D-ETN21D を使用したシステムの置き換え
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「CS1W-EIP21S」に変更

3 手順 2 の操作を繰り返して、置き換え後のユニット構成の I/O テーブルを作成します。

使用上の注意

CS シリーズでは、I/O テーブルを CPU ユニットに登録しないと動作しません。そのため、
I/O テーブルは必ず作成し、CPU ユニットに転送する必要があります。

5-3-6 電源ユニットの選定と外形寸法の確認
置き換えにより発生する電源への制約に対し、電源ユニットの変更要否を確認します。必要により電
源ユニットを選定します。選定した結果、電源ユニットを変更または増設システムに変更した場合は、
置き換え前後のユニット構成の外形寸法の差異を確認します。

「2-3-7 電源ユニットの選定と外形寸法の確認 (P.2-30)」を参照して、電源ユニットの選定と外形寸
法の確認を行ってください。

5-3-7 ルーチングテーブルの変更
通信二重化していた一方のネットワークを設定します。

「5-3-4 データの読み出しと保存 (P.5-7)」で、置き換え元の PLC から読み出して保存したルーチン
グテーブルファイルを開きます。
下図のように、二重化をしている両方の通信ユニットに自ネットワーク番号が設定されている場合、
変更は不要です。

5 形 CS1D-ETN21D を使用したシステムの置き換え
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もし、片方あるいは両方の通信ユニットに自ネットワーク番号が設定されていない場合は、自ネット
ワーク番号を設定してください。
この場合、接続先の通信ユニットも設定を確認し設定してください。

5-3-8 高機能ユニット設定の設定
CX-Programmer で、置き換え元の形 CS1D-ETN21D の設定に合わせて、置き換え先の形 CS1W-
EIP21S の高機能ユニット設定を設定します。
ただし、この作業は自動ではできません。「5-3-4 データの読み出しと保存 (P.5-7)」で形 CS1D-
ETN21D から読み出した高機能ユニット設定を形 CS1W-EIP21S に手動で移行します。

以降、各設定項目の移行方法について説明します。

［設定］タブの設定項目の移行
形 CS1D-ETN21D の［設定］タブの設定項目を形 CS1W-EIP21S の以下に示す箇所に設定してくだ
さい。
これらは、2 台の形 CS1W-EIP21S に設定してください。

5 形 CS1D-ETN21D を使用したシステムの置き換え
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l［設定］タブ→［TCP/IP］タブ
＜形CS1D-ETN21D＞ ＜形CS1W-EIP21S＞

(*1)

(*2)

(*1)IP アドレスが、すべて 0 になっている場合は、データメモリ(DM)に設定されています。
その場合、読み出したデータメモリ(DM)のデータで割付 DM エリア（m+98、m+99）を確認し
て、意図した IP アドレスが設定されているかを確認してください。
本設定およびデータメモリ(DM)が両方とも 0 の場合は、高機能ユニット設定またはデータメモリ
(DM)に、以下の IP アドレスを設定してください。
• ユニット番号 N 側: 192.168.250.ノードアドレス
• ユニット番号 N+1 側: 192.168.251.ノードアドレス
(*2)Keep-alive 監視時間のデフォルト値が異なります。デフォルト値で使用している場合は、120
分に変更する必要があります。「120」を入力します。

l［設定］タブ→［Ethernet］タブ
＜形CS1D-ETN21D＞ ＜形CS1W-EIP21S＞

5 形 CS1D-ETN21D を使用したシステムの置き換え
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l［設定］タブ→［FINS/UDP］タブ
＜形CS1D-ETN21D＞ ＜形CS1W-EIP21S＞

(*)

(*)置き換え元機種では、FINS/UDP サービスを使用する／使用しないの設定がなく、サービスを
使用するがデフォルトです。そのため、［FINS/UDP サービスを使用する］にチェックを入れてく
ださい。

l［設定］タブ→［FINS/TCP］タブ
＜形CS1D-ETN21D＞ ＜形CS1W-EIP21S＞

(*)

(*)置き換え元機種では、FINS/TCP サービスを使用する／使用しないの設定がなく、サービスを
使用するがデフォルトです。そのため、［FINS/TCP サービスを使用する］にチェックを入れてく
ださい。

l［設定］タブ→設定項目なし
［ネットワークステータス用 UDP ポート］、［ネットワークステータス送信間隔］、および［ネット
ワークステータス監視時間］は、形 CS1W-EIP21S では設定できません。
これらは形 CS1D-ETN21D の通信二重化機能の設定項目です。本書では、ユーザプログラムで通
信二重化を行うため設定は必要ありません。

5 形 CS1D-ETN21D を使用したシステムの置き換え
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設定項目なし

＜形CS1D-ETN21D＞ ＜形CS1W-EIP21S＞

［FINS/TCP］タブの設定項目の移行
形 CS1D-ETN21D の［FINS/TCP］タブの設定項目を形 CS1W-EIP21S の以下に示す箇所に設定し
てください。

＜形CS1D-ETN21D＞ ＜形CS1W-EIP21S＞

(*)

(*)置き換え元機種では、FINS/TCP サービスを使用する／使用しないの設定がなく、サービスを使用
するがデフォルトです。そのため、［FINS/TCP サービスを使用する］にチェックを入れてください。

5-3-9 PLC システム設定の変更
PLC システム設定を CX-Programmer で設定します。通信ユニット二重化の設定を解除します。
また、置き換え時の制約事項に対し、以下の設定項目を必要に応じて設定します。
•［電断検知延長時間］

以降、各項目について説明します。

5 形 CS1D-ETN21D を使用したシステムの置き換え
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通信ユニット二重化
形 CS1D-ETN21D で通信ユニット二重化を実施していた場合、以下のプライマリーセカンダリ方式
にチェックが入っています。
形 CS1W-EIP21S に置き換えるため、このチェックを外してください。

チェックを外します。

電断検知延長時間
この設定項目は、「2-3-8 CPU ユニットの設定 (P.2-35)」の「電断検知延長時間の設定 (P.2-36)」
を参照して設定してください。

5-3-10 ユーザプログラムの変更
本ケースの置き換えでは、ユーザプログラムに対し、以下の項目の変更が必要となります。

項目 内容 参照先
通信二重化プログラ
ムの作成

形 CS1D-ETN21D で自動で行われていた通信二重化
を、形 CS1W-EIP21S ではユーザプログラムで行いま
す。

「通信二重化プログラムの作成
(P.5-16)」

割付リレーエリアと
割付 DM エリアの差
異による変更

置き換え元と置き換え先機種で、割付リレーエリアや割
付 DM エリアに差異があります。その差異に応じて、
ユーザプログラムの変更が必要となります。

「割付リレーエリアと割付 DM
エリアの差異による変更
(P.5-18)」

以降、各項目について説明します。

通信二重化プログラムの作成
形 CS1D-ETN21D で自動で行われていた通信二重化を、形 CS1W-EIP21S ではユーザプログラムで
行う必要があります。ここでは、通信二重化プログラムを作成するにあたってのプログラムの考え方
について説明します。

5 形 CS1D-ETN21D を使用したシステムの置き換え
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この考え方を理解した上で、通信二重化プログラムを作成してください。なお通信二重化のサンプル
プログラムについては、「A-1 通信二重化サンプルプログラム (P.A-2)」を参照してください。

l 通信二重化プログラムの考え方
通信二重化を行うための、通信方式の考え方を説明します。
下図に示すとおり、通常一方の回線（ネットワーク: M）から DATA A を他 PLC へ送信します。
本方式は、このときの送信結果（レスポンス）を確認し、レスポンスが正常の場合は、引き続き同
一回線（ネットワーク: M）で通信を継続します。
レスポンスが異常の場合は、もう一方の回線（ネットワーク: N）に切り替えて DATA A を他 PLC
へ送信します。

CPUユニット

CPUユニット
確認

プログラム追加

異常時、送信するネットワークを
切り替えて再送

正常

異常

レスポンス

回線変更

通信命令
SEND/RECV/

CMND

DATA A DATA A

CS1W

EIP21S

他PLC

ネットワーク: M

CS1W

EIP21S

CS1W

EIP21S ネットワーク: N

CS1W

EIP21S

本方式を実現するために以下の CS1D CPU ユニットのフラグを使用します。
• ネットワーク通信命令実行可フラグ（A202.00～07）
• ネットワーク通信実行エラーフラグ（A219.00～07）

以下にこれらのフラグの動作を説明します。
• 通信命令を実行すると、使用している内部論理ポート（No.00～07）のネットワーク通信命令実

行可フラグ（A202.00～07）が 0(OFF)になります。（図中の（A））
• 通信が実行終了すると、ネットワーク通信命令実行可フラグ（A202.00～07）は 1(ON)になり

ます。
この実行終了のタイミングで、通信実行が正常終了した場合、ネットワーク通信実行エラーフラ
グ（A219.00～07）が 0(OFF)となります。（図中の（B））

• 通信実行が異常終了（異常）した場合、ネットワーク通信実行エラーフラグ（A219.00～07）が
1(ON)になります。（図中の（C））
この条件を使用して、異常時はもう一方の回線（ネットワーク）に変更し通信を実行します。

通信命令実行

通信命令実行中 通信命令実行中 通信命令実行中

回線（ネットワーク）を
変更して再実行

命令実行終了 命令実行 実行終了

正常終了 異常終了

実行終了命令実行
ネットワーク通信
命令実行可フラグ
A202.00～07

ネットワーク通信
実行エラーフラグ
A219.00～07

（A） （B） （C）

回線（ネットワーク）の変更は、各通信命令(SEND/RECV/CMND)の以下コントロールデータ内
にある送信先ネットワークの情報を、変更先の回線（ネットワーク）の情報に変更して行います。
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SEND

S

D

C

S: 送信元（自ノード）送信開始CH番号

コントロールデータの中に送信先の3

個のアドレスがあるため、それらを変
更先の回線（ネットワーク）のアドレス
に変更し、通信命令を実行します。

送信元CH数C

C+1

C+2 送信先ノードアドレス 送信先号機アドレス

送信先ネットワークアドレス#0固定 シリアルポート
No.

D: 送信先（相手ノード）受信開始CH番号
C: コントロールデータ下位CH番号

形 CS1W-ETN21D のネットワークの切り替え性能は、ネットワークステータスに依存します。形
CS1W-EIP21S のネットワークの切り替え性能は、通信二重化プログラムのコントロールデータに
設定するレスポンス監視時間に依存します。

割付リレーエリアと割付 DM エリアの差異による変更
置き換え元と置き換え先機種で、割付リレーエリアや割付 DM エリアに差異があります。その差異に
応じて、ユーザプログラムの変更が必要となります。
以降、割付リレーエリアの差異、割付 DM エリアの差異、割付エリアのプログラムの変更手順、およ
びその他のユーザプログラムの変更について説明します。

l 割付リレーエリアの差異
割付リレーエリアは以下の差異があります。
ユーザプログラムで使用しているチャンネルおよびビット（接点）は下表に従って変更してくださ
い。

5 形 CS1D-ETN21D を使用したシステムの置き換え
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形CS1D-ETN21D 形CS1W-EIP21S 変更内容

n

n+1

n+2

n+3

n+4

n+5

n+6

n+7

n+8

n+9

n+10

n+11

n+12

n+13

n+14

n+15

ユニットコントロールスイッチ*2

ネットワーク加入ステータス*3

ターゲットノードPLC本体
運転情報テーブル

ターゲットノードPLC本体
異常情報テーブル

ソフトスイッチ

通信ステータス1

通信ステータス2

通信ステータス3

ユニットステータス2

ユニットステータス1

予約

予約

サービスステータスが反映され
ます。ただし、アドレス変更が必要
です。また、二重化ステータス（ビ
ット11-13）は使用できません。

エラーステータスが反映されま
す。ただし、アドレス変更が必要
です。 

―
―
―

―

―
―
―

―
n+16

n+17

n+18

n+19

n+20

n+21

n+22

n+23

n+24

正常ターゲットノードテーブル 

登録ターゲットノードテーブル 

FINS/TCPコネクション
接続ステータス

サービスステータス
エラー情報 
メモリカード・ユニット設定・
エラーコード*2

未使用
未使用
未使用

未使用

FINS/TCPコネクション
接続ステータス

アドレス変更が必要です。
ビット配置は同じです。

―

―

CH*1

*1. n=1500+（25×ユニット番号）
*2. メモリカード・ユニット設定用のため使用できません。ユーザプログラムで使用している場合は削除してください。
*3. 通信二重化機能用のため使用できません。ユーザプログラムで使用している場合は削除してください。

l 割付 DM エリアの差異
割付 DM エリアは以下の差異があります。
形 CS1D-ETN21D は、IP アドレス表示・設定エリアだけを使用しており、このエリアについては
形 CS1W-EIP21S と差異はありません。

5 形 CS1D-ETN21D を使用したシステムの置き換え
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m

m+1

:

m+8

m+9

:

m+16

m+17

m+18

:

m+96

m+97

m+98

m+99

IPアドレス表示・設定エリア

TCPソケットNo.1～8

受信データバイト数

TCPソケットNo.1～8

コネクション状態

ソケットサービス
パラメータエリア1～8

D5エラー（照合異常（ターゲット不在））
マスク機能設定

IPアドレス表示・設定エリア

未使用未使用

アドレスおよびビット配置は同じ
です。

―

―

―

―

―

形CS1D-ETN21D 形CS1W-EIP21S 変更内容CH*1

*1. m=D30000+（100×ユニット番号）

l 割付エリアのプログラムの変更手順
割付リレーエリアと割付 DM エリアを修正します。
手順の詳細については、「4-3-9 ユーザプログラムの変更 (P.4-14)」の「ユーザプログラムの変更
手順 (P.4-17)」を参照してください。

l その他のユーザプログラムの変更
間接 DM やインデックスレジスタを使用している場合、クロスリファレンスリストでは、間接 DM
やインデックスレジスタを確認できません。

［Ctrl］+［F］で検索画面を表示して、「IR」、「*D」、「*E」、「@D」、および「@E」などが存在しな
いか確認します。
存在する場合は、該当の割付リレーエリアや割付 DM エリアが指定されていないか確認してくださ
い。

5-3-11 割付リレーエリアや割付 DM エリアの変更

l 直接データを書き込みして使用している場合
設定データの用途で、割付リレーエリアや割付 DM エリアに、直接データを書き込みしている場合
があります。その場合は、置き換え元機種の割付リレーエリアや割付 DM エリアに、データを書き
込みしていないかを確認してください。書き込みしている場合は、置き換え先機種の割付リレーエ
リアや割付 DM エリアに移行してください。

IP アドレスをデータメモリ(DM)に設定している場合は、読み出したデータメモリ(DM)のデータで
割付 DM エリア（m+98、m+99）を確認して、意図した IP アドレスが設定されているかを確認し
てください。
なお高機能ユニット設定およびデータメモリ(DM)が 0 の場合は、以下の IP アドレスを高機能ユニ
ット設定またはデータメモリ(DM)に、設定してください。
• ユニット番号 N 側: 192.168.250.ノードアドレス
• ユニット番号 N+1 側: 192.168.251.ノードアドレス
高機能ユニット設定に設定した場合は、データメモリ(DM)の設定は必要ありません。

5 形 CS1D-ETN21D を使用したシステムの置き換え
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l 他機器からの割付エリアへの書き込み、読み出し
ネットワークに接続されている他機器（HMI やコンピュータ）から割付 DM エリアに書き込みして
使用している場合があります。その場合は、置き換えによる割付リレーエリアや割付 DM エリアの
変更に合わせて、他機器の書き込みや読み出し先を変更してください。

5-3-12 プロジェクトファイルの保存
変更の完了後、ファイル名を変更して、プロジェクトファイルを保存します。

［ファイル］-［名前を付けて保存］

5 形 CS1D-ETN21D を使用したシステムの置き換え
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5-4 置き換えの実行
ここでは、実際に置き換えを行う内容を説明します。

5-4-1 ユニットの置き換えと配線

1 置き換え前にバックアップを行います。
置き換えが成功しなかったリスクを想定して、メモリカードでの簡易バックアップまたは PLC
バックアップツールで PLC データのバックアップを実施してください。

2 装置の電源を OFF します。

3 形 CS1D-ETN21D からケーブルを外し、ユニットを取り外します。

4 形 CS1W-EIP21S を取り付けます。なおケーブルは後工程の動作確認時に取り付けます。
前面のスイッチは以下のとおりに設定してください。
ユニット番号: 一方を置き換え前と同一とし、もう一方を+1 に設定します。

（例）置き換え前のユニット番号が 0 の場合、一方を 0、もう一方を 1 に設定します。
ノードアドレス: 2 台とも置き換え前と同じ値に設定します。

5-4-2 電源の投入
装置の安全を確認して、置き換え後の PLC に電源を投入します。

使用上の注意

形 C£1W-EIP21S はユニットの起動に時間がかかります。これにより、置き換え前のシステム
と比べ、CPU ユニットの運転開始時間が数秒遅くなります。

5-4-3 異常の解除
形 CS1D-ETN21D で通信ユニット二重化を実施していた場合、置き換え後のユニット構成で、PLC
に電源投入すると、通信二重化異常が発生します。これは PLC システム設定で通信ユニット二重化の
設定が設定されているためです。また CPU 高機能ユニットの種類が変わったため、CPU 高機能ユニ
ット設定異常が発生します。この状態では、事前に準備したデータの転送が行えません。そのため、
これらの異常を解除する必要があります。
通信二重化異常を解除後、CPU 高機能ユニット設定異常を解除します。
解除方法を以下に説明します。

異常の解除方法
以下に異常を解除する方法を示します。
CX-Programmer の操作方法および CPU ユニットと CX-Programmer との接続方法については、

『CX-Programmer Ver.9.£オペレーションマニュアル（SBCA-337）』も併せて参照してください。
また CPU ユニットと CX-Programmer との接続方法については、使用する CPU ユニットのユーザー
ズマニュアルも参照してください。

1 パソコンを CPU ユニットのペリフェラルポートに接続します。

5 形 CS1D-ETN21D を使用したシステムの置き換え
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2 CX-Programmer を起動します。

3 PLC にオンライン接続し、プログラムモードに変更します。
［PLC］–［オンライン接続］
［PLC］–［動作モード］–［プログラム］

4 事前準備で作成したプロジェクトデータのファイルを開きます。
［ファイル］–［開く］
このとき、PLC システム設定の通信ユニット二重化の設定が解除されていることを確認しま
す。
通信ユニット二重化の設定は、「通信ユニット二重化 (P.5-16)」を参照してください。

5 プロジェクトデータのうち、PLC システム設定を PLC へ転送します。
［PLC］–［転送］–［転送［パソコン→PLC］］

(2) ［OK］ボタンをクリックします。
(1) PLCシステム設定をチェックします。

6 CX-Programmer をオフラインにして、PLC の電源を OFF します。その後、ON します。
通信二重化異常が解除されます。この状態では、CPU 高機能ユニット設定異常は発生したまま
です。CPU 高機能ユニット設定異常の解除を引き続き行います。

7 CX-Programmer を PLC にオンライン接続し、プログラムモードに変更します。
［PLC］–［オンライン接続］
［PLC］–［動作モード］–［プログラム］

8 プロジェクトデータのうち、I/O テーブルを PLC に転送します。
［PLC］–［転送］–［転送［パソコン→PLC］］

5 形 CS1D-ETN21D を使用したシステムの置き換え
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(2) ［OK］ボタンをクリックします。
(1) I/Oテーブルをチェックします。

CPU 高機能ユニット設定異常が解除されます。

5-4-4 データの転送（パソコン→PLC）
置き換え後の実機に、事前に準備した以下のデータを CPU ユニットのペリフェラルポートに接続した
サポートソフトで転送します。
• PLC のプロジェクトデータ
• ルーチングテーブル

PLC のプロジェクトデータの転送（パソコン→PLC）
事前準備にて、置き換え後のユニット構成に合わせて作成した PLC のプロジェクトデータを実機に転
送します。CX-Programmer を CPU ユニットのペリフェラルポートに接続して、オンライン接続し、
PLC に転送します。
転送対象の PLC のプロジェクトデータは以下です。なお、事前準備において、変更しなかったデータ
については、転送する必要はありません。
• ユーザプログラム
• PLC システム設定
• I/O テーブル
• 高機能ユニット設定
• データメモリ(DM)

「2-4-3 各データの転送 (P.2-47)」の「PLC のプロジェクトデータの転送方法 (P.2-48)」を参照し
て、PLC のプロジェクトデータを転送してください。

5 形 CS1D-ETN21D を使用したシステムの置き換え
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ルーチングテーブルの転送（パソコン→PLC）
置き換え後のユニット構成で、ルーチングテーブルを変更した場合は、PLC に転送します。CX-
Integrator を CPU ユニットのペリフェラルポートに接続し、オンライン接続して PLC に転送します。

l ルーチングテーブルの転送方法
CX-Integrator を使用して、ルーチングテーブルを PLC に転送する方法を以下に示します。
ルーチングテーブルの転送方法については、『CX-Integrator CS/CJ/CP/NSJ シリーズ用ネット
ワークコンフィグレーションツール オペレーションマニュアル（SBCA-347）』も併せて参照し
てください。

1 PLC にオンラインしている状態で、CX-Programmer から I/O テーブルを開きます。

2 CPU ユニットをクリックし、CX-Integrator を起動します。
［オプション］–［専用ツール起動］–［設定を引き継いで起動］

3 以下の画面で、PLC に接続しているポートを選択し、［OK］ボタンをクリックします。

4 以下の画面で、［ネットワーク構成のみ］を選択して［転送］ボタンをクリックします。

5 形 CS1D-ETN21D を使用したシステムの置き換え
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以下の画面が表示されます。

5 ルーチングテーブル設定ツールを起動します。
［ツール］–［ルーチングテーブル設定ツール］

6 事前準備で作成したルーチングテーブルを読み出します。
［ファイル］–［ローカルルーチングテーブルファイルを開く］

7 ［転送[パソコン→PLC]］のアイコンをクリックします。

転送［パソコン→PLC］のアイコンをクリックします。

5 形 CS1D-ETN21D を使用したシステムの置き換え
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以下の画面が表示されます。［はい］ボタンをクリックします。

以下の画面が表示されたら、転送が完了となります。

5-4-5 動作確認

1 PLC の電源を OFF します。

2 形 CS1W-EIP21S にケーブルを取り付けます。

3 装置の安全を確認して、PLC の電源を ON します。

4 装置が意図どおりに動作していることを確認します。

各ユニットの動作確認方法やトラブルシューティングについては、使用するユニットのユーザーズマ
ニュアルを参照してください。

5-4-6 セキュリティ施策の実施
必要に応じて、置き換え後のシステム運用開始までに、外部からの攻撃によるシステムのセキュリテ
ィリスクの低減を行います。形 C£1W-EIP21S の EtherNet/IP ポートとサポートソフトの接続は、
ユーザ認証の設定をし、セキュア通信（Secure Comm）でオンライン接続することを推奨します。
ユーザ認証やセキュア通信（Secure Comm）以外にも、セキュリティリスクを低減するためのセキュ
リティ機能を、形 C£1W-EIP21S およびサポートソフトに搭載しています。システム運用に合わせ
て、セキュリティ機能を使用して、さらにセキュリティリスクの低減を行います。
詳細については「2-4-5 セキュリティ施策の実施 (P.2-53)」を参照してください。

5-4-7 セキュリティ施策の実施後の動作確認
セキュリティ施策を実施した場合は、セキュリティ機能の設定に対し、動作確認を行います。

5 形 CS1D-ETN21D を使用したシステムの置き換え
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5 形 CS1D-ETN21D を使用したシステムの置き換え
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A-1 通信二重化サンプルプログラム
ここでは、置き換え先の形 CS1W-EIP21S を使用したシステムにおける通信二重化のサンプルプログ
ラムを示します。
置き換え元の形 CS1D-ETN21D を使用したシステムと置き換え先の形 CS1W-EIP21S を使用した
システムの差異を示す形で通信二重化のサンプルプログラムを示します。

使用上の注意

形 CS1D-ETN21D がサポートするネットワークの二重化機能を、形 CS1W-EIP21S はサポー
トしていません。ネットワークの二重化をしている形 CS1D-ETN21D を形 CS1W-EIP21S
に置き換える場合、ネットワークの二重化用のプログラムを作成する必要があります。
置き換え前の二重化のシステム仕様を満たすように、プログラムを作成してください。置き換
え後、二重化のシステム評価を十分に行い、二重化のシステム仕様を満たしているかどうかを
確認してください。
ネットワークの二重化用プログラムの作成については、「通信二重化プログラムの作成
(P.5-16)」を参照してください。

A-1-1 システム構成
形 CS1D-ETN21D を使用したシステム構成と形 CS1W-EIP21S を使用したシステム構成を以下に
示します。

ユニット番号： 0
ノードアドレス: 1

ユニット番号： 0（１）
ノードアドレス: 1

CS1D-

CPU

CS1D-

ETN21D

CS1D-

ETN21D

D0

D1

CS1D-

CPU

CS1D-

ETN21D

CS1D-

ETN21D

0CH

1CH

上位
PLC

ユニット番号： 0（１）
ノードアドレス: 2

下位
PLC

ユニット番号： 0
ノードアドレス: 2

ネットワーク
番号1

ネットワーク
番号2

ユニット番号： 0
ノードアドレス: 1

ユニット番号： １
ノードアドレス: 1

CS1D-

CPU

CS1W-

EIP21S

CS1W-

EIP21S

D0

D1

CS1D-

CPU

CS1W-

EIP21S

CS1W-

EIP21S

0CH

1CH

上位
PLC

ユニット番号： 1
ノードアドレス: 2

下位
PLC

ユニット番号： 0
ノードアドレス: 2

ネットワーク
番号1

ネットワーク
番号2

＜形CS1D-ETN21Dを使用したシステム構成＞ ＜形CS1W-EIP21Sを使用したシステム構成＞

A-1-2 サンプルプログラム
上位 PLC から SEND 命令で D0～D1 のデータを、下位 PLC の 0CH～1CH へ転送するプログラムの
例です。
置き換え元の形 CS1D-ETN21D のサンプルプログラムと置き換え先の形 CS1W-EIP21S のサンプ
ルプログラムを以下に示します。
置き換え元の形 CS1D-ETN21D のユーザプログラムに、ネットワークを切り替えるプログラムを追
加することで通信二重化を実現します。

付録
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ネットワークを切り替えるプログラムは、片方のネットワークで通信ができなかったときに、もう片
方のネットワークに切り替えて通信を実行するプログラムです。
サンプルプログラムは、レスポンス監視時間を 200ms に設定した例です。ネットワークの切り替え性
能はレスポンス監視時間に依存します。置き換え後、二重化システムの評価を十分に行い、監視時間
を設定してください。

形 CS1D-ETN21D のサンプルプログラム
置き換え元の形 CS1D-ETN21D のサンプルプログラムを下図に示します。
形 CS1W-EIP21S では、下図に示す箇所にネットワークを切り替えるプログラムを追加します。
形 CS1W-EIP21S のサンプルプログラムは、「形 CS1W-EIP21S のサンプルプログラム (P.A-4)」
を参照してください。

形CS1W-EIP21Sでプログラムを追加する箇所

P_On

MOV(021)

D100

#0002

MOV(021)

D101

#0001

MOV(021)

D102

#0200

MOV(021)

D103

#0000

MOV(021)

D104

#0002

A202.00

SEND(090)

0

D0

D100

END(001)

各データの意味を以下に示します。

データ 内容
D0～D1 送信元（自ノード）送信 CH
0～1 送信先（相手ノード）受信 CH
D100～D104 SEND 命令コントロールデータ
A202.00 ネットワーク通信命令実行可フラグ

付録
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形 CS1W-EIP21S のサンプルプログラム
置き換え先の形 CS1W-EIP21S のサンプルプログラムを下図に示します。

追加するプログラム

P_On

MOV(021)

D100

#0002

MOV(021)

D101

#0001

MOV(021)

D102

#0200

MOV(021)

D103

#0000

MOV(021)

D104

#0002

A202.00

SEND(090)

0

D0

D100

END(001)

A202.00

@XORW(036)

W0

#1

W0

P_On A219.00

MOV(021)

D101

#0001

MOV(021)

D102

#0200

MOV(021)

D101

#0002

MOV(021)

D102

#0200

W0.00

W0.00

W0.00のON/OFF状態で送信す
るネットワークを切り替える。

W0.00がONの場合、ネットワーク番号１に送信する設定を
する。

W0.00がOFFの場合、ネットワーク番号2に送信する設定を
する。

ネットワーク通信命令実行可およびネットワーク通信実行エ
ラーの場合、W0.00のON/OFFを反転させる。

付録
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各データの意味を以下に示します。

データ 内容
D0～D1 送信元（自ノード）送信 CH
0～1 送信先（相手ノード）受信 CH
D100～D104 SEND 命令コントロールデータ
A202.00 ネットワーク通信命令実行可フラグ
A219.00 ネットワーク通信実行エラーフラグ
W0.00 通信エラー時のネットワーク切り替えフラグ

• ON 時: ネットワーク番号 1 に送信する
• OFF 時: ネットワーク番号 2 に送信する

サンプルプログラムの動作を以下に示します。

いいえ
ネットワーク通信命令実行可フラ
グ（A202.00）がONしているか？

ネットワーク通信実行エラーフラ
グ（A219.00）がONしているか？

はい

はい

W0.00のON/OFF反転

通信二重化プログラム

W0.00の状態

いいえ

ネットワーク番号1に送信
する設定

ネットワーク番号2に送信
する設定

通信命令の実行

ON OFF

追加するプログラム

付録
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A-2 CX-Programmer による手動での形 C
£1W-EIP21S の設定

ここでは、CX-Programmer の設定の引き継ぎ支援機能を使用せず、手動で形 C£1W-EIP21S を設定
する方法を説明します。以下の置き換えのシステムでの設定方法について説明します。
• CJ2 CPU ユニット内蔵 EtherNet/IP ポートを使用したシステムの置き換えの場合
• 形 C£1W-EIP21 を使用したシステムの置き換えの場合
• 形 C£1W-ETN21 を使用したシステムの置き換えの場合

A-2-1 CJ2 CPU ユニット内蔵 EtherNet/IP ポートを使用したシステムの置
き換えの場合の設定

ここでは、形 C£1W-EIP21S に置き換え時の注意事項と手動での設定方法を説明します。

設定パラメータの差異への注意
置き換え先の形 C£1W-EIP21S と、置き換え元の EtherNet/IP ユニット（内蔵ポート）とでは、設
定項目によりデフォルト値が異なっている設定があります。
たとえば、形 C£1W-EIP21S では、FINS/UDP サービスの設定に FINS/UDP サービスを使用する／
使用しないの設定が追加されています。FINS/UDP サービスを使用しないがデフォルトです。
一方、置き換え元の EtherNet/IP ユニット（内蔵ポート）は、FINS/UDP サービスを使用する／使用
しないの設定がありません。FINS/UDP サービスを使用するがデフォルトです。

この他にも設定が異なる設定項目があります。置き換え元と置き換え先機種の仕様や機能などの差異
については、「2-1 仕様や機能などの差異 (P.2-2)」を参照してください。設定項目の詳細については、

『CS/CJ シリーズ EtherNet/IP ユニット ユーザーズマニュアル（SBCD-342）』を参照してくださ
い。
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IP アドレスを BOOTP サーバから取得する場合の注意
異なる個体に置き換えるため、置き換え前後で Ethernet ポートの MAC アドレスが異なります。その
ため、BOOTP サーバ側の設定を変更する必要があります。
また、BOOTP サーバからの IP アドレス取得時の振る舞いを置き換え前後で同じにするには、置き換
え先の形 C£1W-EIP21S の高機能ユニット設定を以下にします。
•［TCP/IP］タブの［IP アドレス］グループで［IP アドレスを BOOTP サーバから取得する（1 回の

み）］を選択する。

形 C£1W-EIP21S の設定方法
以下に形 C£1W-EIP21S の設定方法を示します。CX-Programmer の操作方法については、『CX-
Programmer Ver.9.£オペレーションマニュアル（SBCA-337）』を併せて参照してください。

1 CX-Programmer で、置き換え後のユニット構成の I/O テーブルを開きます。

2 I/O テーブルウィンドウで、形 C£1W-EIP21S を選択後、右クリックして［高機能ユニット設
定の編集］を選択します。またはダブルクリックします。
形 C£1W-EIP21S のパラメータの編集画面が開きます。

3 置き換え元機種の設定に合わせて、以下のタブを設定します。
•［TCP/IP］、［Ethernet］、［FINS/UDP］、［FINS/TCP］、［FTP］、［時計自動調整］、［ステー

タスエリア］、［SNMP］、［SNMP トラップ］

なお、置き換え元機種では、以下のサービスを使用する／使用しないの設定がなく、サービス
を使用するがデフォルトです。
• FINS/TCP サービス
• FINS/UDP サービス
そのため、設定を以下にします。
•［FINS/TCP］タブの［FINS/TCP サービスを使用する］を選択する。
•［FINS/UDP］タブの［FINS/UDP サービスを使用する］を選択する。
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参考

以下に示すセキュリティ機能の設定項目が追加されますが、この時点では設定しません。
• ポートのオープン／クローズ機能
• IP パケットフィルタ機能
置き換え完了後に、必要に応じて設定します。
詳細は、「2-4-5 セキュリティ施策の実施 (P.2-53)」を参照してください。

4 設定後、PLC のプロジェクトデータを保存します。

A-2-2 形 C£1W-EIP21 を使用したシステムの置き換えの場合の設定
ここでは、形 C£1W-EIP21S に置き換え時の注意事項と手動での設定方法を説明します。

設定パラメータの差異への注意
置き換え先の形 C£1W-EIP21S と、置き換え元の形 C£1W-EIP21 とでは、設定項目によりデフォル
ト値が異なっている設定があります。
たとえば、形 C£1W-EIP21S では、FINS/UDP サービスの設定に FINS/UDP サービスを使用する／
使用しないの設定が追加されています。FINS/UDP サービスを使用しないがデフォルトです。
一方、置き換え元の形 C£1W-EIP21 は、FINS/UDP サービスを使用する／使用しないの設定があり
ません。FINS/UDP サービスを使用するがデフォルトです。

この他にも設定が異なる設定項目があります。置き換え元と置き換え先機種の仕様や機能などの差異
については、「3-1 仕様や機能などの差異 (P.3-2)」を参照してください。設定項目の詳細については、

『CS/CJ シリーズ EtherNet/IP ユニット ユーザーズマニュアル（SBCD-342）』を参照してくださ
い。

IP アドレスを BOOTP サーバから取得する場合の注意
異なる個体に置き換えるため、置き換え前後で Ethernet ポートの MAC アドレスが異なります。その
ため、BOOTP サーバ側の設定を変更する必要があります。
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また、BOOTP サーバからの IP アドレス取得時の振る舞いを置き換え前後で同じにするには、置き換
え先の形 C£1W-EIP21S の高機能ユニット設定を以下にします。
•［TCP/IP］タブの［IP アドレス］グループで［IP アドレスを BOOTP サーバから取得する（1 回の

み）］を選択する。

形 C£1W-EIP21S の設定方法
以下に形 C£1W-EIP21S の設定方法を示します。CX-Programmer の操作方法については、『CX-
Programmer Ver.9.£オペレーションマニュアル（SBCA-337）』を併せて参照してください。

1 CX-Programmer で、置き換え後のユニット構成の I/O テーブルを開きます。

2 I/O テーブルウィンドウで、形 C£1W-EIP21S を選択後、右クリックして［高機能ユニット設
定の編集］を選択します。またはダブルクリックします。
形 C£1W-EIP21S のパラメータの編集画面が開きます。

3 置き換え元機種の設定に合わせて、以下のタブを設定します。
•［TCP/IP］、［Ethernet］、［FINS/UDP］、［FINS/TCP］、［FTP］、［時計自動調整］、［ステー

タスエリア］、［SNMP］、［SNMP トラップ］

なお、置き換え元機種では、以下のサービスを使用する／使用しないの設定がなく、サービス
を使用するがデフォルトです。
• FINS/TCP サービス
• FINS/UDP サービス
そのため、設定を以下にします。
•［FINS/TCP］タブの［FINS/TCP サービスを使用する］を選択する。
•［FINS/UDP］タブの［FINS/UDP サービスを使用する］を選択する。
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参考

以下に示すセキュリティ機能の設定項目が追加されますが、この時点では設定しません。
• ポートのオープン／クローズ機能
• IP パケットフィルタ機能
置き換え完了後に、必要に応じて設定します。
詳細は、「3-4-6 セキュリティ施策の実施 (P.3-21)」を参照してください。

4 設定後、PLC のプロジェクトデータを保存します。

A-2-3 形 C£1W-ETN21 を使用したシステムの置き換えの場合の設定
ここでは、形 C£1W-EIP21S に置き換え時の手動での設定方法を説明します。

（注）形 CJ£W-ETN21 の設定画面は、ユニット Ver.1.5 かつ ETN21 モードで記載しています。形式の記述を除
いて、CJ1 と CS1 の ETN21 の設定画面は同じです。他のユニットバージョンやモードの設定画面は、

『Ethernet ユニット ユーザーズマニュアル 基本ネットワーク構築編（SBCD-329）』を参照してください。

［設定］タブの設定項目の移行
形 C£1W-ETN21 の［設定］タブの設定項目を形 C£1W-EIP21S の以下に示す箇所に設定してくだ
さい。

l［設定］タブ→［TCP/IP］タブ

(*1)

(*2)

＜形C£1W-ETN21＞ ＜形C£1W-EIP21S＞

(*1)IP アドレスが、すべて 0 になっている場合は、データメモリ(DM)に設定されています。
その場合、読み出したデータメモリ(DM)に間違いがないか確認してください。
(*2)Keep-alive 監視時間のデフォルト値が異なります。デフォルト値で使用している場合は、120
分に変更する必要があります。「120」を入力します。
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l［設定］タブ→［Ethernet］タブ
＜形C£1W-ETN21＞ ＜形C£1W-EIP21S＞

l［設定］タブ→［FINS/UDP］タブ
＜形C£1W-ETN21＞ ＜形C£1W-EIP21S＞

(*)

(*)置き換え元機種では、FINS/UDP サービスを使用する／使用しないの設定がなく、サービスを
使用するがデフォルトです。そのため、［FINS/UDP サービスを使用する］にチェックを入れてく
ださい。
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l［設定］タブ→［FINS/TCP］タブ
＜形C£1W-ETN21＞ ＜形C£1W-EIP21S＞

(*)

(*)置き換え元機種では、FINS/TCP サービスを使用する／使用しないの設定がなく、サービスを
使用するがデフォルトです。そのため、［FINS/TCP サービスを使用する］にチェックを入れてく
ださい。

l［設定］タブ→［FTP］タブ
＜形C£1W-ETN21＞ ＜形C£1W-EIP21S＞

(*)

(*)FTP を使用している場合は、［FTP を使用する］にチェックを入れてください。また、ログイ
ン、パスワードは、必ず設定してください。形 C£1W-ETN21 で設定がされていない場合は、以
下となっています。
• ログイン: CONFIDENTIAL
• パスワード: なし
形 C£1W-ETN21 は、パスワードなしを選択できますが、形 C£1W-EIP21S は、パスワードの設
定が必要です。任意のパスワードを設定してください。なお、形 C£1W-EIP21S のログイン名は
1～16 文字、パスワードは 8～16 文字です。パスワードに入力した文字は伏字で表示されます。

l［設定］タブ→設定項目なし
以下の設定項目は、形 C£1W-EIP21S では設定項目がなく、固定です。CIDR を使用するに設定
されます。
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形 C£1W-ETN21 で CIDR を使用しない設定になっていたとしても、置き換え後の形 C£1W-
EIP21S の IP アドレスは変わりません。

＜形C£1W-ETN21＞ ＜形C£1W-EIP21S＞

設定項目なし

［FINS/TCP］タブの設定項目の移行
形 C£1W-ETN21 の［FINS/TCP］タブの設定項目を形 C£1W-EIP21S の以下に示す箇所に設定し
てください。

＜形C£1W-ETN21＞ ＜形C£1W-EIP21S＞

(*)

(*)置き換え元機種では、FINS/TCP サービスを使用する／使用しないの設定がなく、サービスを使用
するがデフォルトです。そのため、［FINS/TCP サービスを使用する］にチェックを入れてください。

［DNS］タブの設定項目の移行
形 C£1W-ETN21 の［DNS］タブの設定項目を形 C£1W-EIP21S の以下に示す箇所に設定してくだ
さい。

付録

A-13CS/CJ シリーズ 置き換えガイド EtherNet/IP および Ethernet ユニットからセキュリティ強化機種へ (SBCA-135)

A
-2 C

X
-P

rogram
m

erに
よ

る
手

動
で

の
形

C
£

1W
-E

IP
21S

の
設

定

A

A
-2-3 形

C
£

1W
-ET

N
21

を
使

用
し

た
シ

ス
テ

ム
の

置
き

換
え

の
場

合
の

設
定



l［DNS］タブ→［TCP/IP］タブ
＜形C£1W-ETN21＞ ＜形C£1W-EIP21S＞

(*)

(*)DNS サーバを使用している場合は、［DNS を使用する］にチェックを入れてください。

l［DNS］タブ→設定項目なし
以下の設定項目は、形 C£1W-EIP21S では設定項目がなく、固定です。ポート No.は 53 に設定さ
れます。再送タイマは固定値に設定されます。

＜形C£1W-ETN21＞ ＜形C£1W-EIP21S＞

設定項目なし

［SMTP］タブの設定項目の移行
形 C£1W-ETN21 の［SMTP］タブの設定項目は、形 C£1W-EIP21S がメール機能をサポートして
いないため設定できません。
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＜形C£1W-ETN21＞ ＜形C£1W-EIP21S＞

設定項目なし

［POP］タブの設定項目の移行
形 C£1W-ETN21 の［POP］タブの設定項目は、形 C£1W-EIP21S がメール機能をサポートしてい
ないため設定できません。

＜形C£1W-ETN21＞ ＜形C£1W-EIP21S＞

設定項目なし

［メールアドレス］タブの設定項目の移行
形 C£1W-ETN21 の［メールアドレス］タブの設定項目は、形 C£1W-EIP21S がメール機能をサポ
ートしていないため設定できません。
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＜形C£1W-ETN21＞ ＜形C£1W-EIP21S＞

設定項目なし

［メール送信］タブの設定項目の移行
形 C£1W-ETN21 の［メール送信］タブの設定項目は、形 C£1W-EIP21S がメール機能をサポート
していないため設定できません。

＜形C£1W-ETN21＞ ＜形C£1W-EIP21S＞

設定項目なし

［メール受信］タブの設定項目の移行
形 C£1W-ETN21 の［メール受信］タブの設定項目は、形 C£1W-EIP21S がメール機能をサポート
していないため設定できません。
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＜形C£1W-ETN21＞ ＜形C£1W-EIP21S＞

設定項目なし

［時計自動調整］タブの設定項目の移行
形 C£1W-ETN21 の［時計自動調整］タブの設定項目を形 C£1W-EIP21S の以下に示す箇所に設定
してください。

＜形C£1W-ETN21＞ ＜形C£1W-EIP21S＞

時計情報自動調整機能を使用している場合は、［SNTP サーバから時計情報を取得する］にチェックを
入れてください。

［HTTP］タブの設定項目の移行
形 C£1W-ETN21 の［HTTP］タブの設定項目は、形 C£1W-EIP21S が WEB 機能をサポートして
いないため設定できません。
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＜形C£1W-ETN21＞ ＜形C£1W-EIP21S＞

設定項目なし

ソケットサービスを使用するための設定（［ステータスエリア］タブ）
形 C£1W-EIP21S でソケットサービスを使用する場合は、［ステータスエリア］タブで以下の設定が
必要です。
•［レイアウトタイプ］を［ユーザ定義］に変更します。
•［割付エリア］に、連続する 64CH 分の未使用エリアの先頭 CH を登録します。

＜形C£1W-ETN21＞ ＜形C£1W-EIP21S＞

設定項目なし
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